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1.調 査 研 究 の概 要

1.1調 査 の 背 景 と 目 的

近年 地方における情報 ニーズは,一 層高 まりつつある。 この ことは行政機関,各 種団体 企業等

におけ る事業計画,あ るいは複雑化 してい く経済 状況の把握に地域 独自の展 開が より強 く求め られつ

つあ ることを示 している。

これ らの地域に即 した計画の策定にあたっては,地 域 関連情報基盤を整備 し,情 報の流通 を促進す

る必要 がある。

当地域(関 信越,東 北地域)に おけ る調査研究は昭和55年 度 か ら始め られ てい るが,こ の時期

はち ょうど80年 代 の 始 め で あ り,70年 代 の拠点的な情報化(産 業界中心,東 京 ・大阪中心,

大 企業 中心)か ら,情 報処理技 術(マ イコン,VLSI等),通 信 技術(光 ファイバー,人 工衛生)

等核に なる技術 としてのニュー メデ ィアの飛躍的 な発展 により,広 域な線又は面 としての情報化 に

変わ りつつある時期であった。

また,「地方の時代」 と呼ばれ従来の中央指向か ら田園都市 構想,定 住圏構想など地域再開発,地 域 の

魅 力あ る雇用,生 活圏の創出に強い期待 と関心が もたれた時期であるが,こ れ らの構想は先端技術

の導入に よる地域 の活性化政 策(通 産省 でい うな らば地域技 術振興計 画,テ クノポ リス構想等,あ

るいは各県での地域開発政策等 々)で 具体化 されつつ ある。

この よ うな基本的背景の中で地域行政の施 策立案,あ るい は企業の活動 ・運営に とって地域経済

の迅 速かつ正確な把握は必要不可欠であったが,こ れ ら地域情報の入手体制の確 立につい ては,未

だ不充分な状態 であ り「地域別情報拠点の 育成 と情報 ネッ トワークの形成 」は極 めて重要な課題 と

なっていった。

このよ うな状況認識の もとに,多 岐にわた る地域活動の うち,特 に変化の著 しい経 済状況を迅速か

つ確実 に把握す るために地域経済情報のニーズ を明 らかにするとともに
,そ の利用方法,技 術に関す

る研究 ・開発 を行い,共 通情報基盤の形成拡大に寄与 しうる地域情報拠点の育成 と地域 経済情報ネ ッ

トワーク形成 を行 うための具体的方策を探 るのが本調査の目的である。

また,当 プロジェク トの対象 とする地域 は俗に4割 経済 といわれる首都 圏を含む関信越経済圏及

びこれ まで種 々の点で地域 格差 を生 じている中で工業再配置の促進等を通 じて地域の産業構造の高

度化 を図 りつつある東北経済圏か ら成 り立ってお り,こ の2つ の地域特性 を生か しつつ,両 地域 に

共通 した情 報流通促進のための アプローチ手法に関する調査研究が必要であった。今回の調査研究

は,今 後地域別分散型ネットワークを推進 する上での先進事例としての役割 を担 ったものと言えよう
。

1.2調 査 の 内 容

(1')昭 和55年 度 の活動概要

地域 計画策定,経 済状況把握等 のために必要な地域経済情報に関する,① 情報活動の実態調査 ②政

策的利用 に関す るニ ーズ調査を実施 した。

1
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(2)昭 和56年 度 の活動概要'"Etllt」1、 ㌧,'

関信 越,東 北地域における情報 の体系化 と流通化 を図るために情報のレファレンス機能が必要であ

るとい う55年 度 調査結果 を もとに,'1;

① レ フ ァレ ンス機能の在 り方,利 用の仕方等に関す る調査。

② 地域経済 レ ファレンス情報の収集,整 備,蓄 積,利 用のための事例研究。

③ 情報 ネッ トワー クを実施する際に問題 となる社会的,制 度的諸問題についての調査。

④ ネ ッ トワー ク基本構想 の研究。

を行 った。

(3)昭 和5'7年 度 の活動概要

55年 度,56年 度 調査の結果,情 報ネ ッ トワー ク形成の第一歩として,ク リア リング機能 の整備

が必要 とさ九 ク リア リング機能¢)一部であるレフ ァレンス機能について明 らか にしてきた。.57年

度 はこの調査結果 をふ まえ,地 域経済 レファレ ンス情報サ ー ビス実現化に向けての運用上の問題点,

課題 を明 らか にす るべ く,次 の調査研究を実施 した。

① ・地域経済 レファレンス情報パ イロッ トシステ ムの研究開発

② 地域経済 レファレンス情報に 関する意識調査

また,地 域情報拠 点作 りの第 一歩 として 「地域情報サー ビス機関調剤 を行った。'

(4)昭 和58年 度 の活動概要

58年 度 は57年 度 にひき続 き地域経済 レファレンス情 報パイ ロッ トシステムの開発を行 った。

また システムの利用,普 及 を目指した 「データ整備 マニュアル」,「 システム利用マ三ユアル」

を作成す るとともに,シ ステム利用評価のた めの 「地域経済 レファレ ンス情報有効活用事 例研究 」

を行 った。

55年 度

情報活動の実態調査

政策的利用に関するニーズ調査

情報の体系化 と流通化 を図るために情報のレファレンス機能が必要であ る。

①

②

③

④

レファレンス機能の在 り方 利用の仕方等 に関する調査

地域経済 レファレ ンス情報の収集,整 備,蓄 積,利 用のための事例研究

情 報ネ ッ トワー クを実施す る際に問題 となる社会的,制 度的諸 問題についての調査

ネ ッ トワーク基本構想の検討

情報ネ ッ トワーク形成の第一歩 としてク リア リング機能が必要であ り,ク リ

ア リン グ機 能の一部であるレファレンス機能について明確イヒした。

2
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57年 度 ↓ 了

①

②

③

地域 経済レフ ァレ ンス情報パ イロッ トシステムの研究 開発

地域経済 レフ ァレンス情 報に関す る意識調査

地域情 報サー ビス機関調査

58年 度

地域経済 レファレ ンス情報パイロ ットシステ ムの 開発及びレ ファレンス情報

サー ビス実現化 に向け ての運用上の問題点及 び課題が明確化 した。

① 地域経済 レフ ァレ ンス情報パ イロットシステムの研究 開発(57年 度 より継続)

② 地域経済 レファレンス情報有 効活用事例研究

地域経済 レファレンス情報パイ ロッ トシス テムの完成 及び利用普及を目指 し

た マニ ュアル作 り,活 用事例研究 を行った。

図1-1活 動 概要図

1.5推 進 体 制1

当調 査研究は関信越,東 北の地域 ブ ロック機関,地 方 自治体,商 工会議所,民 間企業,経 済 研究

所等の メンバーからなる地域委員会を中心 に課題の設定,調 査結果の検討を行いなが ら推進した。

埼玉県 千葉県 東京都 神奈川 県 中小企業金融公庫 日本 開発銀行 東京電力㈱

L
東京商工会議所 日本情報処理開発協会 東京通商産業局 宮城県 東北経済連合会

東北経済開発センター 通商産業調査会仙台支局 仙台商工会議所 北海道東北開発公

庫東北支店 東北電力㈱ 七十七銀行 仙台通商産業局

1.4.検 討 経 過

(1)地 域 情報ニーズ調査

昭和55年 度1,調 査 研 究 を 開始するにあた って,2種 類 の調査 を実施 した。1つ は,関 信越

東北地域の行政,民 間諸機関(436機 関)に 対 して行 った地域経済 情報ニーズ把 握のための調

査であり,こ の調査結果か ら,重 要 と考 えられる地域情報分野,地 域 情報の交換状況等が明らか

になった。(調 査結果 の一例を図1-2に 示 す。)

3
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図1-2重 要 と考える地域情報(昭 和55年 度 報告書 より)

な お,現 状の問題点 として,地 域 情報の不備 をあげている機関が6割 近 くに達した。 その理由

は,

① 整備すべき情報が膨大 である。(民 間37%,行 政機関37%)

② 情 報整備のセクシ ・ンがない。(民 間24%,行 政 機関47%)

③ 必 要な情報が公表されてない。(民 間32%,行 政 機関6%)

等 で ある。

もう1っ の調査は,将 来地域情報拠 点としての役割が期待 されている当地域委員会の構成機関,

(た だ し,東 北地域 にっいては,当 時の参画機 関は仙台通産局のみである。)に 対 して行 った調

査である。

調査の 目的及び調査内容は次の とお りである。

① 構成機関が地域 情報拠点 としての機能 をどの程度充足 しているかについての把握、

イ 地域情報作成,整 備,蓄 積機能

ロ 地域情 報加工,分 析,利 用機 能

ハ 地域情 報提供機能

② 構成機関間での情報交換ネ ットワークがどの程度可能であるかについての把握。

イ 各機 関で共通 利用 してい る地域情 報

ロ 各機関で独 自に調査集 計 してい る地域情報

ハ 相手機 関情報に対 するニーズ

この結果,明 らか とな った各機 関の施策別利用デ ータの一例 を示 すと表1-1の とおりである。

また,関 信越地域の地域委員会構成機 関については内部の情報処理利 用体制が比較的確立 されて

おり,情 報拠点と しての体制 を具備 してい ることが明らかにな った。
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しか し,機 関同 士 の ネ.ットワークを形成 する段階 でのク リア リング機 能については,各 機関'

と も現状におけ る外部情報の入手 ・整備 ・利用,あ るいは内部情報提供上の問題 をかかえてお り,

か な り不充分 である実態が明 らかにな った。

以上2つ の調査 から,ネ ットワーク形成 を促進 させる今後の方向 として次の2点 が確認された。

① 個 々の機関の情 報処理体制の よ り一層の強化 に より地域情報整備 を促進する こと。

② 各機関で作成 されてい る情 報の タイ トル,作 成機 関,概 要,入 手方法 等を含む所在源 を収集,

整備,提 供で きるク リア リン グ機能(又 はレフ ァレンス機能)の 充実 をはか ること。

② 地域情報拠点構想

以上の課題 を踏 まえ,関 信越 ・東北 地域の地域情報拠 点構想 としてレフ ァレ ンス情報の整備 ・

蓄積 ・提 供については 「地域情報センター(仮 称)」 が行い,一 次情報の整備 ・蓄積 ・提供につ

いては情報作成機 関が行 うとい うネッ トワーク型(図1-3)を 提起 した。 理由は,

① 地域 レファレ ンス情報は 出来 るだけ広範 囲(地 域,デ ータ項 目等)に わたって収集 されてい る事

が望ま しい等か ら一括管理が適当 と考え られること。

② 地域 情報(一 次情報)に ついては,デ ータが大量 な為 保守の容易性,正 確性,迅 速性か ら

情報の発生機関に おけ る維持管理が適 当と考 え られ ることである。

(3)シ ス テム開発の経緯

ク リア リング機能の 充実の為 には,① レプァレ ンス情報の体系的整備,② レファレンス情報サ

ー ビス体制の確立が必要である
。そこで,ま ず,① の レファレンス情報の体系的整備のためのレファ

レンス情報パイ ロッ トシステムの開発を行 うことに した。

(a)シ ス テムの全体構想

地域経済 レフ ァレンス情報 システムの開発 目的 を次のよ うに設定 した。

① 必要情報の総合的把握 を可能にする。

② 地域機 関の地域経済情報の共通利用 の促進 を図 る。

③ 統計資料の所在検 索機能の向上に よる作業 の軽減 を図 る。

これ らの 目的を達成 するための システムの全体機能,機 器 構成,デ ータ項 目,検 索手法につい

ては利用者の利便性 を考慮 して検討 を加えた。(第2章 を参照)

システムの 開発は57年 度 ,58年 度 の2カ 年で行 った。

(b)シ ステムの有効性

58年 度 は,開 発 したシステ ムを使 って,「 地域経済 レファレンス情報の有効活用事例研究」

を行い,上 記開発 目的の① と③ につ き実証 し得 る ことを確認 した。 また,② の地域経済情報 の

共通利 用を促進 させる効果 について は,今 回は実証 されていないが,今 後 システムも拡充(デ

ータ内容を豊富にする)し ,多 くの機関が利用する状態 となれば効果を発揮すると思 われ る。

6



(c)実 用 化の課題の検 討 ・、

地域経 済レフ ・レンス情報 サー ビス実現の可旨旨性にPt・(
,以 下 の点 につき,57鞍 調 査 に

おいて検討を行 った。

① 地域情報 センターの性 格,運 営に係る経費
,採 算 コス トの問題。

② データ収 集経路確立の問題。

③ 利用 普及 の問題。

地
域
別
情
報
拠
点

(二 次情報についての外部管理サービス)

.地域経済情報 センター,地 域情報 センター
の機能

区
間

/

国

:
コ

ー_地 域別情報_

拠 点の機能

)

一 ●

叫 所在源情報案内機能 1一

一

l

l二雄 御 集卜
1

L次 情纏 備1
l

l二次情轄 到
}1

所在源情
報案内誌
作 成

所在源情

報 案 内
システム

1配 布]
1 1問い合せ

」

利

用

機

関

●

1情報の所在調査1
情
報 1

1・

一一

一

已 報の入手交渉

一

¶

惨 の別刷

情

報

作

成

機

関

1情報の作劇
'

F次 情織 唇 轡
l

l－次情報到

1

共通利用情報
整 備

一

情報ネットワ「ク機 能 }

図1-3情 報 ネ ッ トワ ー ク 構 想 図
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2.地 域 経 済 レファレンス情 報 パイロットシステムの研究 開発

2.1シ ス テ ム 開 発 の 目的

地域経済 レファレンス情報パイ ロットシステムは,本 調査研究 のニーズ調査に よって明らかになっ

た 「利用 した い情報の所在 ・内容 ・入手方法等,必 要 とする情報へのアプローチ 方法 が整っていない」

と言 う問題 を解決するために開発 した ものであ り,一 次情報(一 次加工情 報含む)の 共通利用促進

のた めの クリア リング機 能 として位置づけ られる。

2.2シ ステ ム開発 の範 囲

(1)情 報の 収 集 対象 機 関

関信越 ・東北地域のモデル地区における,国(地 方ブロック機関),県,市 町村,商 工会議

所連合会,商 工会議所,商 工会連合会,商 工会,中 小企業団体中央会,事 業協同組合,そ の他

経済団体,金 融機関,電 力会社等

(2)情 報 の 内 容

「レファレンス情報データ シー ト(表2-1)」 に記載 された情報

「レファレンス情報データシー ト」は,地 域 経 済 に 関す る統 計情報 であ り,結 果の公表

可能な もの,地 域 経 済 に 関 す る指定統計,承 認統計,外 部受託調査 につい て,自 機関で独

自集計 をしてい る場合について調査 した もの である。

情報内容を大別す ると次の とお りであ る。

① データの所在に関す る情報

② データの具体的内容に関する情報.

③ データの入手のための手続 き等,デ ータ利用に関する情報

なお,情 報の項 目及 びその概要 は表2-2に 示 す とお りである。
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表2-1レ フ ァレ ン ス情 報 デ ー タ シ ー ト

骨登 録 番 号 1 口
(フ リガナ)

統計潤在名: へL

(フ リガナ)

調査磯間 名: '2
、 一工

竃話1

(フ リガナ)

住所: 4

刊 行物名:⑤

発行機関名: ⑤

所管賊 名:

SUff方法:L悉 皆(全 数)調ff2.サ ンプル調査3.そ の他一=
頂査種類=L承 認統計2.届 出統計3.術 定統計4.そ の他

・回コ========コ
調査 周期:1.5年2.3年

6.四 半期7.月

8.不 定期9.そ の他

3.2年4.1年5.半 期

計

角

の

分

野

査

対

象

分 野 コ ー ド:

旺 口
分 野 コ ー'ド:

一
分 野 コ ー ド=

ロコ
分 野 名:

⊃)
分 野 名:

)
地 域 コ ー ド:

地 域 名:

集計区分:1.全 国2.県 別3.市 町村別

・.・随同工====コ

済 査 対 象 数=〔=
調査期間=1暦 年2.年 度3.そ の他〔 コ

電

算

利

用

に

よ

る

電

波

利

用

以

外

`二

よ

る

有

無
胆
乞箇

提 供 の 可 否:L全 可

2.不 可

口 3.条 件付可

提 供 条 件:
1.覚書2.行 管承認3・ 串間習
4個 別鶴田5.そ の砲口
提 供 媒 体:

1.M「「2.70・'ピ ー3カ,ヒ7ト

チープ4磁 気 ディス ク5.そ の他

収 集 期 間:

S ～

提 供 の 可 否:1.全 可

2.・ 不可団 3.条 件付可

提 供 条 件:
1.覚書2行 管承認3:申 類書
4個 別脇田5.そ の他

〔 一
提 供 媒 体:1.印 鍋 物

ロ コ パ の他
収 集 期
…

屹 の目的 ・園

丁

対象の属性:

、

品
口

口 査 享 の 調 査 項 目 名:

;

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

骨 登録番号は詫 入 しな くて結構です。
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表2-2情 報の項 目一覧表

茄 項 目 名 備 考

1 統計調査名 漢字30文 字

2 調 査機 関 ・ コ ー ド(9桁)・ … ・・× × × × × × × × ×
}}・}}

/念 嚥 ㌍一・
業種分類

・名 ……漢字20文 字

3 電 話 漢字20文 字

4 住 所 〃30〃

5 刊 行物名 〃30〃

6 発行機関名 〃20〃

7 所属機関名 〃20〃

8 分 野 コ ー ド 統計資料分類に従 った コー ド3桁(最 高5ま で)

9 対 象 地域 ・ コ ー ド(2桁)…JIS県 コ ー ド(最 高12ま で)

・名 … 漢 字20文 字

10 調 査方 法 ・コー ド(1桁)…1:悉 皆(全 数)調 査

2:サ ン プル調査

3:そ の他

・その他 の内容…漢字10文 字

11 集 計 区 分 ・コー ド(1桁)…1:全 国

2:県 別

3:市 町 村別

4:そ の他

・その他の内容…漢 字10文 字

12 調 査種類 ・コー ド(1桁)…1:承 認 統計

2:届 出統計

3:指 定統計

4:そ の他

・その他 の内容…漢字10文 字

13 調査対象教 漢字8文 字

14 調 査 周期 ・コ ー ド(1桁)…1:5年6:四 半 期

2:3年7二 月

3;2年8:不 定 期
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% 項 目 名 備 考

14 調 査 周 期 ・ コー ド(1桁)…4;1年9:そ の 他

5:半 期

・その他の内容…漢字10文 字

15 調 査 期 間 ・コ ー ド(1桁)…1:暦 年

2:年 度

3:そ の他'

・その他の内容…漢字10文 字

16 電算機利用 ・処理の有無 コー ド(1桁)…1:有

に よる 2:無

・提供の可否 コー ド(1桁)…1;全 可

2:不 可

3:条 件付可

・提 供 条 件 コー ド(1桁)…1:覚 書

2;行 管承認

3:申 請 書

4:個 別 協議

5:そ の他

その他 の内容 ・・漢字10文 字

・提供媒体 コー ド(1桁)…1=MT
`

(最 高2ま で)2:フ ロ ッ ピー

3:カ セ ッ トテ ー プ

4:磁 気 デ ィスク

5:そ の他

その他の内容…漢字10文 字

・収 集 期 間S× × × × ～ × × × ×

17 電算機利用 ・提 供 の 可 否 コ ー ド(1桁)…1:全 可

以外 による 2:不 可

31条 件付可

・提 供 条 件 コ ー ド(1桁)…1:覚 書

2:行 管承認

3:申 請書

4:個 別協議

5:そ の 他
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允 項 目 名 備 考

その他の内容…漢字10文 字

・提供媒体 コー ド(1桁)…1;印 刷物

(最 高2ま で)21そ の他

その他の内容…漢字10文 字

・収集期間S× ×××_× ×××

18 調査の目的 漢 字250文 字

]9 対象の属性 〃60〃

20
・

調査項目名 〃20〃(最 高60項 目まで)

2.ろ シ ス テ ム の 機 能

地域経済 レ ファレンス情報パイロットシステムには,レ ファレンス情報の蓄積 ・更新,オ ンライン会

話型検索,バ ッチ処理検 索及び各種索引誌作成の機能があ る。

当システムは,こ の4つ の機能をそれぞれサブシステ ムとして構成す る。 また当 システムを運用

す るに当って必要な機能 を,運 用サ ブシステムとして独立 させ た(全 体 で5つ のサ ブシステムか
'ら構成)

。 各 サブシステムとその機能については図2-1,各 サ ブシステム間の情 報関連図は図2-2

に示 す とお りである。

運 用 INQフ ァ イ ル の イ ニ シ ャ ラ イ ズ

サ ブ シ ス テム 分野名 ファイルの作成

域
経 .レ フ ァ レ ンス 情 レ フ ァ レ ン ス 情 報 デ ー タ の チ ェ ック

済
レ 報の蓄積 ・更新 レファレンス情報の蓄積

フ サ ブ シ ス テム レファレンス情報の更新

ひ
ン オンライン会話型 オ ンライン会話型 に よる検 索

ス

情

一

検索サブ汲 テム 検 索結果 リス トの作成

報 1

ノこ
検索指示データの分析

イ バ ッチ処理検 索
口 バ ッチ処理に よる検索

《
サ ブ シ ス テ ム

検索結 果 リス トの作成

シ

ス
分野別索引誌の作成

テ 各種索引誌作成
ム 機関別索引誌の作成

サ ブ シス テム
レファレンス情報 リス トの作成

図2-1パ イ ロッ トシステムの機能構成
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一
ω

INQフ ァイル

の 設 計

分 野名
登 録票

レファレンス

ー情 報
フ一 夕シー ト

レファレンス

テしタ修正連絡

アイスフレイ

(回 答)

検索指示票

運 用

サ フソス ァム

分野名

ファイル

レファレンス.情報
の蓄積 ・更新
サ ブシステム

ンラィン会話型検

索サブシステム

バ ッチ処理検索

サ ブシステム

アレ:

情 報

フ ァ イル

溺
励

各種索引誌作成
サフシスァム

分野名一覧表

ファレンス情 報

修正連絡票

分野別索引誌

機関別索引誌

レ フ ァ レ ン ス

情 報 リ ス ト

検索結果 リスト

図2-2サ ブ システム間の情報関連図



また,当 システムを運用する上で必要な機器構成は(図2-3)に 示 す機器 構成 とした。

機種 としてはオペレーティングシステ ムACOS-650及 びINQシ ス テムが使用で きるもので あ

り,中 央処理装置,磁 気デ ィス ク装置(コ ン ピニー タシステ ムが使用するもの以外にデータベース

用 ・して ・台
.))磁 気 ㌃ ブ装置(3台)ゴ 「 ・御 難 及び ・ン ピx-・ 一:x'テ ・の制御 ・監

視のためのオペレータ ・ステーシ ョンで構成 されている。

さらに,当 システムにお{・ては,出 力帳票に漢字 を使用 してい るため,漢 字 プ リンタ装置が必要

で ある。

また,オ ンライン検 索のため嚇 末装置 として・ 日本語処理 ター ミナ・レ(N6300モ デ ・レ50

N)を 使用 した。

日本語処 理 ターミ

6300モ テウレ50N)

オ ペレータ ・

ステーシ ョン

中 央処 理 装 置

(ACOS-61NQシステム)

漢 字
プリンタ装 置

気

ク
置
スイ

磁
デ
装

欝

図2-3コ ン ピュータの機器構成

2.4シ ス テ ム の 概 要

各 サブ治 テムはそれぞ姻2二4嫁 す よ うな ブ・・クか ら轍 されてい るが,こ こでes各 サ ブ

シス テム単 位に,シ ステ ムの機能,入 力帳票,出 力帳票,フ ァイル,検 索 コマン ド等 の概要 につい

て述べ る。

各 サブシステムの入出力帳票の一覧は図2-5に 示 すとおりである。

d
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地域経済レ ファレンス情報パ イロッ トシス テム

分野名登録票

運用 サブシステム

INQフ ァイルの イニシャライズ(R110)

分 野 名ファイルの作成(R120)

蓄 積 ・更新サ ブシステム

レフ ァレンス情報デTタ の チェック(R210)

レ フ ァレンス情報の蓄積(R220)

レ フ ァレンス情 報の更新(R230)

レ フ ァ レ ン ス 情 報

デ ー タ シ ー ト

☆ レフ ァレンス情報

データ修正連絡票

(検 索指示)

検索指示票

オ ンライン会話型検索(R310)

バ ッチ処理検索(
.R410)

分野 別索引誌の作成(R510)

機 関 別索引誌の作成(R520)

レ フ ァレンス情報 リス トの作成(R530)

図2-4サ ブシステムの構成

レファレンス情報の蓄積 ・更新

サ フ シ ス ァ ム

オ ン ラ イ ン 会 話 型 検 索

サ フ シ ス ァ ム

各種索引誌作成サブシステム

分野名一覧表

☆ レファレンス情報

データ修正連絡票

(ディスプレイ回 答))

検 索結果 リス ト

検 索結果 リス ト

分野別索引誌

機関別 索引誌

レファレンス情報 リスト

柱)☆ 印の付 いている レフ ァレ ンス情報データ修正連絡票は,コ ンピュータより出力 された もの

に更新内容を記入 し,更 新のための入力帳 票として使用す る。

図2=5シ ス テムの入出力帳票一覧

15



2.4.1運 用 サ ブ シ ス テ ム

(1)運 用 サブシステムの機能

本サ ブシステムは以下 の2ブ ロックから構成 されてい る。

①INQフ ァ イルの イニシ ャライズ・一 ・デー タベース(レ ファレンス情報 フ ァイル・)をI

NQフ ァイ ル と して作 成す るた め,INQフ ァイルの設計 を行い,設 計に基づきFDL・

INQセ クションソース記述及び各種パ ラメータカー ドを作成 す る。

② 分野 名 フ。イルの作成 ……分野名登録票峰 づ き,カ ー ドパ ンチを行い・分野名登録票 を

作成する。

①INQフ ァイルの イニシャライズ

処 理 フ ロ ー

INQフ ァイル

の設計

PK
&
v

FDL・INQt1ク

シ ンソース
ぐラメ三夕

ルの

イニシャライズ

DB

レファレン

ス情 報.

ファイ

IN(控 ク

シ ョン

登録集

ブロック名

R110

機 能

当システムでは,デ ー タベース

(レ フ ァレ ンス情報 ファイル)を

INQフ ァ イル として作成するた

め,INQフ ァ イルの設計 を行い,

設計 に基づ きFDL・INQセ ク

ション ソース記述及び各種パラメ

ータカー ドを作成(パ ンチ)す る。

各種パ ラメータ,FDL,IN

Qセ ク シ ョンソース記述 を入力 し,

INQプ ア イル(レ ファレンス情

報 ファイル)の 初期設定及びIN

Qセ ク ション登録集 の作成 を行 う。

L
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■

、

ブ 口 ツ ク 名

RllO INQフ ァイ ル の イ ニ シ ャ ラ イ ズ

ブ ロ ッ ク ・ フ ロ ー チ ャ ー ト

INQ7ア イルの登録

LSY

INン ァィノの初期化

フ石グラム名

R111

R112

'R113

概 要

INQフ ァイルの登録

(FILSYS)

FMS(FILSYSア ク

ティビティ)の ファイル 作

成機能によってレファレ

ンス情報プアイル(IN

Qフ ァイル)を 登録する。

INQフ ァイルの初期化

(QATI)

IDSの ユ ーテ ィリテ

ィであるファイルの初期

化機能(QATI)を 用

い てレファレンス情報 フ

ァイルのページの初期化

を行 う。

FDLプ ロセ ンサ'

FDL(フ ァイル記述

言語)で 記述 されたレフ

ァレンス情報 フ ァイルの

構造 をオブジェク ト形式

に変換して,フ ァイル中

に格納す る。

17



フ ロ ソ ク ・ フ ロ ー チ ャ ー ト

INQセ クションソース

パ ラメ一夕カー ド

記
述

INQ

アし//ス

情 報
ファイル

R114

ジェネレータの実 行

INQセ クシ・ン

ソースリス ト

② 分野名 ファイルの作成

処 理 フ ロ ー

分野名
登録票

P

&

V

K

分野名登録票

R120

分野名フ句ノの作成

分野名
ファイル

分野名一覧表

一

プログラム名 概 要

R114 INQセ ク シ ョン ジ 三 ネ ・

,レ 一 夕 の 実 行

INQセ ク シ ョ ン ソ ー 「

○
ス記述 を読み込み,FD

L記 述 との対応 をチェッ

'

INQセ ク シ ク し,INQセ ク シ ョン
ヨン登録

》 ヘ ッダ ,INQセ ク シ ョ

ン オ ブ ジ ェク ト,UWA,

数式オ ブジェク トを生成

し,INQセ ク シ ョ ン 登

録集 を作成する。

ブロック名 機 能

分野名登録票に基づ き,カ ー ド

パ ンチ を行 い,分 野 名登録票(カ

一 ド)を 作成 する
。

R120 分野名登録票を入力し,分 野名

ファイル を作成 す る。

また,分 野名 ファイルの内容に

従 って分野 名一 覧表を作成する。

18



プ ロ ツ ク 名

R120 分 野 名 フ ァ イ ル の 作 成

ブ ロ ッ ク ・ フ ロ ー チ ャ ー ト

分野名

デ三夕ファイル

(OLD)

ソ ー ト

ワーク

分野名登録票

.チ ェック ・更 新

分野名 分野名登録漂

データフ㎡ エラーリスト

分野名

分野名一一覧表

`

分野名
デづワイル
㎜

↓
R123

分野名フ勃ルの作成

ト

○
分野名
プアイル
(ISF)

)

フ石グラム名

R121

R122

R123

概 要

分野名登録票のチェ。

ク ・更新

分野名登録票 を読み込

み,分 野 コー ド,処 理 区

分 をキー とし分類し,各

項 目のチ、エックを行 う。

チェックの結果,正 しい

ものについて分野名デー

タファイルの作成 ・更新

を行 う。.

誤 りがあった ものにつ

い ては,分 野名登録票 エ

ラー層リス トに表示する。

分野名一覧表の作成

分野名データファイル

を読み込み,分 野名一覧

表を編集 ・出力する。

分野名 ファイルの作成

分野名デ ータファイル

を読み込み,分 野名 ファ

イル(ISF')を 作成す

る。

19



L

ハ の

『国

② 運用 サブシステ ムの入力帳票

① 分野名登録票

分野名登録票(図2-6)は 分 野名 ファイルの作成 に使用 し,分 野 コー ド(3桁)及 びそ

の分野名 を漢字 コー ド(4桁 で1文 字)で 記入する。

分 野 名 登 録 票

表2-3分 野 名登録票
ヨ

副認

(3)運 用 サ ブシステムの 出力帳票

① 分野名一覧表

分野名一覧表(表2-4)は 作成された分野名フ ァイルの内容に従 って,分 野コー ド,

分 野名(漢 字)・ 漢字 コー ドを表示 したもので,分 野名フ ァイルの内容を把握するために

利用する。

20
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・

(3桁)及 び そ

'

6070 3

t

1

1 1

`

,分 野 コー ド,

把 握するために



表2-4分 野 名一覧表

漢字 コード

分野コード分野名1…2…3…4…5…6…7…8…9…1()…11…2…13…14…15・ ・416…

ロ コ[=鉦 コ 圃 口 口 口 口 口 口 口 口 口 口 口[コ ロ ロ ロ

[匝 コ[=互 コ

⑦

④

⑰

㊥

⑧

大分類の分野コー ド

中分類の分野コー ド

大分類の分野名

中分類の分野名

分野名1文 字に対する漢字コー ド

(4)運 用 サブシステムで 作成す るファイル

① レファレンス情報ファイル(デ ー タベース)

当 システムでは,デ ー タベース(INQフ ァイル)と してレフ ァレ ンス情報ファイル を

使用する。 レファレンス情報 ファイルの構造 は(表2-5)に 示 す とお りで ある。
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表2-5レ フ ァレ ンス情 報ファイルの構造

項 目 名

繰
返

し

数

キ

1

項

目

単
一

項

目

可

変

項

目

圧
縮
の
有
無

備 考

■

登 録 番 号 ○ ○ 主 キ ー とす る。

統 計 調 査 名 ◎ ○ ○ 漢字30文 字 。

調 査

機 関

コ ー ド ○ ○

名 ○ ○ 漢字20文 字。

電 話 ○ ○ 〃20〃

住 所 ○ ○ 〃30〃

刊 行 物 名 ○ ○ 〃30〃

発 行 機 関 名 ○ ○ 〃20〃

所 属 機 関 名 ○ ○ 〃20〃

対 象 地 域 名 ◎ ○ ○ 〃20〃

調 査 方 法 ○ ○ コー ド(1桁)及 び内容(漢 字10文 字) 。

集 計 区 分 ○ ○ 〃

調 査 種 類 ○ ○ 〃

調 査 対 象 数 ○ ○ 漢字8文 字5

調 査 周 期 ○ ○ コー ド(1桁)及 び内容(漢 字10文 字) 。

調 査 期 間 ○ ○ 〃

電
算
機
利
用
に
ょ
る

処理の有無 ○ ○ 〃

提供の可否 ○ ○ 〃

提 供 条件 ○ ○ 〃

提供

媒体

1 ○ ○ 〃

2 ○ ○ 〃

収 集期 間 ○

電
算
機以
利外
用に
よ
る

提供の可否 ○ ○ コー ド(1桁)及 び内容(漢 字10文 字)
。

提 供 条 件 ○ ○ 〃

提供

媒体

1 ○ ○ 〃

2 ○ ○ 〃

収集 期 間 ○

収 集 期 間 2 ◎ ○ 全体の収集期 間 としてシステムを求める。

分 野 5 ◎ ○ ○ コー ド(3桁)及 び名(漢 字16文 字) 。

地 域 12 ◎ ○ ○ 県 コー ド(2桁)及 び県名(漢 字4文 字)。

調 査 の 目 的 5 ○ ○ 漢字50文 字 単位で分割 し,そ の分割番号(3桁)を 持つ

対 象 の 属 性 2 ○ ○ 〃30〃

調 査 項 目 名 60 ◎ ○ ○ 項 目番号(3桁)及 び項 目名(漢 字20文 字).

キ ー

ワ ー ド

目 的 30 ◎ ○ ○ 調査の 目的から2文 字以上の漢字 を抜 き出す。

属 性 10 ◎ ○ ○ 対象の属性 〃

囲 キー項 目において,◎ は検索項 目を示す。
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② 分野名フ ァイル ,

分 野名ファイルは,索 引付順編成 ファイル(ISF)と して作成 し,分 野 コー ド,一分野

名(漢 字)及 び分野名の文字数で構成す る。

2.4.2レ フ ァ レ ン ス 情 報 の 蓄 積 ・更 新 サ ブ シ ス テ ム

(1)レ フ ァレ ンス情報の蓄積 ・更新サ ブシステムの機能 ,・

本サ ブシステムは以下 の3ブ ロックか ら構成 される。

① レファレンス情報デー タのチ ェック……新規に蓄積するデータ及び後 に追加登録す るデ

ー タをレフ ァレンス情報データシー トに
,す でに入力 されているデータの更新内容 を修正

連絡票に記入 し,こ れに基づいて漢字パンチを行い,レ ファレンス情報データのチェ ックを

行 った後,デ ータファイル,追 加 ファイル,更 新データファイルを作成する。

② レ ファレンス情報の蓄積……① のレファレンス情報データチ ェックで作成 したレファレ/

ス情報データ を用いてデータベースを作成 し,レ ファレ ンス情報の蓄積 を行 う。(新 規作

成時)

③ レフ ァレンス情報の更新……① のレファレンス情報データチェックで作蔵 した追加フ ァイ

ル,更 新 ファイル を用いてデータベースの追加
,更 新 を行 う。

① レファレンス情 報データのチ ェソク

処 理 フ ロ ー

揚 ぴmSi」 、,・・
(NEW}フ ァイル

レ7アレクZス

デ」タのチェック

分 野 名
ファイル

ブ ロック 名

R210

機 ヒ
ヒ
ム
目

新規に蓄積す るデータ及び後に

追加登録 するデータをレファレン

ス情報 データシートに,す でに入力

されているデータの更新内容を修

正連絡票に記入 し,こ れに基づい

て漢字パ ンチを行い,レ ファレン

ス情報蓄積 ・更新デ ータを作成 す

る。

レファレンス情報蓄積 ・更新 デ

ータを入力 し
,蓄 積 ・更新データ

のチェックを行い,レ ファレンス情

報デー タファイルの作成 ・更新 を

行 う。 また,レ ファレ ンス情報デ

ータファイルの内容に従って修正連絡

票を作成する。さらに,レ ファレンス

情報の更新のための,追 加データ及び

更新データファイルを作成す る。
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ブ

R210

ロ ッ ク 名

レ フ ァ レ ン ス 情 報 デ ー タ の チ ェ ッ ク

プ ロ ソ ク ・フ ロー チ ャー ト

データ指定

ソ ー ト

ワ ∠ ク

レフフし◇イス

報 デーtiワM

(OU))

聯轡

・更新 データ

の チ ェック

㌶

出力指定
(更新)

ッ

ア

ノ縁
レフアレンス デrタ

修 作成

一 タ修

分野名
プアイル

レフirV/一'wa報

データエラーリス ト

魏
〃
チ

24

フ㌔グラム名 概 要

R211 蓄 積 ・更新データのチ

エ ッ ク
〉

レファレ ンス情報蓄積

又は更新データを読み込

み,各 項 目を抽 出すると

同 時 に チ ェ ック を行 う。

分 野 コ ー ドに つ い て は,

分野名 ファイルを参照 し

チ ェ ッ クす る。

正常なデータは登録番

号,処 理区分,デ ータ区

分及び番号をキーとして分

類 し,レ フ ァ レ ン ス 情 報

更新 データファイルに 出

力す る。

誤 りがあ ったデータい

レ フ ァレ ンス 情 報 デ ー タ

エ ラ ー リス トに 表 示 す る。

R212 レフ ァレツス情報データ

ファイルの更新

レフ ァレンス情報更新

データファイル を読み込

み,レ フ ァ レ ン ス 情 報 デ

一 夕 フ ァ イ ル の 作 成 ・更

新を行 う。

更新結果,誤 りがあっ

た も の に つ い て は,レ フ

アレンス情報データ更新

エ ラ ー リス トに 表 示 す る。

R213 レ フ ァレンス情報デー

タ修正連絡票の作成

レ フ ァレ ン ス 情 報 デ ー

タ フ ァ イ ル を読 み 込 み,

出力指定に該当するもの

につ いて,修 正連絡票 を

編集 ・出力す る。



プ ロ ソ ク ・ フ ロ ー チ ャ ー ト プログラム名 概 要

レフアしンス

報 デ・タろ イ
ル(om)

R214 追加 データの抽出

レ ファレンス情報デー

タファイルを読み込み,

追加データの抽出

窮
軌藩

フレン竺情

報 追加 テ・タ
ファイル

R214処 理情報

R231

処 理 区分が'1'の ものを抽

出し,レ フ ァレンス情報

追加データフ ァイルに出

力する。

抽 出の対象となった も

のは処理区分 を空臼に し

て,対 象 とな らなか った

ものは そのまま,レ ファ

レンス情 報デ ータフ ァイ

ル(NEW)に 出力する

② レ ファレンス情 報の蓄積

処 理 フ ロ ー

葱認

〃タンス情繊 積 INQ

セクション

登録集

ブロック名

R220

機 能

レフ ァレンス情 報データフ ァイ

ル(NEW)を 入 力 し,INQロ

ーダが実行可能 となる よう加工 し
,

INQロ ー ダを実行 して レファレ

ンス情報 ファイルを作成(新 規作

成)す る。
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プ ロ ツ ク 丁名

・R22
、0
レ フ ァ レ ン ス 情 報 の 蓄 積

ブ ロ ッ ク ・ フ ロ ー チ ャ ー ト

鷺縞

ローダ入力ファイ

ルの作成

INQロ ーダbrダ
パ ラメ一夕カー ド ファイル

ローダ

中間フ〆

レ7tv/ス 情報フづ

の

R221処 理情報

INQロ ーっダ

実行報告書

プログラム名

R22T

R222

,

概 要

ローダ入力 ファイルの

作成

レフ ァレンス情報デー

タファイル(NEW)を

読 み込み,INQロ ーダ

入力用の ローダ入力フ ァ

イルを作成 する。

レファレンス情報 ファ

イルの作成

ローダ入力 ファイル を

読み込み,INQロ ー ダ

1及 びINQ'ロ ーダ2を

実行 し,レ フ ァレンス情

報 フ ァイルの初期作成 を

行 う。

③ レファレンス情報の更新

処 理 フ ロ ー・

　酬

ブ ロック名

R230

機 能

レフ ァレンス情報追 加又は更新

データフ ァイル を入力し,追 加又

は更新データに基づ き,レ フ ァレ

ンス情報 ファイルの更新(追 加 ・

修正 ・削除)を 行 う。
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ブ 口 ツ ク 名

R230 レ フ ァ レ ン ス 情 報 の 更 新

ブ ロ ッ ク ・ フ ロ ー チ ャ ー ト

の矯霧轡

レ7アレγス情 報

更新 エラーリス ト

,プログラム 名

R231

概 要

レ・プ アレンス情報フ ァ

イルの更新

レフ ァレ ンス情報追 加

又は更新データファイル

を謡 込み レフル ン

ス情報 ファイルの更新 を

行 う。

更新結果,誤 りがあっ

'たものに
ついて∫主 レフ

ァレ 才ス情報更新エ ラー

リス トに表示 する。,

② 蓄積 ・更新サブシステムの入力帳票

①'レ フ ァレンス情報デー タシー ト'

レフ ァレンス情報データシー ト(表2-1)は,レ ファレンス情報 をデLタ ベTス(レ

フ ァレンス情報 ファイル)に 登録 ・蓄積す るために使用 し,当 システ ムで扱 う各項 目を記

入する。

こ.のレフ ァレ ンス情報データシー トは,情 報の収集対 象機 関に それぞれ配布 しそ 各機 関

に記入 して もらい,回 収して使用する。

② レフ アレ'ンス情報デー タ修正連絡票

レフ ァレンス情報デ ータ修正連絡票(表2-6)は,デ ータベースであるレ ファレンス

情報 フ ァイル と常に対応す るように作成 されているレフ ァレンス情報データファイルの内

容に従 って,当 システ ムで扱 う各項 目及 び修正内容 の記入のための欄 を表示 し,シ ステ ム

より出力 した ものであ り,デ ータベースの内容 を把握す るために利用する。

さ らに,こ の修正連絡票 は,情 報の収集対象機関に配布しておき,内 容の変更等があ っ

た場合に,デ ータベースの更新のための入力帳票 として使用す るもので,1,各 機 関に修正内

容を記入 してもーちい,回 収 レt使 用ずる。
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表2-6レ フ ァ レンス情報デ ータ修正連絡票

レファレンス情報データ修正連絡票

登録番号処理区分

匝]

調 査機関i;②[コ函コ[==1互=コ

電 話:③ 〔=匿=コ

住 所:④|

行 物名:⑤1

発行機関名:⑥[=図 〔=コ

所属機関名:⑦[==E〔=コ

調 査分 野:⑧1団[亙=コ ロ[団=コ

象地 域:⑨ 図区]図 区1図 因 図因[=直 コ

調査対象数::⑬口2口調査周期⑭[田 翻 笥⑮[囚コ

電 算1利用・⑯ 田 コ鵠 の 〔enWWfiM4[田

舞酬 』i竃巖㌃
提供媒体匿 ヨ収集期間[亙 コ

。5。一==左===コ

調査項目名:⑳OlO〔==E】=コ020[=1互=コ030[==函=コ

580[====IZΣ二==]59(圧]600[====匹=]
昭和 ××年x× 月x× 日

⑦
④
⑰
㊤
㊧
⑰
㊥
②
◎
⇔
⑰
◎
㊧
㊤
②
⑳

登録番号
統計調査名
調査機関コー ド
〃 名

電話
住所
刊行物名
発行機関名
所属機関名
分野コード
分野名
県コー ド
県名
地域名
調査方法コード及び内容

集計 区分 〃

⑦
②
⑦
㊦
の
⇔
⑧
㊧
②
◎
◎
◎
㊦
㊧
θ
⑤

調査種類コード及び内容
調査対象数
調査周期コー ド及び内容
調査期間 〃

㊤ 属性 のキーワー ド

㊦ 調査 項 目名

電算利用に よる処理の有無 コー ド及 び内容
!

ノ

/

!

提供の可否
提供条件
提供媒体
収集期間

〃

/

ノ

ノ

電算以外に よる提供の可否 コー ド及び内容
〃

〃

提供条件
提供媒体

電算以外による収集期間
調査の目的
目的のキーワー ド
対象の属性
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(3)蓄 積 ・更新サ ブシステムの 出力帳票

レフ ァレンス情報データ修正連 絡票(表2-6)で あ る。

(4}蓄 積 ・更新サブシステムで作成す るファイル

レファレンス情報デー タファイルは,デ ー タベースである レファレンス情報フ ァイルと同

様の各項 目で構成 し,常 に レフ ァレンス情報フ ァイルと対応するように作成 ・更新を行 う。

なお,デ ータ区分と各項 目の対応 は(表2-7)に 示 すとおりである。

表2-7デ ー タ区分と項 目の対応表

データ区分 項 目 内 容

00 作成年月日及び更新年月日(最 終)

01 統計調査名(漢 字30文 字)

02 調 査機関 コー ド(3桁)及 び機関名(漢 字20文 字)

03 電話(漢 字20文 字)

04 住所(〃30〃)

05 刊行物名(漢 字30文 字)

06 発行機関名(〃20〃)

07 所 属機 関名(〃2{)〃)

08 分野 コー ド(3桁)及 び分野名(漢 字16文 字)の ペアを最高5つ まで

09
'

県コー ド(2桁)と 県名(漢 字4文 字)の ペア～撮 高12ま で及び対象地域名 膜字20文 字)

10 調査 方法 コー ド(1桁)及 び内容(漢 字10文 字)

11 集計 区分 〃

12 調査種類 〃

13 調査対象数(漢 字8文 字)

14 調査 周期 コー ド(1桁)及 び内容(漢 字10文 字)

15 調査期間 〃

16 電算機利用に よる各項 目のコー ド(1桁)と 内容(漢 字10文 字)及 び収集期間

17 電算利用以外 〃

18 漢字50文 字単位で分割した分割番号(3桁)と 調査の目的(漢 字50文 字)

19 〃30〃 対 象の属性(〃30〃)

20 項 目番号(3桁)及 び調査項 目名(漢 字20文 字)

21 システムで求めた収集期間

22 番号(3桁)と キー ワー ドとしてシステムで抜 き出 した 目的(漢 字10文 字)

23 〃 属 性 〃
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2.4.5

(1)

①

オ ン ラ イ ン 会 話 型 検 索 サ ブ シ ス テ ム

オン ライン会話型検 索サ ブシステムの機能

本サブシステムは以下の1ブ ロックか ら構成 される。

タに検索結果 リス トを出力する。

処 理 フ ロ ー

ディスフ1/イ

(回 答)

検 索指示

(質問出力指示

検索結果 リスト

R310

オンライン会話型

検 索

セーブ

ファイル

DB

アしツス

情 報
ファイル

ー

シ ス ァ ム

の機能

か ら構 成 される。

末装置から入力された検索指示(質 問 ・出力指示)に

ルの検索 を行い,結 果は,デ ィスプレイ表示又はプ リン

〆

プロツク名 機 能

R310 漢字端末装置から入力された検

索指示(質 問 ・出力指示)に 基づ

い て,レ フ ァレ ン ス 情 報 フ ァイ ル

の検 索 を行い,結 果はデ ィス プレ

イ表示又はプリンタに検索結果 リ

ス トを出力す る。

検索の機能 としては,検 索項 目

の具体値,中 間一致,あ るいは検

索項 目の論理演算を用いて検索を

行 う。

また,検 索結果をセーブフ ァイ

ル に 保 存 し,セ ー ブ フ ァイ ル か ら

の検 索及びセーブファイル間の論

理演算 も可能 とす る。

なお,検 索による結果の件数 を

デ ィス プレイ上に表示す る。

'
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フ 口 ツ ク 名

R310 オ ン ラ イ ン 会 話 型 検 索

ブ ロ ッ ク ◆ フ ロ ー チ ャ ー ト

セーフ

ファイル

検索指示

(各種コマンド)

オンライン会話型

検

検索結果 リスト

プログラム名

R310

概 要

オンライン会話型検索

漢字端末装置か ら入力

された各種 コマン ドに基

づいて,レ フ ァレンス情

報フ ァイルの検 索,セ ー

ブフ ァイル間の論理演算

検 索結果 リス トの出力等'

を行 う。

コマン ドには次 のもの

がある。

① 検索 コマン ド

検 索項 目 の指 定 と,

その具体値,中 間一致,論

理演算等の指定 をして検

索を行い,結 果をセーブフ

ァイルに保存す る。 セー

ブファイル からの検索 も

可能 とする。

② 論理演算 コマ ンド

①で保存 され てい るセ

ーブファイル間の論理演

算(AND・OR)を 行 う。

③ 画面表示コマン ド

① 又は②で検索された

結果を,画 面上に表示する。

④ リス ト出力 コマン ド

①又は② で検 索された

結果を,プ リンタに出力する。

② オ ン ライ ン検 索の操 作手順

オン ライン検索の基本的な操作手順は(図2 .-6)に 示 す とおりである。

31

、



∂

開始指示の効

検索指示の
入力

検索結果の
表 示

繍満
足か?

終了指示の
効

システム終 了

メ ッセ ージ

① システム開始

開始指示(開 始 コマン ド)を 入力 し,シ ステムを

開始する。

システムか らシス テム開始 メ ッセー ジが表示 され

る。

② 検 索

検索指示(検 索 コマンド及 び論理演算 コマン ド)

を入力し,レ フ ァレンス情報 フ ァイルの検索 を行 う。

システムか ら検索結果 を保存 した保存 ファイル番

号及び検索結 果の件数が表示 され る。

なお,検 索 コマン ドでは,す でに保存 されてい る

フ ァイルか らの検索が指定でき,論 理演算コマン ド

は,保 存 ファイル間の論理積及び論理和 を行 う。

以上の操作を満足する件数 にな るまで繰 り返す。

③ 結果出力

出力指示(画 面表示 コマン ド及 びリス ト出力 コマ

ン ド)を 入力 し,② の検索結果の内容 を画面表示又

は リス ト出力する。

画面表示 コマン ドは,検 索結果の内容を画面(デ

ィスプレイ)に 表示するもので,リ ス ト出力コマン

ドは,検 索結 果の内容を検索結果 リス トとしてプリ

ンタに出力す るものである。

以上の②③の操作 を,満 足する結果が得 られるま

で繰 り返す。

④ システ ム終了

終 了指示(終 了 コマン ド)を 入 力し,シ ステムを

終了させる。

システムか らシステム終了メッセージが表示される。

図2-6オ ン ライン検索の操作手順

(3)オ ン ライン検 索のための コマン ド

① 開始 コマ ンド(@RISE-RS)

レ フ ァレンス情報サービス検索 シス テムを開始す る。

② 補助 コマ ン ド(@C〔OMMAND〕)

当 システムで使用で きるコマン ドを表示 す る。
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③ 検索 コマ ン ド(@R〔ETRIEVE〕)

与 え られた条件式に該 当するレ コー ドの集合 を検 索する。

④ 論理演算 コマン ド

イ 論理積 コマン ド(@A〔ND〕)

保存 され ているレ コー ド集合の論理積 をとる。

ロ 論理和 コマ ン ド(@0〔R〕)

保 存されてい るレ コー ド集合の論理和 をとる。

⑤ 画面表示 コマン ド(@D〔ISPLAY〕)

検 索結果の レ コー ド集合の該 当する項 目を表示す る。

⑥ リス ト出力コマン ド(@P〔RINT〕)

検 索結果のレ コー ド集合の内容 を,出 力モー ドに従 って編集 し,検 索結果 リス トとして

リス ト出力す る。

⑦ 終了 コマン ド(@E〔ND〕)

レ フ ァレ ンス情報サー ビス検索システムを終了す る。

オンライン検 索で使用 するコマン ドは,以 上①～⑦の各 コマン ドであり,各 コマン ドにつ

いて 〔 〕内の文字は省略 して もよい。`

また,オ ンライン検 索で使用す る各 コマンドは,各 種 条件等の指定が必要 なものについて

はオペラン ドとして,コ マン ドとオペ ラン ドを対 として次のよ うに入 力す る。

〈入力形 式 〉

コマ ン ド〔ム オペ ラン ド〕⑧ △…1つ 以上の空白

⑧ …RETURNキ ー

オンライン検 索で使用 できるコマン ド,オ ペ ラン ドの形式及び機能 の一覧 は,表2-8に

示す とお りである。

なお,コ マン ドのみを入力(オ ペ ラン ド省略)し た場合,オ ペ ラン ドが必要 なコマン ドに

つい ては,必 要 なオペ ランドの形式の概 略がシステムか ら表示 されるので,そ れに従 ってオ

ペ ラン ドを入力すれば よい。

表2-8オ ン ライン検 索の コマン ド一覧表

コ マ ン ド オ ペ ラ ン ド 機 能

@RISE-RS パス ワー ド(8桁)を 指定す る
。 レファレンス情報サー ビス

検 索システムを開始す る。

@C〔OMMAND〕 な し。 使用 で きるコマ ンドを表示

する。

@R〔ETRIE-

VE〕

検索の条件式を指定する。

〈形式 ・〉囎 指示 ・比難 ・〔Ω 比難 句

与 えられた条件式に該当す

るレコー ドの集合を検索す る。
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コ マ ン ド オ ペ ラ ン ド 機 能

@R〔ETRIE-

VE〕

… 〔/保 存 フ ァイル番号 〕

〈形式2>項 目指示 ・〔比較値1〕 一〔、比

較 値2〕 〔/保 存 フ ァイノレ番号 〕

〈項 目指示及び比較値 〉

保存 フ ァイルの番号の指定

が あればその保存 フ ァイル を

検 索対 象 とす る。

検 索結果,選 択 されたレコ

ー ド集合 を別の保存 ファイル

に保存 し,そ の保存 ファイル

番号 及びレコー ド件数 を表示

す る。

項 目指示 比 較 値

分野 コー ド=F 分 野 コー ド3桁

地域 コー ド=K 県 コ ー ド2桁

地 域 名=R 漢字文字列

前方一致:文 字列$()

中間 一致:$文 字 列$

統計調査名－S

調査項 目名 一1

目 的 一〇

属 性=A

収 集期 間－T 元号区分及び年月の5桁

〈保存 ファイル番号 〉

検索対象とす るSAVEフ ァイル番号

=01～30

〈記 号の意味 〉+:OR

来:AND

-:比 較 値1≦ 項 目指示≦

比較値2

@A〔ND〕 論理積 を取 る保存 フ ァイル番号 を指定する。

〈形式 〉番号1,番 号2〔,番 号3〕 ……

指定 された保存 フ ァイル間

の論理積 を取 る。

結 果のレ コー ド集合を別 の

保存 フ ァイルに保存 し,そ の

保存 フ ァイル番号及 びレコー

ド件数 を表示す る。

@O〔R〕 論理和 を取 る保存 ファイル番号 を指定す る。

〈形式 〉番号1,番 号2〔,番 号3〕 ……

指定 された保存 ファイル間

の論理和 を取 る。

結果のレ コー ド集合を別の

保存 ファイルに保存 し,そ の

保存 ファイル番号及 びレコー

ド件数 を表示す る。

@D〔ISPLAY〕 表示す る項 目番号(2桁)及 び保存 フ ァイル

番号 を指定す る。

〈形式 〉項 目番号1〔,項 目番号2〕 ……

〔/保 存 プ アイル番号 〕

〈項 目番号 〉

指定 された保存 フ ァイルの

レコー ド集 合の該当する項 目

を表示す る。

保存 フ ァイルの指定がない

場合には直前の検索結果を保
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コ マ ン ド オ ペ ラ ン ド 機 能

@D〔ISPLAY〕 統 計調査名一 〇1集 計 区 分=11 存 し ているレコー ド集合を対

調 査 機 関 一〇2調 査 種 類一12 象 とする。

電 話=03調 査対象数 一13

住 所=04調 査 周 期=14

刊 行 物 名 一 〇5調 査 期 間一15

発 行 機関名=06電 算 利 用一16

所 属 機関名=07電 算 以 外=17
1

分 野 一 〇8調 査の目的=1'8

地 域=09対 象 の属性=19

調 査 方 法=10調 査 項目名一20

@P〔RINT〕 出 力モー ド及 び出力対象 とする保存 フ ァイル番 指定された保存 フナイルの

号 を指定す る。 レコー ド集合の 内容 を出力モ

〈形式 〉出力モー ド〔/保 存 ファイル番号 〕 一 ドに 従 って リ ス ト出 力 す る 。

〈出力モー ド>1;全 項 目 保存 フ ァイルの指定がない

2=上 記 の01～09の 項 目 場合は直前の検索結果を保存

3=上 記 の01～17の 項 目 してい るレコー ド集合を対象

とす る。

@E〔ND〕 な し 。 レ ファレンス情報サー ビス
F

検索 システムを終 了する。

(4)オ ン ライン検索サ ブシステ ムの 出力帳票

① 検 索結果 リス ト

検 索 結果 リス ト(表2-9)は,リ ス ト出力コマンドに より,検 索結果 のレコー ド

集合の各項 目内容 を,出 力モー ドに従 って表示 した もの で,各 機関か らの質問に対す る

回答 として利用する。
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表2-9検 索 結果 リス ト

検 索 結 果 リ ス ト 昭和××年 ××月 ××日

〔登録番号〕[蔓=コ

〔統計調査名〕

〔調査機関〕

〔電 話 〕

〔住 所〕

〔刊行物名〕

[=亙 Σ==コ1 ㊤一
㊨一

〔発行機関名〕「一一 汀一一一一一「
〔所属機関名〕「一ーーーーー一

〔調査分野〕 匝][=百 一ー一「 回1
～

⑰

〔対象地域〕回[亘 コ[図[=亘 コ図[互]亘[亘 コ
～

〔調査方法〕[===豆==コ
〔調査対象数〕[===亘==コ

～

㊤

〔集計区分〕[===i廼===]

〔調査周期 〕[==〇 二=コ

〔電算利用 処理の有無[===亘===コ
による〕 提供の可否[==二 ◎[===コ

提供条件[==⑧==]
提供媒体E③Eヨ

工 〔==コ

〔調査種類〕[===亙==コ
〔調査期間〕[==亙=コ

〔電算利用以外による〕

収集期間

提供の可否[===◎ 〔 コ

提供条件[=㊤==コ

E⑬ ヨ
提供媒体

収集期間E===五 二===コ

〔調査の目的 〕

～

〔対象の離〕E≡≡三8三 三ヨ

〔調査項 目名〕1 ◎ ◎

～ ～

⑦登録番号

④ 統計調査名

⑰調査機関コー ド

㊤ 調査機関名

㊧ 電 話

㊨住 所

㊥刊行物名

◎ 発行機関名

㊧ 所属機関名

◎ 分野コー ド

㊥ 分 野 名

◎ 県 コー ド

◎ 県 名

㊤地 域 名 、

⑦調査方法

㊧集計区分

⑦ 調査種類

◎ 調査対象数

⑦調査周期

①調査期間

⑦電算利用による処理の有無

e〃 提供の可否

⑦ 〃 提供条件

㊧"提 供媒体

② 〃 収集期間

6電 算以外による提供の可否

㊤ 〃 提供条件

⑦ 〃 提供媒体

6〃 収集期間

㊧調査の目的

θ対象の属性

(ミ)調査項目名

出 力 モー ド:・-1:全 ての 項 目

出 力 モー ドー・2:⑦ ～㊤ の 項 目

出 力 モー ドー・3:⑦ ～ ◎ の 項 目
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2.4.4バ ッ チ 処 理 検 索 サ ブ シ ステ ム

(1)バ ッチ処理検 索サブシステムの機能

本サ ブシステ ムは以下の1ブ ロックか ら構成 され る。

① バ ッチ処理検 索……検索指示データを入力しプバ ソチにより必要 レフ ァレンス情報 を検

索 しプ リンタに出力す る。

処 理 フ ロ ー

セー ブ

プアイ

検索指示票

検索指
示テLタ

ブロック 名

R410

機 能

検索指示票 に基づ き,漢 字パン

チを行い,検 索指示デー タを作成

す る。

検索指示デー タを入力し,各 種

検索指示のチ ェックを行い,正 し

いものについて,レ フ ァレンス情

報 ファイルの検索を行 う。

検 索の機能はオンライン会話型

検索と同様 である。

検索結果 に従 って検索結果 リス

トに出力す る。
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ブ

R410

ワー ク

セーフ

ファイ

②

①

ロ ッ ク 名

バ ・ッ チ 処 理 検 索

ブ ロ ッ ク ・ フ ロ ー チ ャ ー ト プログラム名
'概 要

鯨
指示デー
タ

R411 検 索指示 デー タのチ ェ

ソク

検 索指示 データを読み

込み,各 種検 索指示のチ

ェ ックを行 う。チ ェック

の結果,正 常なデータに

ついては,検 索指示 フ ァ

イルに出力す る。

検索指示データの内容

及びチェック結果 を検索

指示データチェック リス

トに表示する。

=〉 1

R411

ク
イル

ノ

検索指示データの
チェック

＼
!

_、

7示プア
イル

↓

検索指示デ一夕
チェックリスト

ー
、/、一

一

9

R412
○
レファレンス

情 報
プアイル

バソチ処理検索 ・ ●

↓ )
R41・2

バ ッチ処理検索

検 索指示 フ ァイルを読

み込み,レ ファレ ンス情

報フ ァイルの検索を行い,

結 果を検索結果 リス トに

出力する。

検索結果リスト

ー
、/、

ッチ処理検索サ ブシステ ムの入力帳票

検索指示票

検索指示票(表2-10)は レ フ ァレンス情報フ ァイルのバ ッチ処理 による検索に便

し,検 索のための コマン ド,オ ペ ラン ド及び結果保存 フ ァイル番号 を記入す る。

●
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-一
表2-10検 索 指示票(バ ッチ処理検索)

コ マ ン ド

16

オ ペ ラ ン ド 指 示

710152025303538

結 果
保 存
フ7イ

剛

3940

コマン ド欄 に指定 できるコマン ドは次の とおりで ある。

・Q〔UERY〕 … …検索区分 指示

・R〔ETR〕 … ……検索指示

・A〔ND〕 論理積指示

・0〔R〕 論理和指示

・P〔RINT〕 … …出力指示

〔 〕は省略可

オペ ラン ド欄には指定 した コマン ドに対する各種 条件等を指定 し,検 索及び論理演算

の結果を保存 したい場合は,結 果保存 ファイル番号欄にその記 号(01～30)を 指定

する。

また,オ ペ ラン ドは1行 で完結 する必要があり,コ マン ドの指定を省略 した場合は前
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行の コマン ドと同様 であると見なされる。

検索指示票の記入例は次の とお りである。

コマン ド

16

オ ベ ソ ン ド ハ」 小

710152025303538

結 果

保r∫
『ノ
rイ八

番 号

3940

Q u E R Y 高 〔E ガ ス 等 の 検 索 1

R E T R F ・ 1 3 1 十 1 3 2 0 1

.
K . 0 2 十 0 3 十 0 4 / 0 1 0 2

1 ・ $ 高 圧 カ ス $ * $ 液 化 ガ ス $ 0 3

A N D 0 2 , 0 3 0 4

o R 0 2 , 0 3 0 5

P R 1 N T 1 / 0 4 /
一 '一.一 ～ ＼ 、 、

2 / 0 5 /
' 、

＼ /
'

なお,バ ッチ処理検索 で使用 できるコマン ド,オ ペ ラン ドの形式,結 果保存 フ ァイル番

号指定の可否及び機能の一覧 は(表2-11)に 示 すとおりであ る。

表2-11バ ッチ処理検索の コマン ド一覧表

コ マ ン ド オ ペ ラ ン ド 蓉糎 機 能

Q〔UERY〕 検索区分名(任 意の文字列)を 指定する。

-
「

否 以下に指定される検索

指示群の区分をする。

R〔ETR〕 検索の条件式を指定する。

〈形式 ・〉項 號 示 ・比難 ・〔Ω 比靴 ・〕
… 〔/保 存 フ ァイル番号 〕

〈形式2>項 目指示 ・〔比較値1〕 一〔比較

値2〕 〔/保 存ファイル番号〕

〈項 目指示及 び比較値 〉

可 与え られた条件式に該

当するレコー ドの集合 を

検索す る。

保存 フ ァイル番号の指

定(オ ペ ラン ド欄)が あ

れば,そ の ファイルを検

索対象 とする。

結果保存 ファイル番号

の指定があれば,結 果 を

その ファイルに保存する。

項 目指示 比 較 値

分 野 コ ー ドーF 分野 コー ド3桁

地域 コー ドーK 県 コー ド2桁

地 域 名－R 文字列(漢 字)

前 方一致1文 字列$()

中 間一致;$文 字列$

統計調査名－S

調査項 目名=1

目,的 一 〇

属 性 －A

収 集 期 間－T 元号区分及び年月の5桁

〈保存 フ ァイル番号 〉検 索対象とするSAVE

フ ァイル番号=01～30

'
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コ マ ン ド オ ペ ラ ン ド
番号指示
の 可否 機 能

A〔ND〕 論 理積 を取 る保存 ファイル番号 を指定する。

〈形式 〉番号1,番 号2〔,番 号3〕 ……

可 指定された保存 フ ァ

イル間の論理積 を取 る。

結果保存 プ アイル番

号の指定があれば,結

果をその フ ァイルに保

存す る。

0〔R〕 論理和 を取 る保存 フ ァイル番号 を指定す る。

〈形式 〉番号1,番 号2〔,番 号3〕 ……

可 指定 された保存 フ ァ

イル間の論理和 を取 る。

結果保存 プ アイル番

号の指定が あれぱ,結

果 をその ファイルに保

存す る。

P〔RINT〕 出力モー ド及 び出力対象 とす る保存 フ ァイル番

号 を指定する。

〈形式 〉出力モー ド/保 存 フ ァイル番号

〈出力モー ド>1一 全 項 目出力

2一 対象地域 での項 目

3=電 算 以外に よるまでの項 目

否 指定された保存 フ ァ

イルのレ コー ド集合の

内容 を出力モー ドに従

って リス ト出力す る。

(3}バ ッチ処理検 索サ ブシステムの 出力帳票

① 検 索結 果 リス ト

バ ッチ処理検 索によ り作成 される検索結果 リス トには,検 索指示 リス ト(表2-12)

と,検 索結 果の リス ト(表2-9)が あ り,交 互に出力 される。

検 索指示 リス トは,バ ッチ処理検索に使用 した検索指示の内容及 び検 索経過 を表示 した

もので,検 索指示の内容 を確認するために利用する。
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表2-12検 索 指 示 リ,ス ト

コマンド
…

検索指示 リス ト(パ ッチ処理検 索)

オペラン ド

～

昭和××年××月××日

=
ファイル 検索件数

[画 コ[=一

⑦ コマン ド……前行 と同一の コマン ドであ る場合は空 白 とされ る。

④'オ ペ ラン ド……検索 コマン ドめ場合は項 目指示(記 号)が 論理項 目名に変換 され,'そ の 他の

コマン ドの場合はその まま表示 され る。

⑰'結 果 を保存 した プアイル番号……検 索及 び論理演算 コマン ドの場合のみ表示 される。

・ ㊤ 検索結果の レr－ ド件数……"・!!

表2-i2に よ る検索指示 リス ト0)出 力 例

コマ ン ド⑦ オペ ラン ド④ 、

QUERY在 庫 投資 の検索

RETR調 査項目名=$在 庫投資$+在 庫投資$

目 的=$在 庫投資$

属 性=$在 庫投資$

OR13,14,15

PRINT/16

結努 硫 ⑦ 検索件数e

#13

#14

#15

#16

0000

0002

0000

0002
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表2-9に よ るバッチ処理検索の出力例'

【登録番号1⑦'OOOO291

【統計調査名】④法人企業投資動向調査

【調査機関】 ◎031100001㊤ 埼玉県統計課

【電 話】 ●0488-24-21i1

【住 所】 ◎浦和市高砂3-15-1

【刊行物名】 ● 法人企業投資動向調査報告

【発行機関名】② 経済企画庁 ・

【所属機関名】◎ 経済企画庁

【調査分野】 ⑲1 .48:企 業.事 案所 ⑰ ・

1対象地域】 ◎11:埼 玉県
㊥'

【調査方法】 ② サシプル調査

【据査対象数】②73事 業所

【電算利用による】⑦ 処理の有無

e提 供の可否

⑳ 提供条件

㊦ 提供媒体

② 収集期間・ 昭和

【集計区分】②全国

【調査周期】⑦四半期

年 月～昭和 年 月

㊤埼玉県,

【調査種類】㊥ 承認統計

【調査期間】㊦

【電算利用以外による】

∈)提供の可否 条件付可

⇔ 提供条件;個 別協議

、 ◎ 提供媒体 印刷物

【調査の目的】6法 人企業の設備投資及び在庫投資にっいて実績及び計画を調査する。

【対象の醐 ㊦鷺 『翻 罐 縫 帯 ・た法人企業のうち・標本抽出され壕

【綱翻 酩 】踏 襲 ‡嬬
と見通し.

設備投資の実績と計画生産設備
の判断
評価額の実績と脱 し雑水準の判断

6収 集期間 昭和32年 月～昭和 年 月
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2.4.5各 種 索 引 誌 作 成 サ ブ シ ス テ ム

(1)各 種 索引誌作成サ ブシステ ムの機能

本サブシステ ムは以下 の3ブ ロックか ら構成される。

① 分野別索引誌の作成 ・…・レフ ァレンス情報データフ ァイルを入力し,出 力指定(分 野 コ

ー ド)に 従って分野別 索引誌 を作成 する。

② 機 関別索引誌の作成…… レフ ァレ ンス情報 データフ ァイルを入力し,出 力指定(機 関コ

ー ド)に 従って機 関別索引誌 を作成す る。

③ レフ ァレ ンス情報 リス トの作成……レフ ァレンス情報データフ ァイル を入力 し,出 力指

定(分 野,機 関登録番号)に 従って レファレンス情報 リス トを作成する。

① 分野別索引誌の作成'

処 理 フ ロ ー

出力指定パラメ
タ(分野コード)

アレン ・

ス情報デー

タファイル

の
戚

ブロック名

R510

機 能

レ フ ァレンス情報デー タファイル

を入力 し,出 力指定(分 野 コー ド)

に従 って分野別索引誌'を作成す る。

、
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ブ 口 ツ ク 名

R510 分 野 別 索 引 誌 の 作 成

ブ ロ ッ ク ・ フ ロ ー チ ャ ー ト

出力1露語

ソ ー ト

ワー ク

レファレンス

情報デ一夕
アイル楓

分野艦 引z織

別
引
ル

野

〆

分
索
フ

分野別索引誌の
城

R511

処 理情報

フ石グラム名

R511

R512

概 要

分野別索引 フ ァイルの

作成

レフ ァレ ンス情報デー

タ ファイルを読み込み,

出力指定に該 当するもの

について,分 野別索引フ

ァイルを出力する。

出力指定 に誤 りがあっ

た場合は,処 理情報にそ

の旨を表示する。

分野別索引誌の作成

分野別索引ファイルを

読み込み,分 野 コー ド,

調 査機関 コー ドをキーと

し分類 し,分 野別索引誌

を編集 ・出力する。

② 機関別索引誌の作成

処 理 フ ロ ー

耀 駐,)

アレン

情報データ
ファイル

機関別索引誌の
徹

プロソク名

R520

機 巨ム月

レフ ァレンス情報デー タフ ァイ

ル を入力 し,出 力指定(機 関 コー

ド)に 従 って機関別索引誌を作成

す る。
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ブ

R520

ロ ッ ク 名

機 関 別 索 引 誌 の 作 成

ブロック ・フローチ ャー ト

,

出力指定パラメータ
(機 関 コード)

レファレン
ス情報デー

タファイル

(NEW)

R521

醐 別矧 ろ碕1レ

機関別索弓
ファイル

ソ ー ト

ワ ー ク

R522

機 関別索弓誌の作成

機関別索引誌

③ レファレンス情報 リス トの作成

処 理 フ ロ ー

出力指定パラメータ

(分野 機関・登録香粉

レ7ァ レ

ンス情 報 デ

タ ファ イ

レフアレンス 報

リス トの

レファレンス

情報リス ト

一一

プログラム名 概 要
4

R521 機 関 別索 引ファイルの

作成

レフ ァレンス情報デー

タフ ァイルを読み込み,

出力指定に該当するもの

について,機 関別索引 フ

アイル を出力する。

出力指定に誤 りがあっ
＼

た場合は,処 理情報にそ

処理情報
の 旨を表示す る。一

R522 機関別索引誌の作成

機 関別索 引フ ァイ1ルを

読み込み〆調査機関コー

'ド
,分 野 コ ー ドを キ ー と

し分類 し,機 関別索引誌

を編集 ・出力する。

ブロック名 機 能

R530 レ フ ァレ ン ス 情 報 デ ー タ フ ァイ

ルを入力 し,出 力指定(分 野 ・機

関 ・登録番号)に 従ってレファレ

ンス情報 リス トを作成す る。

'
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ブ ロ ッ ク 名

1

R530レ フ ァレ ン ス 情 報 リス トの 作 成

ブ ロ ッ ク ・ フ ロ ー チ ャ ー ト フヒグラム名 概 要

R531 出 力対象データの抽出

レ ファレ ンス情報デー

タフ ァイルを読み込み,

出力指定に該 当するもの

を抽 出し,レ ファレンス

情報デー タ抽 出フ ァイル

を出力する。

出力指定 に誤 りが あっ

た場合は,処 理情報にそ

の旨を表示す る。

侮力指定(分野・機
関・登録番号)

レファレン
ス情幸肝

タファイル

(NEW)

曾

R531

出力対象データの

抽 出

アし乙

情報データ抽出
ファ

イル

R531処 理情報

ノ 、、

R532 レ フ ァレ ン ス 情 報 リス

ソ ー ト

ワー ク

R532

エ蒜 襲報リ

レ ファレ ンス

情 報 リス ト

トの 作成

レ ファレンス情報デー

タ抽出 フ ァイル を読み込

み,分 野 コー ド,調 査機

関 コー ド,登 録番号,デ

ータ区分及 び番号 をキー

として分類し,レ フ ァレン

ス情報 リス トを編集 ・出

力する。

② 出力指定パ ラメー タ

各種 索引誌作成 サブシステムでは,各 種 索引誌 を作成す る対象 を指示す るために,出 力指

定パ ラメータを入力する。

出力指定 パ ラメータは(表2-13)に 示 す記入票 に記入 し,カ ー ドパンチし,作 成す る。

① 分野別索引誌出 力指定パ ラメータ

出力対象 とする分野 コー ドを指定す る。

② 機関別索引誌 出力指定パ ラメータ

出力対象 とす る調査機関 コー ドを指定する。

③ レフ ァレ ンス情報 リス ト出力指定パ ラメータ

出力対象 とす る分野 コー ド,調 査機関 コー ド及 び登録番号をそれぞれ組合せ指定す る。
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表2-13各 種 索引誌 ・出力指定パ ラメータ記入票

① 分野別索引誌出力指定パ ラメータ

蕊
分野 コー ド

大分類
67
中分類8

② 機 関別索引誌出力指定パラメータ

14

?ドR521

調査機関コー ド

業種

67

県

コート

89

縮
コード

101112

連番

B14

③ レ ファレンス情報 リス ト出力指定パ ラメー タ

14

分野コード調査機関コー ド 登 録 番 号
大仲
68

_1⌒
栗

gu

.ド 市町村

13コ ード漂 下限
1821

上限ゐ31

CIR53、
■)IlI

〔記入要領 〕

分野 コー ド……出力対象 とす る分野 コー ドを指定す る。

中分類(下1桁 目)を 空 白とす ると,大 分類に属するすべてを対象 とし,分 野 コ

ー ドをすべて空 白とす ると
,す べての分野 を対象 とす る。

調査機関 コ…… 出力対象 とす る調査機 関コー ドを指定す る。

一 ド 連番(下2桁)を 空白 とすると
,業 種 か ら市町村 コー ドまでが同;の 調査機関 を

対 象とす る。以下,順 に市町村 コー ド,県 コー ドを空白とすれば,そ の上位コー ド

が同一の もの を対象 とし,調 査機関 コー ドをすべて空白とすると,す べての調査機

関を対象 とする。

登録番号………出力対 象とす る登録番号 を下限か ら上限 までの番号 を指定す る。下限 を空白とす

ると,登 録 番号0番 か ら対象 とし,上 限 を空 白とす ると,登 録番号9999999

番 までを対 象とす る。

囲 レフ ァレンス情報 リス ト出力指定パ ラメータの場合 は,上 記の分野 コー ド,調 査機関コー ド及び

登録番号の それぞれの指定の組合せが出力対象 となる。

＼

(3)各 種 索引誌 作成サ ブシステ ムの出力帳票

① 分野別 索引誌

分野別索引誌(表2-14)は,レ フ ァレンス情報 フ ァイルに登録 されてい るデータの

統計調査名,調 査対象地域名及 び調査機 関名 を分野別に表示 した もので,検 索のための索

引等に利用 する。
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② 機関別索引誌

機関別索引誌(表2-15)は,レ フ ァレンス情報 ファイルに登録 されてい るデー タの

統計調査名,調 査対象地域名及 び分野名 を調査機関別 に表示 したもので,検 索のための索

引等に利用す る。

③ レフ ァレンス情報 リス ト

レフ ァレ ンス情 報 リス ト(表2-16)は,レ フ ァレンス情報 フ ァイルに登録されてい

るデータの項 目を全て表示 したもので,レ ファレンス情報の内容を把握するために利用する。

表2-14分 野別 索引諸

分 野 別 索 引.

昭 和 × ×年 × ×月 × ×日 ×× ×× ×× ページ

1 ④ コ

1⑦ 1

～

1 ㊨1

【 ④ ll ◎1

～

④ 統計調査名
◎ 調査対象地域名

㊤ 調査機関名

表2-15機 関別 索引誌

機 関 別 索 引

昭 和 × ×年 × ×月 × × 日 ×××××× ペー ジ

1 ⑳ ◎

[====㊤====コ

{

1

～

④ 〔一]一 一
～

㊦ 調査機関名

④ 統計調査名

◎ 調査対象地域名

㊤ 分 野 名
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表2-16レ フ ァ レ ン ス 情 報 リス ト

〔登録番号〕

〔統計調査名〕

〔調査機関〕

〔電 話 〕[=====亙=====コ

〔住 所 〕 の

〔刊行物名〕

レ フ ァ レ ン ス 情 報 リ ス ト

団

[=亘=コ[=====亘=====コ

昭 和 × ×年 × × 月 × × 日 ×× × × ×× × ペ ー ジ

一
〔発行機関名〕〔====互====コ
〔所属機関名〕[== ㊧

〔調査分野〕"[蔓 コ:1

1

㊥ 回 ・1 ㊥

～

〔対象地域〕 回:[蔓iコ 回:[亘 コ 回:[=璽=]図:[亘 コ

ζ

〔調査方法〕[工
〔調査対象数〕[==亘=コ

〔集計区分〕1

〈一
1〔 調査条項〕二=亘==コ

〔調査周期〕[二 百 一一「

〔電算利用 処理の有無1⑦
にょる〕 提供の可否[=二 亘=コ

提供条件 「一■ 琶「一 「

〔調査期間〕1

〔電算利用以外による〕

㊦

提供媒体

収集期間[コ===コ

提供の可否1⇔1

提供条件[====亙==コ

提供媒体噛
収集期間[===亘====コ

〔調査の 目的〕

〔対 象の属性〕

〔調査項 目名〕

～

～

ぐ

一
ぐ

＼

⑦ 登録番号

④統計調査名

◎調査機関コー ド

㊤ 〃 名

㊥電 話

⑦住 所

㊥ 干桁 物名

②発行機関名

⑦所属機関名

◎分野 コー ド

㊥ 分 野 名

◎ 県コー ド

◎ 県 名

㊤ 地 域 名

◎ 調査方法

㊧ 集計区分

⑦ 調査種類

⑦ 調査周期

① 調査期間

◎ 調査対象数 ⑦

⑦ 電算利用による処理の有無

e〃 提供の可否

② 〃 提供条件

㊨ 〃 提供媒体

(z)〃 収 集期間

◎ 電算以外による提供の可否

㊤"提 供条件
〃 提供媒体

∈)〃 収集期間

㊤ 調査の目的

θ 対 象の属性

◎ 調査項 目名
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L

表2-14に よる出力例

⑦「CttM」

④1全国消R実 態調査

統計調査員確保対策事業

全国物価統計調査

【景気】

大田区工業景気動向調査

大田区小売業景気動向鯛査

三鷹市中小企業景況調査

東京都内申小企業の景況調査

景気動向調査

中小企業景況調査

【物資需給】

物資流通統計調査

消費者買物行動意識調査

【物価】

戸田市小売物価統計姻査

生活用品15品 目区内価格調査

【企業 ・事案所】

中小企業におけるメカト'ロニクス導入に関する調査

事業所統計調査

工業統計調査

事業所統計調査.

事業所統計調査

事業所統計調査

51

9聯 鰯 鰯
1

秋川市総務部庶務課

辮 総融繍

炎爵設 纏 綱 瀬韻

炎胃臨 綴 灘 瀬査係

謡織 部編

驚籠轟 紳柚案願部

麟 工磁所企醗 部
全国全国商
工会連合会惰報管理室

麟 企醐酬係

麟 経済硫 工鮪懸

舗 麗麗 鍾課

鑑 §姓 活。。タ.

東京都特別区

久喜市総務部企画財政課

嬬 脇 鞭擬

鑛 市企礫 噺係

累魏鑑 眠部醐

欝魏総順 鞘脚部謝課



表2-15に よる出力例

・,.【 】

新宿区青少年問題調査

⑦ 【大田区区民部経済課経済調査係】

④大田区工業景気動向調査

大田区小売業景気動向調査

生活用品15品 目区内価格調査

【世田谷区民部産業経済課】

勤労者福祉実態調査

【豊島区紐務部紐務課統計調査係】

事案所統計調査

工業統計調査

【東京都板楕区区民部区民課】

事業所統計調査

コ鋤 調査

南桑統計調査

【三田市市民部経済課】

三鷹市中小企業景況細査

【東京都商工業指導所、稲城市、稲城市商工会】

稲城市広域商業診断

固定資産概要鯛査

【脚ll市総務部庶務課】

国勢調査
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東寡部新宿区

◎大田区内

㊤景気

大田区内
景気

大田区内
物価

件条繊鋭・
生
準
厚

都
基

・

京
働
祉

東
労
福

京都豊島区
懸

盤墾豊駆

懸饗 鷲

霞端 区

麟搬駆

三鷹市内
景気

稲城市全域

稲城市全域

秋川市人
口

＼



表2-16に よ る出力例

レ フ ァ レ ン ス 情 報 リス ト

昭和58年09月14日000001ペ ージ

【登録番号】'⑦OOOOOO4

【統計調査名】④東京都内中小企業の景況調査

【調査機関】 ◎051310001㊦[東 京商工会議所中小企業振興部

【電 話】 ●03-283-7711

【住 所】 ⑰ 東京都千代田区丸の内3-2-2

【刊行物名】 ㊥ 東京都中小企業の景況

【発行機関名】@東 京商工会議所中小企業振興部

【所属機関名】◎鯨 商工会議所中小企業振興部

【調査分野】@}是 鰻 ぷ 業所㊥

【対象地域】
◎@'
Is:東 京都 ㊤東京都特別区

【調査方法】(2ば ンプル調査

【田査対象数}②

【電算利用による】⑦処理の有無

e提 供の可否

⑱提供条件

⑳提供媒体

【集計区分】@陳京都特別区

【調査周期】⑦月

【調査種類】㊨

【調査期間】㊦月

【聯 】用以外による】

○提供の可否 全可

◎提供条件 個別ば礎6

⑦提供媒体 印刷物

②収集期間 昭和 年 月～昭和 年 月6収 集期間 昭和38年08月 ～昭和 年 月

【調査の目的】●都内中小企業の景況を速やかに把握し、中小企業の経営指針 とするとともに、中小企業対策推進の資料 とするため
。

【対象の属性】θ 東京都特別区に事業所を有する製造業、卸売業、小売業。

【調査項目名】⑤企業の 月の景況

き
況の 断
入の 減売上
の 減
の判断
費の増減

灘3カ 月嚇 の予想
商品販売価格の騰落
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2.5シ ス テ ム の 運 用 方 法

2.5.1レ フ ァ レ ンス 情 報 の 蓄 積 ・更 新

レフ ァレンス情報の蓄積 ・更新 の基本的な運用形態は,図2-7に 示 すとお りである。

(1)蓄 積

レ'ファレ シ云情報 データシー トを,各 地域機関に配布 し,回 収 されたデータシー トを基に

漢字パンチ を行い,コ ンピュータへの入力 となるレファレンス情報蓄積データ を作成す る:

レ フ ァレンス情報蓄積 デー タをコンピー
.一 夕に入力 し・ デ一夕ベ、一スであ るレ7ァ レンス

情報 フ ナィルの作成 ・蓄積 を行 い,結 果表 としてのレフ ァレンス情報 デー タ修正連絡票 を得

る。

この修正連絡票は,各 地域機 関に配布す る。

② 更 新

デ ータの更新 がある場合は,地 域機 関に よ り修正内容 を修正連絡票に記入 レて もらう。, .

この修正連絡票 を基に漢字 パンチを行い,コ ンピュータへの入ガとなるレ ファレンス情報

更新データを作成す る6"

レ ・ ・レ・ス情鞭 新データをコン ピー パ 入力 し・
,レ フ ・レ ンス騨 フ.・イル頑 新

を行い,結 果表としての修正連絡票 を得る。

・修正連絡票は,再 度,各 地域機関に配布 する。

、
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A

収 集 対 象 機 関 レ フ ァレ ン ス情 報 シス テ ム デ 一 夕作成 部 署 ・ ・

蓄

積

/言句' 声笥
■

亨

㎡

O転 記

P

1

縦シ ⇔
⇔・二

▽

データ

.

1
レファレンス 情

報の蓄積 _霧
報 ファ〃L.

1
)

窃篠
栗

更

新

/
データ変更
資 料

づ

o修 正内容 記入

=磁 歪露

玉
⑳
I

O漢 字パ ンチ

ウ

タ

瀦酬
QD
レファし/
ンス情

幸防 イル

1 )

認凝響
き票 、

ウ

図2-7レ フ ァレ ンス情報の蓄積 ・更新の形態
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2.5.2検 索 サ ー ビ ス

検 索サー ビスについては,当 面は,電 話 あるいは文書による質問の受 け付け・電話 あるいは

検索結果 リス トの送付 に よる回答 とい った形態を とる。

検索サービスの基本的な運用形態は,図2-8に 示 すとお りである。

(1)質 問 受付

各地域機 関か らの電話 あるいは文書 による質問に対して,質 問内容を解析し質問受付票に

条件式等 を記入する。
c

(2)検 索

当システ ムで は,レ ファレンス情報の検索方法 として,オ ンライン会話型検索及びバ ソチ

処理検 索がある。

オンライン検索で は,質 問受付票 に従 って会話型式で検索 を行 う。バ ソチ処理検 索では,

検 索指示票に質問内容(条 件式等)を 記入 し,検 索指示票 を基に漢字パ ンチを行い,コ ンピ

ュータへの入力 となる検索 指示データを作成 し,こ れをコンピュータに入力 し検 索を行 う。

なお,検 索指示 データの作成方法 としては,漢 字1文 字を漢字 コー ド(4桁)で カー ドに

パ ンチ し,コ ンピュータに よ り変換 ・作成する方法 も考 え られ る。

検索結果 として検 索結果 リス トを得 る。

③ 回 答

検索結果を,各 機関の質問老に電話あるいは検索結果 リス トの送付に より,回 答を行 う。
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提供対象機関 レ フ ァレ ン ス情 報 シス テ ム データ作成部署

質
問
受
け
付
け

電話(又 は文書)

質問
○ ○ ど・⇒

1

中一 …

検

索

オンライン
検索

,⊥

▽

、

∠検・⇒パンチ検索

o転 記

一
ア

O漢 字パンチ
.

寺

指示ノタ

一

ディスプレイ

検索 指示
)
乙 検 ・索

Φ
レフ7レシ
ー ス情報

ファイル
)

検索結果リス ト 1一 検索結果リス ト一

回

答

電話

○
結果通知

u

声問受付票/

○ チ・・ク

1

検索結果 リス ト

丁

、

図2-8検 索 サー ビスの形態

2.6シ ス テ ム評 価

地域経済レ フ ァレンス情報パ イロットシステムは,.オ ン ライン会話型検索 ,バ ッチ処理検索機能に

ついて,で きるかぎ りニーズに合 った既存の ソフ トウェアを使用することとし
,図2-3で 示 した

コン ピュー タの機器構成で開発を行 った。 また ,当 パイ ロッ トシステムは 日本情報処理開発協会 の

コン ピュータシステムでテス ト評価 を行 った
。 コン ピュータの使用度 により,検 索時間等の正当 な

評価をすることはむずかしいが,テ ス ト実行環境下 におけるシステムの評価を述べ ることとする。
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2.6.1ハ ー ドウ ェア 面 の 評 価

本システムは,で きるかぎ りニーズに合 った既存 の ソフ トウェア(INQデ ー タベースシステ

ム)を 使用して開発 したことに よ り,開 発の時間,労 力,費 用等は少な くて開発で きた反面,I

NQデ ータベース システ ムが稼動 できるハー ドウェアに限定 される。

また,本 システムのレファレンス情報データは,今 までのコンピュータ処理の主流で あったカタカナ

データではなく,.今後 主流 となる漢字データを使用,したため,日 本語 ター ミナル,漢 字 プリンタ装

置が必要 である。 また,漢 字 コー ドについてもハー ドウェアによって一定でないため,他 機種

の コンピュータで稼動 するにはデー タの コンバ ー ト等の問題 がある。

、

2:6.2'ソ フ ト ウ ェ ア 面 の 評 価

(1)ユ ー ザ ・イ ン タ ー フ ェイ ス
エ

L－ ザ が検索 を行 うには,表2-10に 示 した検 索指示票 を作成する こととな るが,検 索指

示票 につい ては コマン ドも5種 類 であり,内 容も単純で指示 しやすい もの とな っている。 ま

た,内 容も漢字で指定 できることに よ り違和感 がな くな り,マ ニ ュアル を一読 し;分 野 コー ド

表,地 域 コー ド表等 を見れば,検 索指示票は作成 できると思われる。 ただ し,集 合論の考え

方(+,米,OR,AND)及 び結果保存 ファイル等 の基礎知識 は必要で ある。

(2)シ ステムマ ネージ ャ・インターフェイス

システムマネー ジャは,次 の ことを行 う。

① ユーザか ら依頼があった検 索指示票に基づ く検索

システ ムマネー ジャは検索指示票から検索指示 カー ドを作成 しなければな らないが,そ

の場合 オペ ラン ドについ て漢字 コー ドを記入 しなけ ればな らない。漢字 コー ドの記入には

かな りの時 間及 び労力(対 応す る漢字 コー ドを さがす)が 必要である。

② レファレ ンス情報データの追加 ・更新

レフ ァレ ンス情報データの追加 ・更新 については,ま事前 に各機関に配布してあるレフ ァレ

ンス情報 シー ト及び修正部分のみ記入 してある修正票 により行 うこととなる。

また,マ スターフ ァイルは シーケンシ ャルイメー ジで保存 してあり,追 加 ・更新時のデー

タ管理 もす ぐれてい る。

③ 各種 索引誌 の作成

分野別索引誌,機 関別索引誌 ともに必要 コー ドをカー ドにパ ンチすることで容易に出力

が可能であり,指 定方法 も簡単である。 また,分 野別 索引誌につい ては大分類 での出力,機

関別索引誌については業種別での出力,業 種 ・県 コー ド別での出力,業 種 ・県 コー ド・市

町村 コー ド別での出力が可能である。

また全体的に言えるが,漢 字 システムのためエ ラー メッセー ジも漢字 で表示 され,見 や

す くな っている。
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(3)適 正 検索についての評価

データの検索方法 としては,デ ータの フリー ワー ド検索(文 章内の特定 しない単語について

の検索が可能)及 びキーワー ド検索(あ る特定のキー ワー ドで検索する)等 の方法が あるが,

本 システムは フ リーワード検 索 とした。そのため,事 前に検 索方法 を想定 してキーワ』一ド付け を

行 う必要 もな く,自 由な発 想 で検 索が 可能 で あ る。 しか し,検 索キーが一定 でなく,関
り

連辞書 も作成していないため,柔 軟性のある検索(た とえぱ|1雇 用者lIと 言 うワー ドだけでは労

働者Tlと 言 うデータは検索 できない)は で きない。 またTl情 報ltな ど と言 う抽象的なワー ドで

検索すると,多 くのデータが 出力 され るが不要なデータが多数含 まれ,正 確に必要データを検 索

す るのはむずか しい。以下に|1情 報11と1|純 生 産nに よるフ リーワー ド検索例を示す。

lll情報"の 検索例1

抽 象的な ワー ドで検索する と,多 種 多様なデー タが出力され必要データがしぼ りきれない。

検索指示 リス ト

』'ヨマゾ ド

QUERY

RETR

OR

PRINT

オペヲソ下

情報の検索

調査項目名=情 報$+$情 報$

目 的=情 報$+$情 報$

属'性=情 報$+$情 報$』

01・02.03

/04

結果保存
ファイル

#01

#02

#03

#04

0004

0011

0002

0017

、
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/t61【 対 象の属性 】 食堂,レ ス トラン,各 種食品・1・撲,[魎 ・建物サー ビス業 の従業員

【登録番号 】0000044

【統 計調査名 】 雇用及 び就業構造調査

【調査期間 】031300001東 京 都立労働 研究所

【電 話 】03-406-5295

【住 所 】

【刊行物名 】 第三次産 業における雇用及び就業

【発行機関名 】

【所属機関名 】

【調査分野 】131'雇 用 ・失業 ・労働 力 ・職業紹介

ua2【 調査項 目名 】

【登録番号 】

【統計調査名 】

【調査機関 】

【電 話 】

【住 所 】

【刊行物名 】

【発行機関名】

【所属機関名 】

【調査分野 】

0000046

雇 用 労働 に関す る調査

041413001川 崎市雇用労働対策本部

044-200-2111(内)2272

川 崎市 川崎 区宮本町1

雇用労働 に関 する調査結果

川崎市雇用 労働対策本部

川崎市雇用労働対策本部

131雇 用 ・失業 ・労働 力 ・職業紹介

i163【 調査項 目名 】 統計調査員希望者登録 制度のPR

登録された統計調査員希望者に麹 を提供

【登録番号 】00001 .38

【統 計調査名 】 統計調査員確 保対策事業

【調査機関 】041322601秋 川市総務部庶務課

【電 話 】0425(58)1111

【住 所 】 秋川市二宮350

【刊 行物名 】

【発行機関名 】

【所属機関名 】 行政管理庁

【調査分野 】138そ の 他
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〃64【 調査 の 目的 】 地方における統計事務従事者の資質向上及び統言魎 の普及等による調査

環境の改善に資するため統計協力員を設置し,も って地方統計事務処理体

制の整備,強 化を図る。

【登録番号 】

【統計調査名 】

【調査機関 】

【電 話 】

【住 所 】

【刊行物名 】

【発行機関名 】

【所属機関名 】

【調査分野 】

%5【 調査項 目名 】

0000139

統計 協力員育成対案事業

041322601秋 川 市総務部庶務課

0425(58)1111

秋川 市二宮350

総理 府

138

【登録番号 】

【統計調査名 】

【調査機関 】

【電 話 】

【住 所 】

【刊行物名 】

【発行機関名 】

【所属機関名 】

【調査分野 】

Ma6【 調査項 目名 】

0000171

賃 金 業の実態 調査

031300001東 京 都労働経済局金融部金融課

03-212-5111内(31618)

千 代 田区丸の内3-5-1

東京 の貸金業

【登録番号 】

【統計調査名 】

【調査機関 】

【電 話 】

【住 所 】

【刊行物名 】

【発行機関名 】

【所属機関名 】

【調査分野 】

0000173

東 京 の消費者金融業

031300001東 京都 労働経済局金融部

03-212-5111内 線31618

東 京都千代田区丸の内3-8-1

東京 の消費者金融業

東京都労働経済局金融部

東京都労働経済局金 融部

143'金 融
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U67

n68

n69

調査の目的 】 区内小売業の景気状態を定点で調査し情勢を把握して区の工業振興事業に

役立てるとともに区内小売業者へ1匿掴提供する。
.

【登録番号 】0000178
＼

【統計調査名 】 大田区小売業景気動向調査

【調査機 関 】041311101大 田 区区民部経済課経済調査係

【電 話 】03-775-5111内 線250 ,
【住 所 】 東京都大田区中央2-10-1

【刊行物名 】 大田区小売業景気動向調査結果

【発行機関名 】 東京都大田区

、【所属機関名 】 大田区区民部経済課経済調査係

【調査分野 】145;景 気

・,

調査の 目的 】 区内工業の景気状態を定点で調査し,情 勢を把握して,区 の工業振興事

業に役立てるとともに区内工業者へ匿郵提供する。

【登録番号 】0000179

【統計調査名 】 大田区工業景気動向調査
'1

【調査機 関 】041311101大 田区区民部経済 課経済 調査係
「 、

【電 話 】03-775-5111内 線250、
`

【住 所 】 東京都 大田区 中央2-10-1,

【刊行物名 】 大田区工業景気動向調査結果

【発行機関名 】 東京都大田区

【所属機関名 】 大田区区民部経済課経済調査係

【調査分野 】145:景 気

A

調査の目的 】 市内中小企業の景況を常時把握し,三 鷹市中小企業施策の参考とするとと

もに,地 域経済の圏 提供を図る。

【登録番号 】0000194

【統計調査名 】 三鷹市中小企業景況調査

【調査機関 】041320401三 鷹市 市民部経済課

【電 話 】0422-45-1151内 線(402)

【住 所 】 三鷹市野崎3-1

【刊行物名 】

【発行機関名 】

【所属機関名 】 三鷹市市民部経済課

【調査分野 】145:景 気
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A610【 調 査の 目的 】

す ることによって,工 場の地方立地の促進に資するため。

【登録番号 】

【統計調査名 】

【調査機関 】

【電 話 】

【住 所 】

【刊行物名 】

【発行機関名 】

【所属機関名 】

【調査分野 】

0000237

工場 新設 ・移転の動向に関す る調査

051310001東 京 商工会議所産業部

03-283-7621

東京 都千代田区丸の内3-2-2

工 場 新設 移転の動向に関す る報告書

日本商工会議所産業部

地域振興 整備公団

148企 業 ・事業所

152'鉱 工 業

%11【 調 査の 目的 】 消費者は どの よ うな購買行動 を示 し,ど の ような生活パ ターンを してい る

資料 として供す ることを 目的 とした ものである。

【登録番号 】

【統計調査名 】

【調査機関 】

【電 話 】

【住 所 】

【刊行物名 】

【発行機関名 】

【所属機関名 】

【調査分野 】

0000292

買物 動向 調査

000000000

0473-34-1111内 線341

千葉 県市川市八幡1-1-1

買物動 向調査結果報告 書

市川市経済部商工課

市川 市経済部商工課

49家 計 ・貯蓄

v46,12【 調 査の目的 】

【登録番号 】

【統計調査名 】

【調査機関 】

【電 話 】

【住 所 】

【刊行物名 】

【発行機関名 】

【所属機関名 】

【調査分野 】

0000301

消費 生活環境調査

041311001目 黒 区

03-715-1111

目黒 区中央町2-4-5

目黒 区の消費生活(目 黒区消費生活環境調査年間集計報告)

目黒 区

目黒区区民部経済課

149:家 計 ・貯蓄
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n613 【調査の 目的 】 本調査は,国 際化を志向する中小企業の指針となる[麹 を収集し,県 内企

業 の今後 の貿 易活動又は経営の安定を図る ことを 目的 とす る。

【登録番号 】

【統計調査名 】

【調査機関 】

【電 話 】

【住 所 】

【刊行物名 】

【発行機関名 】

【所属機関名 】

【調査分野 】

0000511

海 外市場調査

031100001埼 玉県

0488-24-2111

浦 和市高砂3-15-1

市 場 調査報告書

商工部商業観光課

商工部商業観光 課

156:貿 易

×

n614 【調査の 目的 】 本調査は,国 際化を志向する中小企業の指針となる[麹 を収集し,県 内企

業の今後の貿易活動 又は経営 の安定 を図 るこ とを目的 とす る。

【登録番号 】

【統計調査名 】

【調査機関】

【電 話 】

【住 所 】

【刊行物名 】

【発行機関名 】

【所属機関名 】

【調査分野 】

0000512

韓 国 ・米国 ・香港 における市 場調査

031100001埼 玉県

0488-24-2111

浦 和 市高砂3-15-1

韓 国 ・香港におけ る市場調査報告書

商工部商業観光課

商工部商業観光課

1561貿 易

%15 【調査の目的 】 海外事業活動を展開している中堅 ・中小企業の実情を把握し,併 せて今後

の適正な海外事業活動を行うための方向,対 応に関する[麹 を提供するた

め。

【登録番号 】

【統計調査名 】

【調査機関 】

【電 話 】

【住 所】

【刊行物名 】

【発行機関名 】

【所属機関名 】

【調査分野 】

0000516

中堅 ・中小企業(製 造業)の 海外事業 活動に関す る動向調査

051310001東 京 商工会議所中小企業振興部

03-283-7640

.東京 都千代 田区丸の内3-2-2

中堅 ・中小企業(製 造 業)の 海外事業活動に関す る動向調査報告書

東京商工会議所中小企業振興部

東京商工会議所中小企 業振興部

1561貿 易
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Ma16

【登録番号 】

【統計調査名 】

【調査機関 】

【電 話 】

【住 所 】

【刊行物名 】

【発行機関名 】

【所属機関名 】

【調査分野 】

0000532

サ ー ビス経済化と中小サービス業実態調査(1)

03131)0001東 京都 労働 経済局総務部調査課

03-212-5111内(31193)

千代 田区丸の内3-5-1

サ ー ビス経済化 と中小サー ビス業実態 調査

東京 都労働経済局総務部

東京都 労働経済局総務部

159サ ー ビス業

〃617【 対象の属性 】 物品賃貸業圏 サービス業広告業に属する事業所

【登録番号 】

【統計調査名 】

【調査機関 】

【電 話 】

【住 所 】

【刊行物名 】

【発行機関名 】

【所属機関名 】

【調査分野 】

0000738

特定 サー ビス産業実態調査

030700001福 島県企画調整部統計調査課

福島古杉妻町2番16号

特定サー ビス産業実態調査報告書

通商産業省

通商産業省

159'サ ー ビス業

い1純 生産 ・1の検索例1

レ ファレンス情報のデータ記入が統一 されてい ない こと,キ ー ワー ド検 索でない こと,関

連辞書がない こと等 により必要データが検索できない。

コン ピュー タ内にはtlkE生 産1置に関するデータが5デ ー タあるが,実 際に検索で きたデー

タは2デ ータであり,3デ ー タは検 索で きなか った。

検索指示 リス ト

コマ ン ド

QUERY

RETR

OR

PRINT

オペランド

純生産の検索

調査項目名=$純 生産$+純 生産$

目 的=$純 生産$

属 性=$純 生産$

01.02,03

/04
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検 索できたデータ(2件)

刷 【調査項酩 】 産業別県嚇 垂 雪

県民所得の分配

県民総支出

【登録番号 】0000144

【統計調査名 】 県民所得推計

【調査機関 】031100001埼 玉県統計課

【電 話 】

【住 所 】

【刊行物名 】 さいたまの県民所得

【発行機関名 】 埼玉県統計課

【所属機関名 】 埼玉県統計課

【調査分野 】141:国 民経済計算

/i62【 調 査項 目名 】

市民分配所得

雇用者所得

財産所得

企業所得

【登録番号 】

【統計調査名 】

【調査機関 】

【電 話 】

【住 所 】

【刊行物名】

【発行機関名 】

【所属機関名 】

【調査分野 】

0000146

市 民所得統計

041220301市 川 市企画部企画 課

0473-34-1111内 線684

千 葉 県市川市八幡1-1-1

市 民所得統計

市 川市企画部企 画課

市川市企画部企 画課

141:国 民 経済計算

66



検索で きなかったデータ(3件)

'養tt蝕 柵 号
oθ 00 ' 3 口

(フ リカナ') ,膓 ・'

or,tl・調査名= `

馴4 夙ナ得揖
(フ リカナ) ・`オ ,

洞炎機関名1

親
/ /θ ～/ 〃/

電話:
一
3 ♪ d4!〃

(フ リカナ)イ1ン 、=

住所: 一間

堪 釆 栗`τ叙紬
刊 行 物 名: 5

和為轡 師 得描
発行機関名: 6

八 目
所管機関 名:

舳, 蹴 放 錘桐
調査方法:1.悉 皆(・全数)岬 査2、 サ ンプル郎査3.そ の他一 コ
開在桶損:`.承 認統計2.届 出秋田'3、 指定枝針4,そ の他一=
調 査周1胡:1.5年2.3年

6.四'r:」切7.月

8,不 定期9そ の他

3.2年4.1年5,半 期

.i

統

.
計

ト

閃

」.
賓

-.
の

分

野

ー

調

査

対

象

・分 野 コ ー

|

ド:

◎ /
分 野 コー ド:+

…'口=口

分 野 コ ー ド:

1 ロコ
分,・ 呼 名:

分 野 名:

地 域 コ ーF:

⑨ /1/
:1

`
.

■

い

i:

…
4i
.

地 域 名:

#

口繕{区5}:1・S－ 国2・ 県別」3,市 町ttse

4.そ"・Y,Ltl θ

調 査 対 象 敏:

凋査期間:1.暦 年

齢 の【1的・回

ρ

"L

対象の屈性=

調査 票の 頂 吉項 目名 言團

#
#

・

#

#

#

#'

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

電

.
算

機

..

利
…

用

に

よ

る

電

算

機

利

用

以

外

に

よ

る

のL

回 互]e無1
提 供 の 可 否:・1.

口,1::

可

可

全

不

条相河

内噺

ー

訓㌦
:
承

そ

件
管

5
,

行

楽

2
泉協

供

爵

別

覚

個

提

輻
4

提 供 媒 体:1

⑪.M「2.フ ロッピー3.カ セノ ト

テープ4.磁 気 ディスク5.そ の他

収 集 期 間:

S

提 供 の 可 否.:

唖

、

全町}

2.不 可 ピ

3:東 畑 拘

提 供 条 件=
1.覚書2.行 管承認3.巾8閲t

4.個別協議5.そ の他

物

他

奪

刷

の

印

そる…田
提

収 集 期 間:

昭和1年1月l

s刷IA－

}
.

■ぞ

'

,

.鵬

,

ト

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

+登 録 番号は記入 しな くて結構です
。
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'

レ フ ァレ ン ス 情 報 デ ー タ シー ト

祈{1餓 番 号 0 0 00 ' 4s 口
(フ リガナ) ケニ 、 と

、

統日商'`名: `

'

∪

(フ リガナ) 、'ン" "う イ 刀

調査側良品:竃 σ～ 〃 〃 ク'/

千葉 県 方 {
電話: 3

(プ リがナ)

住所=

千.

　

葉 市 市{場 町1-1
刊 行物 名: 5

発行脚 名: 6

、

、

、
∬

P

葉
所管機関名: ∋

千 磁 、

調査方途:1,悉 皆(全 数)pmff2.サ ンプル調査3.そ の他

か2工 ・

調査簡願:L承 認統計2漏 出統計3.指 定統計4.そ の他

側査周 期:1,5年2.3年

6.四 †…脚17.月

8、不 定期i9.そ の 他

3.2年4.}年5.半 期

計

胴

査

の

分

野

調

査

対

象

分 野 コ ー ト

百

分 野 コ ー ド:

口]コ'
分 野 コ ー ド:

[工]コ ・
分 野 名:

分 野 名:

)
)

|

地 域 コ ー ド: 1■

1⑧

l

liユ
…

ヒ

■

|

…'1

地 域 名:

#

asat区P・1・?-N'2YR別3…li'lt:tS`1

4.そ の他

調 査 対 象 敏:

電

算

機

利

用

に

よ

る

電

算

機

利

用

以

外

に

よ

る

の 有:L有

⑯]≧2.無'

提 供 の 可 否IL金 利

2・ 不可

回 3,条 件付可

提 供 条 件:

`.覚m2.～Y管 承認3.4ibl内

4個 別協頂5.そ の 他

提 供 媒 体1

1.M「r2コ 口ノピー3カ セット

テー プ4磁 気 デ1ス ク5,そ の他

#

収 集 朝 川:

S ～

提 供 の 可 否:L全 可

2.不 可4・画 3,条 件付可

提9{条 件:

1.寛{聾2、 行管 承認3.4唱 ♂iIl}

4.個別協 皐5.そ の 他

}
.

提 供 媒 体:1.印 刷 物

2・ そ 、の 飽

収 集 期 間=

昭和 年1月

S LiWi 1
,

蹴 の醐 ・回
tl

tJre.r,,

9

のe

Kl.1マ.

ltっ?

戸.九 tJ
のfth(邑 歯.ガ'・

張

ニ ソ 、

対象の眠性:

加 縫 rr功'

.≠

φ い

煩 査 栗の関 査 別 名 ・・團

'

コ.
,ピ

♪

「
'ピ す

'`

ノ ・

!

n趣

三

姫

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

}、

'

.ン

、

'

1、

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

《
■

#

#

#

#

+登 録番 号は記入 しな くて結構 ですc.
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レ フ ァレ ン ス 情 報 デ ー タ シ ー ト

縛"録 恭 号 00 00 ! 4 口
(フ リガナ) ソ ・ン シ・ 4

編1凋 在名:

栖 ラケ:得防
(フ リカナ)

調 査樹 間名=

,シ ・ セげ β カ

ρ /R2ク ρ

銚3A± 邑 整号 笛 が

電話: '3 e97・ ユ'θ/ρ 内egs,

(フ リガナ」),シ シ カミ ■

住所: 4

釧砕 擁 折/和 い ノ

刊行 物 名= 15

守氏叶得 ρ叶
発行腹側名:

郷 戸坤 榊1全畔
所管樹瑚名: ⊃

銚巧t刷 中 品 卑
調性方法11.悉 皆(全 数)餌ff2.サ ンプル調査.(そ の飽

seitrG・¥・t

調査種類:L承 認統計2.届 出統計3.tli定 統計 ④ その他

統

計

閃

査

の

分

野

調

査

対

象

分 野 コ ー ド:唖
分 野 ・ 一 ド言

[口
分 野 コ ー ド:

曲
分 野 名:

分 野 名t

地 域 コ ー ド:

◎ / 文

、

'

… …

・i

地 域 名:

# き 亀苫

集3t区分11.全 国2県 別(鋤1i町t・tSii

4.その他

損hθdj切:1.5年2.3年

6Ptl'r:1pl7.月

8,不 定期9,そ の 他

3.2年4.1年5.半 期

調 査 対 象 数:

〔 コ
ー コ口査期間:1周 年(劾 年度3.そ の他

電

算

機

利

用

に

よ

る

冠

方

機

利

用

以

外

に

よ

る

の 有.

⑯.② 無

提 供 の 可 否 言1・ 全可i

ゆ 不可}

回 3,条 件付可

提 供 条 件l
l、覚82行 管承認3,中 肋書

4個 別協銅5.そ の他

提 供 媒 体=・

1.M'r2:フOツ ピー3.カ セγ`

テープ
.4建i句 デ.ス ク5・ その他

#

収 集 期 間1

S 、

提 供 の 可 否:`.全 可,

2.不 可.囲 ③ 朱欄 可
提 供 条 件:

1.覚田2.行 管承認3.FI'喜証書

α)個別協泉5.そ の他

タ

物

他

障

刷

の

印

そ

①

O…四
提

収 集 期 間:

昭和

S

1年

圃
1月1

、
,蚕

齢 の1抽 ・回

qF・ 乃 〆

苫li名 士 F

,ち か:」

対象の風性:

P'}∩

渇 ρ 三 つ?ま 轟 起 さ

4ρ 肋

・価 ら
.

:

描 τ

調査 票の閃 査項 目名:團

#

#
.
#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

1

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

～

.

.

■「

#

#

#

#

#

#

#

#

#

+登 録番号は記 入.しな くて結構です。

69



2.6.5検 索 時 間 に つ い て の 評 価'

今 回はバ ッチ検 索につい てのテス トを行 ったが,テ ス ト実 行環境 が 日本情報処理 開発協会の

コン ピ ュー タ使 用 の み で あ る ため比較 を行 うことがで きない。 ただ今回のテス トでは,34

種 類 の検 索指示データを作成す るのにエ ラプス タイム2分7秒,検 索の実行に4分18秒 とな

ってお り現段階では実用にたえると思われる。 た だし,デ ータ件数の増加によ りどの程度時 間

が増加す るか が問題 となる。

、

実 行 結 果

CPU
・

エ ラ フ ス コアサイズ

(SYSOUTEND)一

(SYSINSTART)

検索指示データの作成 7秒 2分7秒 50kw 4分

検 索 の 実 行 1分29秒 4分18秒 120kw 13分
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3.地 域経済 レファレンス情報の有効活用事例研究

一地域経済予測モデルにおける研究(関 信越地域)一

5.1デ ー タ整 備 段 階 に お け る レ7ァ レン ス情 報 の 活 用

関信越地域 の経済動 向の定量的把握 を目的として,58年 度 地域経済予測モデルの構築 を行ったが,

モデルの構築にあたって必要な資料 を入手す るに あた り,様 々の困難があった。

今 回は資料探査に あた って生 じた問題点 を分析 し,仮 に地域経済 レフ ァレンス情報パイロソ トシ

ステムを使用する とどの程度 その問題が解決 され るかについての検討,さ らに システムを利用 して

も残 る問題点,あ るいは新た に生ず る問題点等につい て若干の考察を行 う。

(1)デ ー タ整備段階 で生 じた問題 点

地域経済短期予測モデルの構築に あたって使用 したデータは表3-1の とお りである。(一 部

全国データ等につい ては省略)

またデータに関す る資料所在,デ ー タ作成の方法等 については別冊資料 「地域経済短期予 測モ

デルの概要」に述べ られている。

モデル構築にあた って,デ ータについて知 りたい事項 は次の とおりであ った。

・ 表3-1の デ ータが在るか ,な いか。

・ あるとすれぽ時系列 整備の状況(10年 必 要)は どうか。

・ 関信越地域
,あ るいは各県別のデー タが そろってい るか。

・ 持続 してい る調査 であるかo

それ らの調査経過で生 じた問題点 は次のとおりである。

① データの所在源が わか らな く探査に相 当手間 どった ものがかなりあった。(デ ータ探査)

例 産業別 民間設備投 資額,設 備投 資償却,在 庫残高,有 効求人倍率,個 人税,法 人税,設 備

ス トック,社 会保障給付,社 会保障負担等

② データの所在はわか ったが,ま とまっていない為,入 手 をあきらめた ものが あった。(デ ー

タの分散)

例 社会保障給付(健 康保険,日 雇健康保険,国 民年金,船 員保険,厚 生年金,雇 用保険,労

災保険,共 済組合等)デ ータが厚生省,労 働省,社 会保険庁,あ るいは各県の担当セクシ ョ

ンに分散 されている。

③ 入手 した結果,時 系列整備の点で不充分なデータが あった。(時 系列)

例 県民所得統計の消費者負債利子,各 種移転データ(財 政か ら個人,海 外か ら個人,企 業か

ら個人)等

④ 関信越地域 あるい は各県別 データとしては,入 手出来 ない ものがあった。(地 域 区分)

例 関東財務局管轄 区分データ………有 効求人倍率 ,金 銀預金残高,金 銀貸出残高
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べ
N

表3-1変 数 名 リス ト

変 数 名 記 号 変 数 名 記 号 変 数 名 記 号

除却率 AIＬPHA 名 目 IP2N 政府在庫投資デフレータ PJG

第 一次 ALPHA1 第三次 実質 IP3 民間 在庫デ フレ一 夕 PJP

第二次 ALPHA2 名 目 IP3N 移 出 デ フレ一夕 POB

第三次 ALP且A3 政府在庫投資 実質 JG 域 内純生産 デ フレータ PVP

政府消費支出 実質 CG 名 目 JGN 第 一 次 PVP1

名 目 CGN 民間在庫投資 実質 JP 第二次 PVP2

民間消費支出 実質 CP 名 目 JPN 第三次 PVP3

・ 名 目 CPN 除却額 JYOKYAKU 補助金 S

資本減耗 D 民 間設備 ス トック 実質 砲 社会保障負担 SI

統計上の不突合 DISC 第一 次 KP1 法人税 TC

有効求人倍率 EE 第二次 KP2 間接税 TI

輸出 実質 EX 第三次 KP3 各種移転 財政 個人 TGP

名 目 EXN 就業者数 L 法人 ・域外 個人 TOP

域内総支出 実質 GRE 第 一次 L1 個人税 TP

名 目 GREN 第二次 L2 域内純生産 実質 VP

移人 実質 IB 第三次 L3 名 目 VPN

名 目 IBN 移出 実質 OB 第一次 実質 VP1

政府固定資本形成 実質 IG 名 目 OBN 名 目 VPIN

名 目 IGN 総 支 出デ フレータ P 第二次 実質 VP2

民間住宅投資 実質 IH 政府 消費支 出デ フレ一夕 PCG 名 目 VP2N

名 目 IHN 民 間 消費デ フレータ PCP 第三次 実質 VP3

輸入 実質 IM 輸 出デ フレ一夕 PEXJ 名 目 VP3N

名 目 IMN 政 府 固定資本形成デフレータ PIG 域内所得 Y

負債利子 INTC 民 間住 宅投 資デ フレータ PIH 法人所得 YC

民間設備投資 実質 IP 輸 入デ ワレ一夕 PIMJ 個人可処分所得 YD

名 目 IPN 民間設備投 資デフレータ PIP 個人所得 YP

第一次 実質 IP1 第 一 次 PIP1 個人財産所得 YR

名 目 IPIN 第二次 PIP2 個人業種所得 YU

第二次 実質 IP2 第三次 PIP3 雇用者所得 YW



全国デー タ ……… 在庫残高,WPI,金 利 等

⑤ 持続 してい る調査 かど うかについては.時 系列 整備状況 と同様であるが,一 時的 に調査 を止

め,ま た始 めるとい うデータもあった。(デ ータの持続性)

例 社会保障給付,社 会保障負担データは旧SNA概 念 県民所得統計 では載っている。新

SNAに 移 行後 また載 せる県 もある。

以上,デ ータの探査 ・整備上で実際に生 じた問題 点について述べたが,地 域経済 レフ ァレンス情

報パ イロッ トシステムを利用 した場合,ど の程度問題が解決 出来得るかについてのテス トを行っ

てみた。必要デー タ名 をキーワー ドとして該当データの内 容 を出力 した結果 をと りまとめた もの

を表3-2に 示 す。 また,表3-3は 出力例である。

ノ
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地域 経済 レフ ァレ ンス情報パ イロッ トシステムに よるデー タの検索結果表3-2

、

NO デ ー タ名(キ ーワード)

検 索 件 数 該 当 情 報
一 ・ 一

鯛 査項 目名」

より
「目的」 より 「属性」 より 計 件数

時 系 列 整 備 状 況
明確なもの 不明確なもの

1 消 費 支 出 2 2 0 4 ※1 1 0

2 資 本 減 耗
一

0 0 0 0 0 0 0

3 求 人 5 1 4 10 ※3 2 1

4 輸 出 12 7 7 26 ※2 0 2

5 総 支 出 3 0 0' 3 ※3 1 2

6 固 定 資 本 0・ 0 0 0 0 0 0

7 住 宅 投 資 0 0 0 0 0 0 0.

8 輸 入 3 0 1 4 ※2 0 2

9 負 債 利 子 1 0 0 1 ※1 1 0

10 設 備 投 資 11 2
'0

1a ※2 1 1

11 在 庫 投 資 0 2 0 2 0 0 0

12 除 却 3 0 0 3 ※1 0 1.

13 設 備 ス ト ック 0 0 0 0 o 0 0

14 就 業 者 3 0, 0 3 ※1 1
'0

15 補 助 金 2 0 0 2 0 0 0

16 社 会 保 障 2 0 0 2 0 0 0

17 法 人 税 0 0 0 0 0 0 0

18 間 接 税 0 0 0 0 0 0 0

19 個 人 税 0 0 0 0 0 0 0

20 純 生 産 6 0 1 7 ※3 1 2

21 所 得 14 15 1 30 ※-7 3 4一

計 67 29 14 110 26 11 15

'

↓
+



表3-3テ ス ト検索例

検 索 結 果 リ ス ト

【登録番号】0000145

【統計調査名】 県民所得統計

【田沓機関】031200001千 葉県企画部統計課

【電'話 】

【住 所】 千葉市市場町1-1

【刊行物名】 県民所得統計

【発行機関名】 千葉県

【所属機関名】 千葉県企画部統計課

【調査分野】141:国 民経済計算

【対象地域】12:千 葉県

【据査方法】一 加工統計

【調査対象数】

【電算利用による】 処理の有無 無

提供の可否 不可

提供条件

提供媒体

収集期間 昭和

【調査の目的】

【対象の属性】

【概査項目名】

昭和59年01月20日

千葉県

【集計区分】 県別 【調査種類】

【調査周期】1年 【調査期間】 年度

【電算利用以外による】

提供の可否 条件付可

提供条件 申請書

提供媒体 印刷物

年 月～昭和 年 月 収集期間 昭和24年 月～昭和

i籔男舞 霊 鑑 撒 灘 編 書評 蹴 ・〔て1年間・生・出蹴 蛙剛 値・
加工統計 なので調査対象はない。

　建白
者
↑舗
肝
騒
鯛
羅
齢
得

持蜘額激酬噸

魏

齢

鑛
纏
縫
羅
罐
魏
購
毅

迎議

成
順
麓
線
装
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② シス テム利用の利点 ・問題点

〈利点 〉

① デー タ所在探査労力の軽減

表3-2に よるとデータ名(キ ーワー ド)21件 の うち,該 当情報 が得 られた ものは,11件

で約50%強 で あった。得 られた11件 の該当情報につい てはすべて所在が明確 であっ烏

データについて,さ らに細 かい点につい て問い合 せが生 ずる場合があるが,デ ータの所在が

わか ってい るた め,機 関の た らい回 しは避けられ,短 期間で相手先 に連絡がつ く等かなりの労

力軽減になる。(適 正検 索率 につい ては,第2章 システ ム評価参照)

② データ内容の正確 な把握

レフ ァレンス情報の内容がかな り詳細で あるため,検 索結果デー タが該当情報か どうかのチ

ェックが的確 にできる。

表3-2に おい ては該当情報か どうか迷 うもの'は1件 もなか った。

③ 多面的情報の把握

今 回のテス トでは該当検 索率は2.5割 程 度であったが,時 には付随 して出力 された情報の中か

ら思いがけぬ情報 を知 ることが出来 る場合 がある。特 に1!× ×地域 の△△ に関す る情報"の 有

無を知 りたい とい うような内容検 索ではか なり多面的情報が得 られ る場合 がある。

④ ①,②,③ で示 された よ うに今 までは経験者の知識 に頼 っていたデータ探査 がよりシステム

的に解決できるよ うに な り,1|探 す のに手間がかかるか ら代替デー タで間に合わ せるIIと い っ

たパ ターンか ら抜け 出せ る。

地域情報が それほ ど労力 をかけずに入手出来 ることにな れば,相 互流通 も促進 され る。

〈問題点 〉

① データの問題

。 今回のテス ト的 検索の結 果では,時 系列整備状況について不明確な ものが5割 強あった。

こ うい った デー タ整備上の問題 は各機関が レフ ァレンスデータシー トに記入する際,必 ず記

入すべ き事項 として注意 をうながす必要 がある。

o結 果表か らもわか るとお り,か な りの件数のデー タが「調査項 目名」の 中に含 まれ るキー

ワー ドをもとに検 索されている。従 って,項 目名の記入にあたつては,内 容をもれな く含む よ

うにしなけれぽな らない。

例えば,「 住宅投資」 「間接税」な どは県民所得統計の項 目として入 ってい る為,当 然 検索

した結果 検 索件数 該当件数が0に なる事はあり得 ない。 こち らは項 目名の記入が不充分

であった為 に生 じた問題 である。

② システムの 問題

。 検索の仕 方に よって同 じ県民所得の項 目でも検 索されない場合 がある。

例えば「固定資本」は 「総 資本」 とも言った り,あ るいは民間 と政府 を分離 して「民間資

本形成」 「公的資本形成」 とすることもある。 従って,今 回のテストでも 「固定資本」で検索
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す ると検索されていないが 「総資本」としては載 ってい るケースが ある。

こうい う例がかな り多 く見られ.今 後は 同義語辞書等についての機能 をシステムに持 たせ

るか,あ るいは出来るだけ統制 された用語(シ ソー ラス)を つけるよ うにす るかの工夫が必

要 とな る。

。 また,「 固定資本」 では「固定」 と 「資本」 と分割 し,OR条 件 で結べば今回の場合 も検

索出来 るであろ う。検 索の仕方 につい ては出来 るだけ単語 をバ ラすよ うにすると,多 くのデ

ータが検 索出来 るが,そ れだけ不必要 な もの も一緒に出て くる可能性 がある。 これ らについ

ては フリー ワー ド検索の問題 で ある。

5.2利 用 上 の 問 題 ・課 題

人力に頼 るデータ探 査等 をシステムで行 うと問題 点が解決され るかどうかについ ての結論は解決

出来 るもの,解 決 出来 ない ものがあるとい う事 である。

事実今回のモデル構築で生 じた細 か い 問題 点 の 「データの探査 」につい ては,レ フ ァレンス情

報の内容(目 的,属 性,項 目)を かなりきめ細 か く整備す ることに よって解決 出来 る部分である。

しか し,「 デ ー タの分散 」はデ ー タ探 査 後 の問題 で あ る し・「時系列 」・ 「地 域 区分 」 ・

、「デ ー タの持 続性 」についても,情 報は知 り得 たとしても・これらの問題 は統計 その ものの問題 であ

るため,シ ステムによっても何 ら問題の解決 とはなり得ない。.

システムが補えるのはデータ整備 上の導入部で あり,あ とは人的ネ ッ トワークに よるさらに細 か

い情 報の入手が必要で ある。 それでもデータ整備の糸口をシステム的につかめるとい う事は非常 に

大 きな力 となる。
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4.地 域 経 済 レフ ァ レンス情 報 流 通 へ の課 題

4.1シ ス テ ム 利 用 の 全 体 像

地域 経済 レファ レンス情報 パイロッ トシステムは,地 域経済情報の 円滑な流通を促進 するための

クリア リング機能強化の 目的で開発 された。

システム利用の全体像は図4-1に 示 すよ うに,シ ステムの利用者 ,シ ステ ムへのデー タ提供者,

システムの管理者 とい う3者 の関係が成 り立つ。

システムの利用者としては国の地方ブ ロック機関,地 方公共 団体,研 究機関,図 書館,中 小企業情報

セ ンター,地 域 経済研究所,商 工会議所,商 工会,民 間等 が想定 され る。 これ らの各機関は自機関

で独 自の情報作成あるいは情報の加工 をし,内 部 で利用するとともに各種団体,中 小企業,一 般需

要 者等への情報提供 をも行 ってい る地域情報拠点機関 といえる。利用,あ るいは提供 している情報

の内容 は,企 業情報や景気動向を知 るうえでの経済情報等であ るが,い ずれにしても各機 関とも現

状 では外部情報 を入手する上での困難性 をかかえてお り(表4-1),シ ステムにより地域情報 の

所 在源,情 報の概要等を知 ることは外部情報入手の際の手助けとなるであ ろう。

システ ムへのデータ登録 については,や は り上記の各機関が 自機関作成 の情報 にっいて 自ら,あ

るいは グループごとにまとめてシステムに提供す ることが望 ましい と考え る。

このよ うな方式が確立すれば,レ ファレンス情報利 用機関が レファレンス情報 の提 供を行 うとい

うルー プを描 き,シ ステムは 自律機能を持つ ことが出来 る。 もちろん情報提供者のみがシステムを

利用 出来 るということではな く,一 般需要者で もニーズがあれば充分 システムを利用 することが可

能 でなければならない。

システムを利用する側と情報を提供す る側の間で,地 域 レファレンス情報 システムの管理 ・運営

を行 う地域経済情報 センターが存在する。

地域経済情報センターは当然地域庸 艮拠点の1つ でもあるため,地 域 レファレンス情報の サー ビスのみ

な らず,① 地域情報作成 ・整備 ・蓄 積機能,② 地域 情報加工 ・分析 ・利用機能,③ 地域 情報 サ ービ

ス機能,を 備え る必要があるが,地 域経済情報 ネ ッ トワーク形成のための ク リア リング機能 とい う

点で は,各 拠点機関の中核 としての役割 を果 す(表4-2)。
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一二

データ作成機関
地域経済情報センターの機能
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図4-1シ ス テ ム利 用 の 全 体 像

表4-1 情 報 入 手 ・整 備 ・提 供 上 の 問 題

(57年 度情報 サー ビス機 関調査)

(a)情 報入手上の問題点

① 市販されていない各団体の報告書 ・行政機関から出される報告書等,価 値の高い資料につ

いてその存在を知ることが困難であり,収 集がむずかしい。情報の集中とすばやい公開が望

まれる。

② 行政のたて割 りによる情報機関へのデータ入手の不備不足がみられる。

③ 各機関でのシステムの違いによりドッキングが困難である△

④ 県内中小企業者が必要としている価値ある情報の把握がむずかしい。

⑤ 情報入手機能を分担したい。

(b)情 報 整備上の問題点

① 情報量 が多 くな ると体系的分類がむずか しくな り,か つ検 索が困難である。

② 情報の管理 ・提供 を機関内部各部署 で行 っているが,一 本 化す る必要があ る。

③ い ろいろな機 関で同 じよ うな資料を作 ってお り,調 査費角 も重複する。横の連絡をとりあ

79



って合理的にで きないか。

④MT,マ イク ロフィルム,将 来 は光デバイス等のマルチ メディアの採用 が必要である。統

計類 については,マ イクロフィル ム化が遅れているため利用者はスペ ースの問題に悩 まされ

てい るo

(c)情 報 提供 上の問題点

① 情報の検索に手間がかかる。情報検索 システムが確立 されていない。

② 情報量 は多いが情報の分野が偏 って おり,利 用者の ニーズにマ ッチした情報 を提供できな

いo

③ 情報収集 ・提供 システ ムの確立が不十分。 また,利 用体制の整備 と利用者側の意識高揚が

必要。

④ 冊子媒体による情報の提供 は受 ける側である中小企業の個別性,多 様性 からみて質 ・量 と

もに限 界に近づ きつつあ る。

従 って,今 後の課題 は電子計算機媒体 による提供の迅速 化 ・高度化を図 りなが らきめ細か

な個別応答サ ービスの充実 ・強化を推進してい くことである。

⑤ 人 材育成 ・情報 センターPRが 必要である。

表4-2地 域 経済情報センターが備えるべ き機能

(1)地 域 経済情報 セン・ターが備 えるべ き機能 ・

(a)情 報 サ ービス機能

① 地 域経済 レファレンス情報 データベースの管理 ・運用

各 地域機関から情報提供された レフジレンス情報のデータ入力,デ ータベ ース更新,検

索結果の依頼時出力,あ るいは定期 的出力等 データベースの管理 ・運用を行 う。

データの収集提供 サー ビスについては当面通信網を経由した オンライン会話型 で行 う事

はむずか しく,デ ータ入力にっいてはデータシー トへの記入 による漢字パ ンチ入力あるい

は磁気 テープ,フ ロ ッピーディスク媒体等による入力。

デ ータ出力にっいては定期 的及 び依頼時におけるバ ッチあるいはオ ンライン会話型のデ

ータ出力,結 果の送付 とい う形 式あるいは磁気媒体による提供 とい う形式 となろう。

② 一 次情報,二 次情報デ ータベ ースの管理運用

地 域経済 レファ レンス情報 データベースサー ビスだけで センターの維持はむずか し く,

又 地域情報 センターが地域情報化の推進役を果たす位置づけであることか ら,積 極的な独

自調査結果の集計加工,あ るいは外部情報の加工等を行い付加価値の高い二次情報の創出,

提 供をす る必要がある。

運用 すべき二次情報 としては官公庁の統計情報,地 域産業団体の所有 する産業経済情報,

地 方公共団体等の地域統計情報等 が対象となろ う。

デ ータの提供 は当面磁気テープ,フ ロッピーデ ィスク等によるオ フラインとなる。
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(b)計 画,調 整機能

ネ ットワーク内の データ収集,デ ータベ ース形成の際の分担あるいは その活動に対 する協

力の在 り方等ネ ットワークの運営に関する調整や長期的 展望に立 った情報 ネッ トワークの在

り方等についての全体計画が確立されることが必要であり,こ れらの計画作成に即して関係

卜 機関と緊密な連絡をとる必要がある。

また,ネ ットワーク内の各機関で行 われている情報処理の在 り方につ いて も全体で協議 し

つつ標準化を図 ってい く方向が望 ましい。従 って,地 域 情報 センターはこういった計画,調

整機能をもつ事が必要とされる。

(c)研 究,開 発機能

情報処理技術,情 報 ネ ットワーク技術の研究等情報提供 に関 して適切 な ソフ トウェアの見

直しと開発,効 果的なデータベース利用方法の研究等情報提供に係る研究開発は社会の急速

な変化に対応して常に進めなければならない。

(d)教 育普及機能

デ ータベース構造 の変更,デ ータ記入方法,利 用 方法の変更は社会進歩に伴い当然起 こり

得 る問題である。 このような シス テムサ イ ドの変更に関連 して,利 用者 に対する教育 ・指導
↓

が必要である。

又,提 供情報の範囲にっいても次第に充実するであろうが 「索引」の配布,「 利用 マニュ
←

アル」の配布等 が定期的に必要で あろう。 また研修会などもPR,教 育訓練の場 として必要

要 であ る。

(e)そ の 他

地域情報 センター機能を従来 の情報セ ンターに付加する場合は,a～dの 機能が 「その他

従来の機能」につけ加わるとい う位置づけになる。

4.2現 状 の 問 題 点 ・課 題

「システム利用の全体像」では将来像を含めて述べてあるが,現 状では次のような問題点があ り,

そ の解決方法の検討 が必要であ る。

(1)情 報 の収集 ・分類 ・整理

今回 システムに登録 されてい る地域経済 レファレンス情報 は関信越 ・東北の モデル地区の地域

経済統計情報約750件 で あり,地 域 が特定 されているため各機関の ニーズに応え きれない。

今後 はよ り地域的に広範囲な地域経済 レファ レンス情報 をもれな く収集 する方法,あ るいは情

報の更新方法 を検討 しなければな らない。 また,レ ファレンス情報の分類 ・整理 方法の検討 はよ

りよい システムを 目ざすための最重点 ポイン トである。

(2)シ ス テムの運営 ・普及

システムの運営については,将 来的 な発展方 向を見極めつつ,そ の運営主体 や下記運営費用の

検 討等を行い,基 本方針を設定する必要がある。なお当面は,(財)日 本情報処理開発協会におい
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て試行的 に運用を 開始する。 また,地 域経済 レファ レンス情報の収集経 路の確立や システムの利'

用 促進の ためにも普及活動の具体策を検討する必要がある。

① コン ピュータ,周 辺機器使用料

② 情報 整備,サ ー ビス,コ ンピュータ運用等人件費

③ ス トックフォーム,イ ンク リボン等消耗 品費

④ コン ピュータ運用に要す る電気代

⑤ コン ピュータの修繕 保守費用

⑥ 郵送 費等通信費,印 刷費

③ 地 域経済情報 センター設置

地 域経済情報 センターについては,そ の性格づ けを更に明確化し,設 置,運 営体制の確立を図

る必要が ある。

4.5問 題 点 ・課 題 解 決 の 一 方 策

(1)情 報 の収集経 路の確立にっいては,ま ず情報提供機関をどの ようにして組織化するか とい う問

題,実 際 にデ ータ作成をどの ように行 うかの2点 に分け られ る。

(a)地 域 機関の組織化にっいては現在の組織体制を活用す ることが最 も可能性が高い。

例 えば各県 の統計 情報 については地方 ブロック機 関ない しは地方 自治情報 センター,中 小企

業情報にっいては中小企業事業団あるいは商工会議所連合会等 々,主 な地域情報拠点の協力を

得て データ収集経路の すそ野を広げる方法であ る(図4-2に 例示 する)。

しか し,こ の ような広範囲の ネッ トワークは長期的 なものであ り,当 面はシステムの設計書

・ソフトウェア,デ ータの提供等を通 じて,そ れぞれの ブ ロックごとの地域 レファレンス情報整備 を

進めて もらうことが まず必要 とな る。

地域経済情報
センター

壷 地方ブ.
ック機 関

ヰ小企業
情報 センタ

図4-2既 存 組織 との リンクによる情報 ネ ッ トワークの拡大

82



(b)情 報作成上の問題点としては,① 情報の分類 記入様式の標準化,② 情報 作成上の諸経費の充

当処理があげられ る。

①の情報 の分類,記 入様式の標準化については,58年 度 「データ整備 マニ ュアル」を作成

し,そ の一助 と した。 また,今 後 の方策と して分類整備に関 しては図書館 との提携等,次 のよ

うに考えている。

〈 レファレンス情報分類 ・整備にっいての方策>

O各 種 の資料を利用す る場合 ,自 分の抱 えている問題を与え ると必要な資料が出て きて提供

を受けられ るよ うな システムが理想的であろ う。 しかし,こ れを実現するためには,利 用者

の 与えた問題 から中心 となる事項(主 題)を 汲み取 り,更 に蓄積している資料の意味を読 み

取 って,目 的とする資料であ るかど うかを判断する機能が必要であ る。 しか し,現 状では こ

れ らの機能 を機械化する手段が なく,も し実現の可能性があるとしても,第 五世代 コンピュ

ータで研究 されている推論 や意味論 など
,多 くの課題が解決 され る必要がある。

したがって現 状では,コ ン ピュータを使 った資料の収集 ・提供 システ ムで あっても,数 多

くの資料 を効率良 く取 り扱 い,様 々な利用者の要求に応 じて適格にこれを提供す るためには,

従 来か ら行 われてい る方法 を取 らざるを得 ない。それは,資 料をそれぞれの利用 目的に合わ

せて,分 類 ・保管し,検 索'提 供するとい う,図 書館等で使われてい るシステムである。

当委員会で取 り組んでいるシステムでも,資 料を効果的に提供 して行 くためには,入 手 し

た資料 を分類 ・整 備 してお くことが重要 となる。

。 収集 した資料を分類 するね らいは,① 資料 の管 理 ・保 管 を容 易 にす る こ と
,② 資 料

の検 索を容易にする こと等である。

このために,現 在採用 されてい るのが,図 書 分類 であ り図書 カー ドシステ ムである。

レフ ァレンス情報 カー ドも,図 書 カー ドよ り記入項 目が多いとい う点を除けば
,図 書 カー

ドシステムと同様の運用 ・管理形態を取 ることとな る。

・o現 在
,資 料を分類す る方法 としては,図 書館で使われている日本十進 分類(NDC)が 最

も一般的 なものである。 しかし,日 本十進分類では当委員会が対象 としてい る統計 資料 の分

類 方法 が粗いため,県 の資料室などでは,県 や市町村,産 業によって分類 したり,日 本十進

分類 を核 とした独 自の基準 で分類 を行 っている。

また,当 委員会で取 り組んでいる レファレンス情報の分類方法 としては,「 総理府統計 局図

書 館蔵書 目録」 を採用 してい る。'

Oシ ス テムの 利用者は,こ の分類で資料を探すことがで きるが,更 に作成機関や調査項 目,

調 査の主 旨などによって探 すことも可能 となっており,こ の点で図書 カー ドより進歩 してい

る といえる。

しか し,コ ン ピュータを利用 した この分類 や検索の方法が最善の ものであ るとい うことで

は ない。長 い時間をかけて築き上げ られた図書館の分類方法 と同様 に,私 達 もコンピュータ

,の 特色を生か した新 たな分類方法,検 索方法の研究を進めて行 くことが,レ ファレンス情報,

ひ いては,地 域経済情報をよ り有効かっ効果 的に活用 するための重要な研究課題である。
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。 レファ レンス情報を入手す るため,当 委員会ではアンケー ト方式で集あたが,提 出された

個票の記入の仕方に違 いがあ り,検 索を行 う時に問題 となると思われ る。効果的な レファレ

ンス情報を作成 する理想的な方法は,現 在図書 館で行 われてい るように,そ れぞれの 目的 に

応 じた一定の基準 に従 って統一的に整備 を進めることが重要であ る。

'。 資料を収集 ・提供することは
,従 来から図書館の事業 として行 われて来 たことであり,当

委 員会でもこれ らを体系的に まとめた図書館学 に学ぶべ き事項 が多いもの と思われる。しか

し,図 書 館業務の コン ピュータ化が まだまだ本格化 していない状況 にあるため,両 者が一致

協 力 して問題の解決に当たってい くような体制を築 き上げ ることも今後の課題 として考慮 し

てお くべきであろ う。

O図 書 館では現在,書 物 を中心に収集 ・提供 してい るが,近 年幾つかの図書館では レコー ド

や映 画,ス ライ ドなど様 々の媒体を取 り扱いつつあ り,コ ンピュータ媒体の資料のサー ビス

が実施 され,更 に図書館業務 の一つである広報や資料研究の面 でもコンピュータの利用 が進 め

ば,ま さに当委員会で提案 している地域の公共的情報 センターの一 つとして機能を果 たす こ

とになろ う。

② の情報作成上の諸経費については,情 報作成機関は情報利用機 関であるとい う原則 に立 ち・

投 資効果 を明確 にした上で,で きる限り費用の分散化をはか る方向で協力を得 る必要がある。

投資効果 とは次の点 と考 えられる。

o

、O

o

(2)シ ステ ムの運営 ・サー ビスに係 わる諸経費については,

(情 報 センターへ の依頼件数,そ の対応に要した労力 ・費用)を 把握 し,分 析 ・検討 の うえサ ー

ビスの規模,必 要経費,人 員等について整理を してい く方法 となろう。

(3)シ ス テムの普及

以 上の(1×2)を進 めるためにはシステムの普及が重要 であり,各 ブロックごとの会議 に出席して

説明をする。 あるいは中核 とな る情報拠点機関への協力要請等を行 うことが必要である。

自機関の情報整備に役立っ。

広 範囲の地域経済 レファレンス情報 を磁気テープ又は フロッピーデ ィスクで入手で きる。

または適宜 必要 な地 域経済 レファ レンス情報の提供(リ ス ト等)を 受け られ る。

地域経済情報ネ ッ トワークへの参加がしやすい。

59年 度以 降の試行期間 における実績
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5.地 域 別 情 報 拠 点 の育 成 と情 報 ネ ットワークの形成

5.1分 散 型 ネ ッ トワ ー ク 形 成 の ス テ ッ プ

ネッ トワーク形成のステ ップは図5-1に 示 されるように.次 の4段 階に分 けられ る。

① 各地域,各 機関における情報ニーズ調査,情 報利用方法の研究が行われ,拠 点のあ り方が検討

され る段階。

②地域情報機関ごとで,内 部データの整備,外 部情報の うち入手可能なものについてのデータ入

手,デ ータベースシステム等 の開発を通 じ拠点 としての機能を備え る段階。

③外部 との情報ネ ッ トワーク形成の環境整備 として ク リア リング情報の整備をはか る段階。

④情報拠点間のネ ッ トワーク形成及び確立をはかる段階。

・データ利用方法の研究

・拠点のあ り方検討

Ψ

・情 報 拠 点 の育成

・内部 デ ー タの整 備 ・利用
<

Ψ

情 報拠 点 間 の ネ ッ トワー ク

を形成 す るため の ク リア リ

ン グ機能 の 形成

、'

情報拠点 間のネッ トワーク
形成及び確立

1

図5-1地 域 情報拠点構築のステ ップ

5.2地 域 特 性 を 考 慮 した ネ ッ トワ ー ク形 成 及 び 確 立 へ の 道

今 回の関信越 ・東北地域における調査 ・研究委員会のメンバーは,5.1で 述 べ た第2ス テ ップ(情

報拠点 としての機能を備 える段階)に ついては,か な りその機能を備 えつつある機 関が多か った。

しかし,情 報拠点として成 り立 ってい くかどうかについては,そ の機関がどの ような地域的情報特

性 の中に存在するかによってかわ って くる。 すなわち,情 報の需要 ・供給の流れはその地域の産業
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特性,都 市機能,管 理 ・中枢機能,生 活特性 によって変 わって くるからである。 この点で関信越,特

に首都圏 と東北地域を比較すると,今 回の情報が公益性 の強い地域統計に係わ るレファレンス情報

であることを考慮す ると,国,地 方公共団体での利用意識 はそれほど地域特性はない ものの(56

年 度,レ ファレンス情報サー ビスに関する意識調査) ,民 間 においては利用意識 がかなり異 って く

ると思われる。

表5-2に お いては,関 信越 に管理中枢機能 がが集中 し,業 務分野別 コン ピュータの適用業務で

解 析 ・計画及び予測業務の割合が多い ことを示 してい る。

また,経 済のサ ービス化(ソ フ ト化),特 に情報サ ービス業の進展にっいては事業所数の比較を

す ると関信越地 域は東北の13倍 強 である。(表5-1)

表5-1特 定 サービス産業実態調査(昭 和58年11月)

報サービス楽
都道府県

事業所数 従 業者 数
(人)

年間売上高
(百万円)

青 森 6

0

303 1β76

東 岩 手 6 350 2,081

宮 城 32 1,273 9,732

秋 田 10 317 2,008

山 形 7 219 1β59

北 福 島 ・16
691 3,102

計 77 3,158 19,658

茨 城 15 1,186 6,402

栃 木 1・7 596 2,983

群 馬 17 1,219 6,673

関 埼 玉 49 1,747 8,698

東' 千 葉 43 1248 7,465

甲 東 京 710 58,689 524,575

信 神 奈 川 78 7,506 78,144

越 新 潟 43 1,305 10,270

静 山 梨 11 306 1,468

長 野 25 1,076 6,467

静 岡 21 997 4,580

計 1,029 75,875 657,725

以 上の点か ら関信越地域 と東北地域においては特に民間において,ソ フ ト的にもハ ー ド的にもか

な りの 開きがあることがわか る。

情報の地域破行性は是正 しなければならないとして も,実 際はその地域の現状 にあ った ネッ トワ
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一 クの推進が必要 とな る
。

今 までは,地 域経済情報流通促進に係 わる課題のう ち,両 地域で共通 しだク リア リング機能につ

いて検討 してきた。

今 後,さ らにネ ットワーク体 制の確立,ネ ットワLク の拡大 に向けて両地域 ともより地域性 を意

識 した対応が必要 となって くるであろう』
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表5-2業 務 分野別 コンピュータの適用業務(通 商産業局別)

(単 位:件 数}

局

別

処 理 方 式

業務分野分.

合 計

事 後 処 理 的 業 務 解 析 ・ 計 画 ・及 び 予 測 業 務

小 計、 バ プチ処理'
リモ ー ト
バ ッチ 処 理

リアルタイム ・

処 理

タイムシェア

リング処理
小 計 'パ フテ処理

リ モ ー ト

.パ プチ処 理
リアルタイム
処 理

タイムシェア
リング処理

仙
・

台

計 1,153 1,035 851 54 116 】4 118 88 10 6 14

1企 画 ・ 調 整 15 11 10 0 1 0 4 4 0 0 0
」

2広 報 ・ 宣 伝 6 5
'5

0 0 0 1 1 0 0 0

3購 買 127 120 101 .5 13 1 7 6 0 0 1

4生 産 54

.

41 32 4 5 0
」

13 11 .1 0 1

5販 売 199 181 144 13 23 1 18 16 0 1 1

6製 商 品 在 庫 139 132 102 10 19 1 7 5 0 1 1

7輸 送 ・ 通 信 17
'15 9 1 5 0 2 2 0 0 0

、

8設 計・研究開発及び技術情報 37 19 13 2 2 2 18 10 3 2 3

9人 事 ・ 給 与 177 172 163 3 5
・1

5 4 1 0 0

10貴 金 ・ 財 務 158 151 134 7 8 2 7 5 1 0 1

11預 貯'金 106 101 70 4 26 1 5 3 1 0 1

12そ の 他 118 87 68 5 9 5 31 21 3 2 5

東

京

計 1駄657
.

16,320 1.1540 1,690 2679 411 …a337 2324・ 2'00 378 345

1企 画 ・ 調 整 736 402 333 26 24 19 334 239 23 27 45

2広 報 ・ 宣 伝 222 180 160 4 15 1 42 29 2 6 5

3購 買 2188 1,937 1,333 216 354 34' 251 194 17 24 .16

4生 産 1.85・9 1,416 903. 188 287 38 443 307 41 63 32

5販 売 a204 2700 L720 365 562 53 504 382 29 59 34

6製 商 品 在 庫 a608 2341 1,475 306 519 41 267 188 19 43 17

7輸 送 ・ 通 信 598 489 295 61 129 4 109 70 12 18 9

8設 計 ・研究開発及び技術情報 1,280 727 456 87 103 81 553 305 82 66 100

9人 事 ・ 給 与 2」459 2189 1,868 147 133 41 270 213 16 17 24

10資 金 ・ 財 務 2278 2005 L604 168 194 39 273 210 17 24 22

11預 貯 金 1,214 1,124 848 65 196 15 90 67 7 10 6

12そ の 他 1,011 810 545 57 163 45 201 120 25 21

.

35

(全 処理件 数の うち解析 ・計画及び予測業務に占める割 合が東京`tI6.98S.仙 台は10.23%}
－uンピゴ タを利用 している全国企業5696社%プ ル調査 一1情 報処理実態調査 昭和58年r2月}



以下,特 に東北地域 における今後の情報拠点の育成 と情報 ネッ トワーク形成の進めかたについて

考察 してみよう。

東 北地域の現状 を見 ると,全 国に比べて相対 的に域内産業 に 占め る第1次 産業の割合が高 く,第

2・3次 産業の割合が低い とい う状況 にあ り,更 に第2次 産業の1人 当 り出荷額,付 加価値額 が全

国平均 より低い ことや,イ ンフラス トラクチ ャー整備 の遅れ,労 働力の域外流失等 々,様 々な格差

や問題を有してお り,4割 経 済 といわれ る関東地域に比べて,東 北地域の情報化の ための基盤整備

にはかな りの遅れ があるものと思われる。

更に,関 東地域 には経済面 に加えて,政 治 ・行政等あらゆる中枢管理機能が集中してお り,情 報

処理の面でも各種の データや利用技術,技 術者 ・研究者等 々情報の量において も質において も集積

が進んでいるが,東 北 地域では常に中央での決定 に沿って 自らの活動方向を定めて行 くような体制

にあ るため,コ ンピュータの利用は コス トパ フォーマンスの高い大量の集計業務処理等が優先 され,

意 志決定支援等,効 果 が明確に評価で きない業務での立 ち遅れが大 き く,こ の面で も情報化の意識

にかな りの開 きが あるもの と思われる。

これを,「 地域経済 情報 ネッ トワーク形成に関す るアンケー ト調査」(昭 和55年 度 報告書参照)

の 結果 で再度 見てみ ると,「 電子計算機の利用状況」については,県 ・銀行で関東 とほぼ同じ水準

にあ るものの,市 町村 での利用率は関東の半分以下,商 工会議所では3分 の1以 下 と利用率がかな

り低 くなっている。 「デ ータベ ースの作成」については,関 東で26%の 機 関が作成済,46%が

作 成予定 となってい るが,東 北では13%が 作 成済,41%が 作成予定となってお り,デ ータベ ー

スの整備率において も関東の半 分となっている。

また,「 情報の相互 利用」 として,各 機関ど うしが情報を相互に交換 して利用す るよ うな体制へ

の参加について聞いてい るが,関 東では74%の 機関が参加 「可能」又は 「条件が整えば可能」と

しているのに対 して東北では57%と か なり低 く,「 不可能」 としている機関は関東で16%,東

北 は32%と な ってお り,情 報の利用に関する意識にもかな りの開 きがみ られ る。

これ ら関東地域 と東北地域の格差の原因としては,コ ンピュータの利用率が低い こと等,個 別機関

及 び地域 的に情報化に対す る設備面での基 盤の整備が不充分で あることの他,政 治 ・経済等あ らゆ

る分野の中枢機能 が集 中している中央 と,そ の決定 に従って活動 し中央を支えている地方 との役割

の違いが情報化に対す る意識の違 いとなって現れてい るものと考え られる。

しか し,こ のよ うな状 況にあるものの,「 地方の時代」 といわれ,地 域独自の開発 ・発展が望 ま

れ てい る今 日,種 々のハ ンデ ィキャ ップを克服 しつつ有効かつ効果的 に地 域開発 を進めて行 くため

には各種の地域情報を有効に活用 することが重要 であ る。 この ため,地 域特性を考慮 しつつ東北の

情報化を積極的に推進 することが不可欠であ り,域 内の各機関が情報 を集積 し,有 効に利用で きる

よ うな情報拠 点 としての機能 を充実 させて行 くと同時に,各 機関において作成 されたデータを相互

に利用 しあえ るような地域情報 ネ ットワークを形成 して行 く必要がある。

以 上のような認識の下に,東 北地域における情報拠点の育成 と情報 ネッ トワーク形成を具体化し

て行 くための方策について示 す。
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これ らを推進 するためには,各 機関において企画部門等の 「情報利用部門」,統 計部門等の 「情

報作成部門」,コ ンピュータ部 門等の 「情報処理部 門」それぞれの連携を図 りつつ情報 マイン ドを高

めて行 くことが最 も重要であ る。

また,コ ンピュータによるネットワーク以外 にも既存の情報交換体制 を拡大 し各機関の繋が りを強

め てい くこと等 により,人 的な ネッ トワークの形成 ・拡大を図 ること等,情 報化の発展 を裏付 ける

基盤を整備 して行 くことが重要で ある。

一 方
,技 術的 な基盤 は急速に整備 されっっあるが,多 くの機関において作業部門 として位置づけ

られている 「情報処理部門」だけの努力では解決出来ない問題が多数 あるため,「 情報利用部門」,

「情報 作成部門」の積極 的な取 り組みが重要である。

こういった観,点から,

① 情報拠 点 ・情報 ネ ットワークの意識の啓蒙 ・普及

(情 報 利用部門,情 報作成部門,情 報処理部門)

② 情報利用技術の修 得 ・普 及

(特 に情報利用部門,情 報処理部 門)

③ 情報流通 に関する体制の整備'

(特 に情報作成部門)

④ 個別の機関ど うしでの情報 ネ ッ トワークの実施

(特 に情報作成部門,情 報処理部門)

⑤ 組織的な情報 ネッ トワークの実施

(情 報利用部門,情 報作成部門,情 報処理部門)

等 の活動を,そ れぞれの部門が有機的な連携 を保ちつつ実施 して行 く必要があ る。

今後 これ らの各種の課題 を検 討 し,成 果を啓蒙 ・普及するため,東 北地域 では現在の委員会を母体

と して,自 治体の連絡会議 ・担当官会議や経済団体の会合等既存の各種 の会合 との連携を取 りつっ

調 査研究 ・啓蒙普及等の活動をす る研究会等 なん らかの組織を設置すべ く検討を行って行 くことと

しており,当 面は 「情報処理部門」 が情報 ネ ットワーク形成のための技 術的課題の検討を行 う。

これ と並行 して,レ ファレンス情報等,流 通 データを整備するため 「情報作成部門」の組織化を

図 る。次いで,「 情報 利用部門」の組織化を図り,更 にそれぞれの部門が連携 して本格的な情報ネ ッ

トワークの実現に向けて活動 して行 くこととしたい。

また,関 信越地域 については,59年 度以降,

① 地域経済 レファレンス情報 システ ムの運営 に係る基本方針 の検討

② 機 関相互のニーズに基づ く地 域情報交換の推進

③ 各機 関の地域情報分析手法の紹介

④ 情報流通促進 にあた っての問題点(社 会的,技 術的)の 検討

⑤ その他地域情報化に関する事項

等 について より具体的 に推進すべ く,「 地域経済 情報流通懇談会」の設置 について検討中である。
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の 啓 蒙 ・普 及

図5-2情 報 拠点育成 ・情報ネ ッ トワーク形成のための連携

5.3他 の 情 報 ネ ッ トワ ー ク と の 関 係

現 在,新 聞紙上を賑わしているINS構 想(高 度通信情報 ネ ットワークシステム)は ハー ド面で

はどの機関とで も情報交流が 出来 るとい う可能性 を与えた。 問題はどの ような情報 を誰と交流する

か とい うソフ ト面での問題,回 線利用制約の問題 である。

INS構 想 と通産省,郵 政省等が出してい るテクノポリス構想,テ レ トピア構 想 と は早 晩 ソ フ ト

・ハー ド面で ドッキングし,地 域情報 ネッ トワークが形成 され,産 業情報,生 活情報全般 にわた り

流通す ると思われる。

また,中 小企業者向けの付加価値通 信欄(VAN)の 普 及,こ れらを通 じて流通 する情報 も企業

情報 として位置 づけ られる。

一 方 ,中 小企業庁,中 小企業事業団,中 小企業情報 センターが一体 となった地域の中小企業者へ

の中小企業情報提供 ・サー ビス体制 も次第に全国 に根をはりつつある。

これらの ネ ットワークと当調査 ・研究での地域情報 ネ ッ トワーク形成 をどのよ うに関連づけ るか

については次の よ うに考え る。
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① 究極の 目的はどの ネ ヅトワークとも同じであるが,当 調査 ・研究においては互いの地域機関が

対 等の立場で必要 な情報 を交換し合 うというネ ッ トワークを目指 して おり,そ の点で サービスを

受け る側の産業 の育成を 目指 した情報提供機関の育成,情 報 サー ビス体制の確立 とは質的 に異 な

る。 従って産業振興,中 小企業振興にはその機関全体の情報処理 能力の向上を通 じて関接的に貢

献 するものの,あ くまで主 目的は分散型情報 ネ ットワークを目指すことであり,そ の段階で地域

機 関 自らの情報化(外 部 ・内部情報処理能力の強化,情 報拠点化)が 必要 であ る。

おのおのの機関はそれぞれの機関の ニーズに従 って強化された情報処理機能をもって企業活動

,行 政活動等にあたることとなる。

② それぞれの拠点機 関が必要 な情報の うち,地 域属性が主たる情報は同じ経済圏 をもつ地域の ネ

ッ トワークを作 り迅速な流通を図るとい うのが この調査 ・研究の 目的であった。

一 方
,必 要 な情報の うち産業属性 が強い情報 については産業別 ネ ットワークが作 られ るであ ろ

うし,そ の他の属性情報 についても属性 に応 じて,今 後 とも何層 もの ネッ トワークが作 られ るで

あろ う。 また,1機 関 として何層 ものネ ッ トワークに参加する可能性 も大 きい。

他 の情報 ネ ットワークとの関係は,こ の ような重層 関係で とらえ ることが出来 る。

地域経済情報 ネットワーク

中小企業 情報 ネットワーク

生活情報 ネットワーク,

1つ の 機関

③ しか しながら,多 くの ネッ トワークが形成 され る中で,必 要に応 じて拡充のため整理 ・統合 さ

れ る事 もあ り得 る。 それは現時点では予測のつかない事であ り,ネ ッ トワークが成熟して くるか

な り先の時点で あろ う。

5.4情 報 の 高 度 利 用

地 域機 関の情報拠点化は,

① 地域情報の作成 ・整備 ・蓄積機能

② 〃 加工 ・分析等高度利用機能

③ 〃 入手 ・提供等 ネ ッ トワーク機能

の強化であ り,最 終的 には情報をいかに有効 に活用 し得 るかとい う事が非 常に重要である。

58年 度 は,地 域経済 レファ レンス情報 パイロッ トシステムの有効活用 の研 究 と と もに,情 報

の高度利用の事例研究 として 「地域経済 短期予測モデル」の開発を行い,そ の結果 を別冊 資料 「地

域経済短期予測 モデルの概要」と して とりまとめた。
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5.5ま と め

本調査は,関 信越 ・東北地域における地域経済情報流通 を促進 するため,流 通状況の把 握,問 題

点の分析を し,当 面の課題を明らかにすることを 目的 として55年 度 か ら進め られて きた。

56年 度 か ら進め られている 「地域経済 レファレンス情報サ ービス」1は,一 次情報流通のための補

助手段であ るが,今 日の ように情報の交通整理 が不充分の状況では欠かせない機能であ り,ま た多

くの機関か らこの案 内機能に対す る要望 が強 くよせ られてい る。

しか し,今 年度の調査結果か らも明 らかなよ うに,こ れ ら情報のサー ビス実現 については経費の

問題,サ ー ビス情報の内容の問題,提 供形態の問題,体 制の問題等どれ1つ を とって も早急に解決

の つ く問題ではあり得 ない。 しか し,現 在地 域情報 サービスを行 っているどの機関に とっても共通

の問題であ り,こ れ らの地域機 関をもとり込んだ総合的な情報流通促進への取 り組みが必要 となろ

う。
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資料1

地 域経済 レフ ァ レンス情報 シ ステムデータ整備 マ ニ ュアル

この マニ ュアルは,地 域経済に関す る経済 データの所在源を検索し提供す ることを 目的 とした 「地

域 経済 レファレンス情報 サービスシステム」 で使用するためのデータシー トを,効 果的に整備 すること

を狙い として作成したものです。

調査項 目,資 料の分類方法等 まだ まだ不備 な点が多数 あると思い ますが,シ ステ ムの利用者や関係

各 位のご意 見をいただ きなが ら改善 して行 きたいと考えてお ります。

今 後の改善 を図るため,皆 様からの積極的なご意見をお願 いいたします。
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1.整 備 す るデ ー タの範 囲

レファレンス情報として整備するデータの範囲は,地 域経済に関する統計データであり公表可能な

ものとします。

2.記 入方 法

記入方式の項 目には略称等を用いず名称を正確に記入して下さい。

また,選 択項目の場合には該当する番号に○印を付け,更 に該当欄に番号を記入して下さい。 「そ

の他」の場合には内容を具体的に記入して下さい。

5.記 入 項 目及 び記 入 要 領

① 統計調査名(検 索項目)

統計調査名を記入して下 さい。

② 調査機関名

「調査機関コード表」(別 表1)に 従って機関コードを記入し,更 に機関名を記入して下 さい。

③ 電 話

当該データを必要 とする場合,担 当部門に連絡できるよう市外局番,内 線番号等を含めた電話

番号を記入して下 さい。

④ 住 所

住所を記入して下 さい。

⑤ 刊行物名

統計調査結果が刊行物として出版 されている場合,刊 行物の名前を記入して下さい。

⑥ 発行機関

⑤の刊行物の発行機関名を記入して下さい。

⑦ 所管機関名

当該調査が委託調査等の場合,所 管する機関名を記入 して下さい。

⑧ 統計調査の分野(検 策項目)

〈分野コー ド〉

統計調査を分類する場合の分野コードを 「統計資料分類表」(別 表2)か ら選んで記入して下

さい。

当該統計が幾つかの分野にまたがる場合は3つ 以内で記入して下さい。

〈分 野 名〉

分類表に該当する分野が無い場合には独自の分野名を2つ 以内で記入して下さい。

⑨ 調査対象(地 域)(検 索項目)
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〈地域 コー ド〉

日本標準規格(JIS)の 「地域分類 コー ド」(別 表3)に 準 じて調査対 象範囲を県単位で記

入 して下さい。(例,調 査対象範囲が市町村 の場合は,県 コー ドを,幾 つかの県にまたがる場合

には全 ての県 コー ドを記入 して下 さい。)

〈 分 野 名〉

調 査対象の地域名を具体 的に記入 して下 さい。

⑩ 調査方法

「1.悉 皆(全 数)調 査」,「2.サ ンプル調査」,「3。 その他」の うち該 当す る番号に○

印を付 け,当 該欄 に番号 を記入 して下 さい。

また〆 「3.そ の他」の場合には調査方法 を具体的に記入 して下 さい。

⑪ 集計区分

「1.全 国 」,「2.県 別 」,「3.市 町 村別」,「4.そ の 他」の うち該当す る番号に○印

を付 け,当 該欄 に番号 を記入 して下 さい。

また,「4.そ の他」の場合 には集計区分を具体的に記入 して下 さい。

⑫ 調査種類

「1.承 認統計」,「2.届 出統計」,「3 .指 定 統計」,「4.そ の他」の うち該当する番

号 に○ 印を付け,当 該欄に番号 を記入 して下 さい。 また,「4.そ の 他」の場合には調査の種類

を具体的に記入 して下 さい。

⑬ 調査対象数

調査対象を記入 して下 さい。 調査毎に対象数が変化す る場合には,最 新時点の調査対象数を記

入 して下 さい。

⑭ 調査 周期

「1.5年 」,「2.3年 」,「3.2年 」,「4.1年 」,「5.半 期 」,「6.四 半 期」,

「7.月 」,「8.不 定 期」,「9.そ の 他」の うち該当す る番号に○ 印を付け,当 該欄に番号

を記入 して下 さい。また,「9.そ の 他」の場合には調査周期 を具体的 に記入して下 さい。

⑮ 調査期間

「1.歴 年 」,「2.年 度」,「3.そ の他」の うち該当す る番号 に○印を付 け,当 該欄に番

号 を記入 して下さい。 また,「3.そ の 他」の場合 には調査の期間を具体的に記入 して下 さい。

⑯ 電算機 利用による(処 理及び提供)

〈処理の有無〉

電 算機利用によって処理 している場合は 「1.有 」,処 理 していない場合は 「2.無 」 に○印

を付 け,当 該欄に番号 を記入して下 さい。

〈 提供の可否〉

電 算機媒体によるデータ提供 が全面的に可能な場合は 「1.全 可」,不 可能な場合は 「2.不

可 」,条 件 が整えば可能 な場 合は 「3.条 件 付可」に○印を付け,当 該欄 に番号 を記入 して下 さい。
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〈提供の条件〉

電 算機媒体によるデータ提供の条件を 「1.覚 書 」,「2行 管承認」,「3 .申 請 書」,

「4.個 別協議」 ,「5.そ の 他」か ら選 んで○印を付け,当 該欄 に番号 を記入 して下 さい。

また,「5.そ の他」の場合には条件 を具体的に記入 して下 さい。

〈 提供媒体 〉

電 算機によるデータの提供媒体を 「1.MT(磁 気 テープ)」 ,「2.フ ロッピー」,「3.

カ セ ットテープ」,「4.磁 気 ディスク」,「5.そ の 他」か ら選んで○印を付け ,当 該欄に番

号 を記入 して下さい。 また,「5.初 他 」の場合には媒体を具体的 に記入 して下 さい
。

〈 収集期間〉

電 算機利用 によ ってデ ータを収集 してい る期 間を記入して下 さい。

今 後 も継続 して収集する場合には開始年 月だけを記入 して下 さい。

なお,外 部に委託 して集計 してい る場合には この欄 に記入 しないで⑰の各欄 に記入 して下 さい
。

⑰ 電算機利用以外にょる(処 理及び提供)

⑯ と同様に記入 して下 さい。

⑱ 調査の 目的(検 策項 目)

当 該調査の 目的を具体的に記入 して下 さい。

⑲ 対 象の属性

調 査対象の特徴,性 格等属性にっいて具体 的に記入 して下 さい
。

(例)・

⑳ 調査項目

資本金1千 万円以上1億 円以下

水田利用再編対策実施市町村

生産動態統計調査及び商業動態統計調査の対象事業所の中からエネルギー消費量を

勘案 して指定された事業所

都内に事業所を有する製造業,卸 売業,小 売業

(検 索項目)

調査表の表頭 ・表側に記載 されている項 目名を記入 して下 さい。

(調 査の 目的,対 象の属性,調 査項 目等(検 索項 目)と 記載 してある項 目について は,レ ファ

レンス情報検索 システムによ る情報検索の キーワー ドとして利用 され ます
。)

4.記 入 注 意

各項 目の文字数制限は別表4の とおりです。
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(記 入 例)1

*登 録 番 号 1川 1田 □
'

(.リ 捌 セイWド ウタ(Fウ ケイ+。・,・(,eア・ガスゲツ醐

統計調査名:①

生産動態統計調査(高 圧ガス月報)

(7リ ガナ}センダイツウシヨウサンザヨウキヨクソウムプチヨウサカ

商査機関名: ②ロコ=[[[[エ コ
仙台通商産業局 総務部 調査課

電話: ③ 02』22-63-1111内 線50.78

(7リmaミ ヤギケン+Zン ダイシmン マチ

住所: ④

宮城県仙台市本町3-3-1

刊行物 名: ⑤

東北通産統計年報

発行機関名: ⑥

東北指定統計調査会

所管機関名: ⑦

通醒 業省議 蹄 部

調査方法:① 悉皆(全R)M査2・ サンプルロ査

3,そ の他 ⑩

国賓種類:

4.その 他

調査周期:1

8.不 定期

頂査の 目的:

1

1.承 認統計2.届 出統計 ③ 指定統計

⑫ 3

。⊇ 蒜
9.そ の他

2.3年3,2年4.1年5.半 期

⑭ 7

統

計

凋

査

の

分

野

閲

査

対

象

分野 コー ド

⑧

分野 コー ド

分野 コー ド:

分野名:

(
分野名:

(
地 域 コー ド:

地域名:

集計区分:L全 国

④ その他 ⑪

調査対象敬:

⑱

調査期間:① 暦年

東北六原における鉱工藁生産

の動態を明らかにするため

対象の日性: ⑲

東北六県で、高圧ガス、液化

ガス、固体 ガスを製造 してい る

企業全部

頁査票の頂査項目名:

高 圧 ガスの 生 産 高

'出 荷 高

'在 直 数 量

液化 ガスの 生 産 高

■ 出 荷 高

"在 高数 量

固 体 ガスの 生 産 高

'出 荷 高

'在 庫 数 量

ロ

*登 録番号は記入 しなくて結構です 。

⑬

一

一
⑮

⑳

一
◆

一
◆

一
◆

一
◆

一
◆

一
◆

一
+

一
+

一
◆

一
卓

一
拳

一
φ
'

1

98

、

:.・

電

算

機

利

用

に

よ

る

処理 の有 無:① 有2.無

倫

q

1 5 2 ⑯ .1

: 提供の 可否:L全 可
2.不 可

③ 条件付可3

: 提供条件:L覚 書 ② 行管承認
3.申 請書4.個 別協 議

5.そ の他

)
2 尋

提供媒体:①MT② フ ・ツピー
3.カ セ ッ トテー プ

4,磁 気 ディスク5.そ の他

つ 1 ,2 ◆

: 収集期間:

月

～

年 月
2 0 3 0 4

⑭ 年

S
;
510
撒

1
0{4
1

:

…

i
15 0 6 0 7

'

電

算

機

利

用

以

外

に

よ

る

提 供の可否=L全 町
2.不 可

③ 条件付可⑰ 3

) 提 供条件:・1.覚 書 ② 行管承認

3.申 請書4,個 別協議
5.そ の他, 』.東北六 県

2 a

苧国2.県,明3.市 日丁村 ヨ叫

4 東北六県 提供媒停:① 印刷物 塞その他

11 ◆

50
.

収集期間:

晒 年 月

～

年 月
年2.年 度3.そ の他

S
1214
:

;
014
`

1

…
…
!

◆
A

◆

◆ ◆

◆
・ ◆

● ●

～ 嚇 ◇

◆ 帝

、 ◆ 十

仲 φ

帝 苧

" 苧

◆ 中

亭 ◆

φ
'●

◆
'◆

" ◆

φ ◆

φ ◆

苧 ◆

苧 牟

-.



(別表1)調 査機関コー ド表

①国 の 機 関

②国 の 出 先 機 関

⑤都 県

④市 町 村

⑥商 工 会 議 所

⑥商 工 会 読 所 迎 合 会

⑦商 工 会

⑧商 工 会 迎 合 会

⑨事1業 共 同 組 合

⑩中 小 企 業 団 体 中 央 会

⑪その他経済団体、経済 ・

社会 ・研究所等

⑫金 融 機 関

⑬電 力 会 社

0100000口 口

0200000日 目

03[コ1=]000[コ[コ

04[コ[コ000[コ[コ

05⊂]〔 コ[コ[コ〔コ[コ〔]`

05[コ[コ000[コ 【コ

06[コ ⊂コ〔〕〔コ[コ[コ[]

06口 口000口 口

07〔][コ[〕 〔コ[コ〔]〔コ〆

07[コ 〔コ000[][コ

08口 口[コ[コロ[コロ

09[コ[コ000[コ[コ

10〔]口[=]⊂]口 口 口

! 2 コ 4 !i 6 7 n 9

諜、稲

コ ー ド

県

コー ド

市1町村

コー ド

連 番

(注)口 の剖瑚 に は該当す る県 ・市町村 のコー ドを記入 して下 さい。
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(別表2)統 計資料分類表(1時 殊分類主棚曇0

(統計 ・統計分析資料)

110土 地 ・ 気 象

111土 地 面 積 ・ 地 形

112気 救 ・ 天 文

113地 質

ノ

114水 流 量

120人 口

121静 態

122動 態

130労 働

131雇 用 ・失業 ・

労 働力 ・職業紹介

132労 働 基 準 ・労 働 …案件

133労 偲iljと1三 産{生

138'そ の 他

140経 済

141国 民 経 済 計 算

142財 政

143金 融

144国 陪ミ 金 品‖

145景 気

146物 資 需 給

147物 価

148企 業 ・ 事 業 所

149家 計 ・ 貯 蓄

150産 業

151農 林 水 産 業 一 般

152鉱 工 業

153建 設 業

154電 気 ・ガス ・カく道 ・

エネルギ ー産業

業

易

輸

信

楽

生

宅

査

ス

宅

厚

調

住

ビ

・

.

活

一

祉

会

商

貿

運

通

サ

福

住

生

社

5

6

7

8

9

1

2

3

5

5

5

5

5

0

6

6

6

1

1

1

1

1

C
U

1

1

1

1

(出典)「 総理府統 計1言}図書館蔵 書目録」
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IY,TI表3)地 」成分i額 コー ド(JIS)

① 都道 府 県 コー ド

31鳥 取 県

32島 根 原

33FY[1Tll県

34広 島 県

35山 ロ 県

36徳 島 県

37香 川 県

38愛 媛 県

39高 知 県

40福 岡 県

41佐 賀 県

42長 崎 県

43熊 本 県

44大 分 県

45宮 崎 県

 

県

県

県

県

県

県

県

県

県

県

府

府

県

県

県

山

川

井

梨

野

阜

周

知

皿

賀

都

阪

庫

良

歎

賞
…

石

川

山

に

岐

情

愛

三

志

京

大

兵

茶

利

6

7

8

9

0

]

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

道

県

県

県

県

県

県

県

県

県

原

県

都

県

県

川

海

森

手

捌

田

形

島

城

木

馬

玉

葉

京

潟

北

青

若

宮

秋

山

棉

茨

栃

雅

境

千

束

神

新

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

0

0

0

0

0

0

∩
U

O

O

-

†⊥

寸
⊥

†
⊥

寸⊥

-

46鹿 児 島 県、

47沖 縄!原

(出典) 「JIS:都 道 ∫rr県 コ ・一 ド(C6260)」

市町村 コ..ド は省略,「JIS:市 町 村 コー ド(C6261)」 に準拠す る。
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」
O
トo

別 表4

% 項 目 名 備 考 慮 項 目 名 備 考

1 統計調査名 漢字30文 字 .16

'

電算機利用
「

に よ る

・処理の有無 コ∴ ド(1桁)… …1:有

2:無

・提供の可否 コー ド(1桁)… …1:全 可

2=不 可

3:条 件付可

・提 供 条 件 コー ド(1桁)… …1:覚 書

.2=行 管承認

3∵ 申請書

4:個 別協議

5:そ の他

2 調 査 機関 ・ コ ー ド(9桁)・ ・・… ×X× × ×X
.× × ×}感 捲
一・
,

業 種分類
・・名……漢字20文 字

3 電 話 漢字2』0文字'

4 住 所
,

"30"

5 刊 行 物名 〃30〃

6 発行機関名 〃20〃

7 所属機関名 "20〆

その他の内容 漢字10文 字

・提 供 媒 体 コー ド(1桁)… …1=MT

(最 高2ま で)2:フ 巧 ピー
馳

3:カ セッ トテープ

4i磁 気 ディスク

51そ の他

その他の内容 漢字10文 字

・収 集 期 間

8 分 野 コ ー ト' 統計資料分類 に従 った コー ド3桁(最 高5ま で)

9 対 象 地域 コ ー ド(2桁)… …JIS県 コ ニ ド(最 高1 .2ま で).『'

・名 … … 漢 字20文 字

10 調査 方法 コ ー ド(1桁)… …1:悉 皆(全 数)調 査

2:サ ン プ ル調 査'
-

31そ の他

・その他の内容 漢字10文 字

S×x×x～ × × × ×

17

」

電算機利用

以外による

・提供の可否 コー ド(1桁)… …1;全 可

2:不 可

3:条 件付可

・提 供 条 件 コー ド(1桁)… …11覚 書

・2:行 管承認

3:申 請書

4:個 別協議

5:そ の他

11 集 計 区分 ,・ コ ー ド(1桁)… …1:全 国 ・P

2:県 別

3:市 町村別

4:そ の他..
-f'

・その他の内容 漢字10文 字

12 調 査 種類 ・コー ド(1桁)… …1:承 認統計

2:届 出統計

31指 定統計

4:そ の他

・その他の内容 漢字10文 字

その他の内容 漢字10文 字

・提 供 媒 体 コー ド(1桁)… …1:印 刷物

・(最 高2ま で)2:そ の他
AＬA

その他の内容 漢字10文 字
・収 集 期 間

13' 調査対象数 漢字8文 字 　

sx×x× ～ × ×x×14

・

調 査 周期

噺

・コ ー ド(1桁)∵ ・…1:5年6:四 半 期 存

2:3年7:月 、
.

3:2年8:不 定期

4=1年9:そ の他

5:半 期

その他の内容1漢 字10文 字 』

18 調査の目的 漢字250文 字.

:19 対象の属性 ρ60"

20

'〔

,・

調査項 目名

:『
,

へ

「

〃20方(最 高6b項 目 ま で)'

酌

噛 ■

15 調 査 期間 コ ー ド(1桁)・ … ・・1:暦 年

2:年 度..

3:そ の 他

・その 他 の 内容 漢字10文 字



●考資料) 「分ii灼 …し方≡ 一一覧 』

分 類 表 名(機 関 名 ・)

日 本 十 進 分 類 法

(NDC)

国 立 国 会 図 書 館 分 類 法

(NDL)
、

デ ュ ー イ 十 進 分 類 法

(DDC)

国 際 十 進 分 類 法

(UDC)

科学技術関係、り凹目

分 類 方 法(構 成と特色)

主類(大 分鋤 の順序をカッターの 「展開分類法」に

ならい、記号法をDDCに ならった列挙型分類表であり

主として和書を対象とし洋書にも共用できる書架分類法

べ

総裁と補助表A～Hと からなり、要ずれば両者を組み
う 　

合わせることにより、かなり群細 な区分が可能

同前所蔵の図書分類排加のための表であり、.同館が備

え付ける分類目録の記入の排列にもイ吏刑するもの

主題の11亘ψ1働事は、社会‡執 人文科学、i:ltii!?支術、

一般事項の顧であり、形式類を最後におく。同館は納本

悩 書館、調査図書館として国内、外国のtB)"21勿をlf礁部

門別に蹴 爪 ≡ の'"e・NDCI・[1本 のDDcl

は英閻劉のUDCは 西洋のとそれぞれの文化が反映して

いるので戯訓減 刑雛 である1

単行図書の書架分類のための分類表

学術品文の書誌分類のための分類表 《`

鋤 の概念の厄 の蜘 を示嬬 号・と蹴 棚 晒

細目に共通する主題を示す1甜潮 筋{票数の川Uミにより、

複合主題の多雨的表現が可能となった
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(参考'資料)「 繊 ↑十 コ釜 膓1已τ・〔2)ラ}蓼 沮 ブ∫お仁 』

書 名 分類方法

国際統剖資料目録dlk翫1事'

資料もくろく 地域仙

政府刊行物等総合目録 各省庁

1981δ|三J諺i

統計資料総合目録5661三 地域
}

地方自治体の部

地方統計資料総合目録

S50-54

図書目録

行政資料目録

行政資料目録

資料目録

資料目録

図書資料目録

行政資料1ヨ録

行政資料目録

潤父1地 連く絵

同上 地方統辞}`拝ll閤'三1
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1バ シ ス テ ム の 目的

当 レファレンス情報 サ ービスシステムは,地 域情報の体系化 と流通化を図るために,地 域経済 に関

するレファレンス情報の整備及び検索サ ービスを目的としてい る。

2.情 報 の 内 容

情報の内容は 「レファレンス情報 データシー ト(表1参 照)」 に記載 された情報であり・情報の内

容を大別す ると次の3種 類 である。

① デー タの所在に関す る情報

② デ ータの具体的内容に関す る情報

③ デ ータの入手のための手続 き等 データ利用に関す る情報

5.オ ン ラ イ ン 会 話 型 検 索

(1)オ ン ライン検 索の概要

オンライン会 話型

検 索

セーフ

ファイル

DB

レファレンス

情 報
プアイル

漢字端末装置か ら入力され

た検 索指示(質 問 ・出力指示)

に基づいて,レ ファレンス情

報 ファイノレの検索を行い,結

果はデ ィスプレイ表示又はプ

リンタに検索結果 リス、トを出

力 する。

(2)利 用 時の注意

① 本 サ ブシステ ムはACOS-650の タイムシェア リングシステム(TSS)下 で 作動 する・

② 端末装置は 日本語が扱えることとして,rN5200モ デ ル05』 を想定してい る。
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表1レ ファレンス情報デ一夕シrト

骨登 録'番 号 1 口
(7リ ガナ)

統計口在名: へL

(フ リガナ)

漠安固題名= '
2
、 1

電話:

統

計

頂

査

の

分

野

(フ リガナ)

住所: 4

刊 行 物 名:⑤

発行醜 名: e

所管劃 名: ト
)

調査方法:1.悉 皆(全 数)調 査2.†1ブ ルロ査3.そ あ他一 コ
口査種類:L承 認惹計2.届 出統計3.蹴 計4.そ の他

・回コ==========コ
調 査周 期:1.5年2.3年

6.四 半期7.月

8・不 麺9・ そ の他

3.2年4.1年5.半 期

査

対

象

分 野 コ ー ド:緬
分 野 コ ー ド:

一
分 野 コ ー ド=

一
分 野 名:

)
分 野 名:

)
地 域 コ ー ド:

地 域 名:

集計区分:L全 国2.県 別3而 町村別

・その亟口=====コ
揖 査 対 象 数:一
調ff期間:1JE年2.年 度3.そ の他一

電

算

機

利

用

に

よ

る

電

算

擾

利

・
用

以

外

に

よ

る

有

無

鱈

2箇
提 供 の 可 否:1.

口::

全可

村

条件付可

提 供 条 件:

1.覚書2.行 管承 認3.中 締害

4個 別 協議5.そ の他

提 供 ほ 鯵:

L馬τr之 フロソピー3二 かヒ'ト

テープ4通 気 デlxクS.そ の他

=
収 集 期 間:

S

提 供 の 可 否:L全 可

2不 可口 3.条 件付可

提 供 条 件:
L蒐 書2.行 管承認
4個 別協議5.そ の他コ

コ

之…口
授

3.申請書

印 刷 物

そ の 他

収 集 期 間=

昭和巳
S

日

バ
一
. 、

調査の目的・函

対象の属性:

調査 票の ロ査項 目名 ・團

=

=

=

=

ニ

±

=

ま

=

=

=

=

=

=

ニ

=

=

=

=

各 登録 番号は記 入 しな くて桔填です
。
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(3)端 末機の接続及び終了の仕方

端 末 機 の.

Logon

端末機の
Lo9

イ

図1 端 末機の操作 フロー
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① 端 末 機 のLogon

④ 端 末 装 置 ・ モ デ ム ・ シ リア ル ・プ リ ン タ ¢「電 源 を 入 れ る。～。

◎ 端 末 装 置 の フ ロ ッピー ・デ ィス ク ・ユ ニ ッ ト十 〇にFDD(PETOS-31K)をsetす る。

#O#1

フロ ッ ピー ・デ ィス ク,

◎ 端 末 装 置 の プ ロ グ ラ ム ・ ロ ー ドが 完 了 し て,画 面 に カ ー ソ ル が 表 わ れ た ら,ギ ー ボ ー ドの

Functionkey1(Logonkey:F1)を 押 下 す る 。

e端 末 装 置 の 画 面 に 次 の メ ッ セ ー ジ が 出 力 され た らUSERID・ 一に 続 け てJIPDEC$SYS-

TEM⑱ を キ ー ボ ー ドよ り入 力 す る。

JIPD⊆CT巳 三(F～`?.1、{:・N〔D二!23/3ム

UεERID-JIPDEC$SYSTEM⑭

② オ ンライン検索の開始

④ システ ム選択 レベルのSYSTEM?に 続 けて,/A1⑱ を キーボー ドよ り入力する。

」㌍ 恒 ご 工 宗Z。 、oトiO二 ・二5,aa

JG三PID-JIPCI-:cg-FygT,Een

SYS〔EM?/A1⑬

◎ 端末装置の画面に次の メッセージが出力され,シ ステム選択 レベルとなったら,SYSTEM?

に続 けて/RISE/R310;R310⑱ をキ ーボー ドよ り入力 する。



.

・;〔 『 三口 ・∵ 戸」。こ〆加 】

、ら丁 ○:ム … とCHA卜 」NF;L..'{+6・二,
'u9三 円 ±り 一 」こcうF

-IJ:『【亡Yc〒 亡】

⊆YE…TE戸 つ ノAl

T門NLこ 口;〈)子

c三シST三 門?J三P〔 …

Fs了STε 門?Crε ふ「!R工 巳三!ロ ー亡 「ζ:「、『

c∵ ⊆〔F↓≠
.'i{7Ei…/x-F.:三LP

F_YSTE三}1つCOUT

SYSTEト 竺?/RISE/(R3io;R310⑧ ・

1工X"

◎ オンライン検索サブシステ己がs「t毒tupす る と,次 に示す コマン ド入力促進記号(10?)
11

が端末装置 の画面に 出力されて,オ ンライン検索サ ブシステ ムの コマン ドが入力可能 となる。

}三⊃eヒtt〔F-b"{只o・ ㌘)・Oトi口 ニノ2B/8らAT{二 三乙ξ….:さとC:→ ρ卜分jE:÷ コロ2

USEiRlP'-JユPDE、,二$SYsT∈ 自門,

SYgTE1・1今

T!NL10;00

CVCTζ1? ..1こc⊆

SYSTEM?GET・!P[⊆iε/F－ ご1ELO`'【=†"

SYSTE卜!?Gヒ:・ 、'R工SE!X－ ご三三LD"IX"

9YSTE,M・?CξIU・

SYST… 三M?・ ノ只1ぶi≡.ノR310:R-ll「 、

10?← コ マ ン ド入 力 促 進 記 号

オ ン ライ ン検 索
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③ 端末機 のLogoff

オ ン ライン検索サブシステムの終了指示( ,@E〔ND〕)を 行 うとTSSは システム選択 レ

ベ ルに戻 り,端 末装置の画面にSYSTEM?を 出 力する。

④TSSのLogoffは,こ のSYSTEM?に 続 けて,BYE⑱ を キーボー ドより入力する。

SYET三M?BYE⑧,

◎TSSの ・・9・ffが 完 了す・・e・ 次の3' .・"セージ を端末琴置の画面 に出力して・端糠

置 はSystemとdisconnec'tざ れ る 。'"

SYSTEf-!.?已YE

†・lccsT:羊4日

宇s・()NAT{2:48:3ε τ;.賠11・ ・ξ1・≡4…1霊 二斑

雪N104t12c5!=2tD!i ._CP

◎ 端末装置 子デ・,

らFDDを 取 り出す。

シ リア ル ・プ リ ン タの 電 源 を 切 り,・ フロ ッピー ・デ ィ ス ク ・ユ ニ ッ トか
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一

④ オ ンライン検索の操作手順

オ ンライン検索の基本的 な操作手順は,図2に 示す とおりであ る。

開始
の入力

検索指示の入力

㈱
件数表示

検索結果⊇表
示

鵠鴛

検索結果 リス ト

図2オ ン ライン検索の操作手順
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(5)オ ン ライン検索の ための コマン ド説明'

① 開始 コマン ド(@RISE-RS)

レ ファレンス情報 サー ビス検索 システ ムを開始す る。

② 補助 コマン ド(@C〔OMMAND〕)

当 シ ステムで使用で きるコマン ドを表示 する。

③ 検索 コマ ン ド(@R〔ETRIEVE〕)

与 え られ た条件式に該当 するレコー ドの集合を検 索す る。'

④ 論理 演算 コマン ド

④ 論理積 コマン ド(@A〔ND〕)

保 存 されてい るレコー ド集合の論理積を取 る。

◎ 論理和 コマン ド(@O〔R〕)

保 存 されてい るレコー ド集合の論理和を取 る。

⑤ 画面表示 コマン ド(@D〔ISPLAY〕

検 索結果の レコー ド集合の該当す る項 目を表示する。

⑥.リ ス ト出力コマン ド(@p〔RINT〕)

検 索結果の レコー ド集合 の内容を,出 力モー ドに従って編集 し,検 索結果 リス トとして リス

ト出力する。

⑦ 終了 コマン ド(@E〔ND〕)

レファレンス情報 サー ビス検索 システムを終了する。

オンライン検 索で使用する コマン ドは,以 上① ～⑦の各 コマン ドで あり,各 コマン ドについて

〔 〕内の文字は省略 してもよい。

また.オ ン ライン検索 で使用す る各 コマン ドは,各 種条件等の指定が必要 なものについてはオ

ペ ラン ドとして,コ マン ドとオペ ラン ドを対 として次のよ うに入力す る。

<入 力形式>

10?コ マ ン ド〔ム オペ ラン ド〕⑬ △・・…・1つ 以上の空 白

⑱……RETURNキ ー

オ ンライン検 索で使用で きるコマン ド,オ ペ ラン ドの形式及び機能の一覧は,表2に 示す とお

りである。

なお,コ マン ドのみを入力(オ ペ ラン ド省略)し た場合,オ ペ ラン ドが必要 な コマン ドについ

ては,必 要なオペ ラン ドの形式の概略がシステムか ら表示 されるので,そ れに従 ってオペ ラン ド

を入力すればよい。
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表2オ ン ライン検索の コマン ド一覧表

コ マ ン ド オ ペ ラ ン ド 機 能

@RISE-RS パ ス ワー ド(8桁)を 指定す る。 レファレンス情

報 サー ビス検索シ

ステムを開始する。

@C〔OMMAND〕 な し。 使用できるコマ

ン ドを表示する。

@R〔ETRIEVE〕 検 索の条件式を指定 する。

〈形式1>項 目指示 ・比較値1〔 〔丈〕比 較値2〕
…… 〔/保 存 ファイル番号 〕

<形 式2>項 目指示 ・〔比較値1〕 一

〔比較値2〕 〔/保 存 ファイル番号 〕

〈項 目指示及び比較値〉

与 え られた条件

式 に該 当するレコ

ー ドの集合を検索

す る。

保 存 プアイル番

号の指定 があれば

その保 存 ファイル

を検索対象 とする。

検 索結果,選 択

された レコー ド集

合 を別の保存 ファ

イルに保存 し,そ

の保存 ファイル番

号 及び レコー ド件

数 を表示する。

項 目指示 比 較 値

分野 コー ド=F

w

分野 コー ド3桁

地 域 コー ド=K 県 コー ド2桁

地 域 名=R'
漢字文字列

鴎=㌶ 劃
統計調査名=S

調査項目名=1

目 的=0

属 性=A

収 集 期 間=T 元号区分及び年号の5桁

〈 保存 ファイル番号〉

検索対象 とするSAVEフ ァイル番号=01～30

〈 記 号の意味〉 十:OR

芥:AND

-:比 較値≦項 目指示≦比較値2
一

@A〔ND〕 論 理積 を取 る保 存 ファイル番号 を指定 する。

〈形式〉 番号1,番 号2〔,番 号3〕 ……

指定 された保存

ファイル間の論理

積 を取 る。

結果の レコー ド

集合を別の保存 フ

ァイルに保存 し,

その保存 ファイル

番号及び,レ コー

ド件数を表示する。
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〔

`

ウ

コ マ ン ド オ ペ ラ ン ド 機 能

@0〔R〕 論 理和 を取 る保存 ファイル番 号を指定す る。

〈形式〉 番号1,番 号2〔,番 号3〕 ……

指定 された保存

ファイル間の論理

和 を取 る。

結果の レコー ド

集 合を別の保存 フ

ァイルに保 存し,

そ の保存 ファイル

番号及び レコー ド

件 数を表示す る。

@D〔ISPLAY〕 表 示する項 目番号(2桁)及 び保存 ファイル番号を

指定 する。

〈形式〉 項 目番号1〔,項 目番号2〕 …… 〔/保

存 ファイル番号 〕

〈項 目番号〉

統計調査名=01集 計 区 分=11

調 査 機 関=02調 査 種 類=12

電 話=03調 査 対象数=13

住 所=04調 査 周 期=14

刊 行 物 名=05調 査 期 間=15

発 行 機関名=06電 算 利 用=16

所 属 機関名=07電 算 以 外=17

分'野=08調 査 の 目的=18

地 域=09対 象 の属性=19

調 査 方 法=10調 査 項 目名=20

指 定 された保存

フ・アイルの レコー

ド集合の該当す る

項 目を表示す る。

保存 ファイルの

指定がない場合 は

直 前の検索結果 を

保 存 しているレコ
ー ド集合を対象 と

す る。'

・

@P〔RINT〕 出力モ ー ド及び出力対象 とする保存 ファイル番号 を、

指定 する。

〈形式〉 出力モ ー ド〔/保 存 ファイル番号 〕・∴

<出 力モー ド>1=全 項 目

2=上 記の01～09の 項 目

3=上 記の01～17の 項 目

指定 された保 存

ファイルの レコー

ド集合の内容を 出

力 モー ドに従 って

リス ト出力する○

保 存 ファイルの

指定がない場合は

直前の検 索結果 を

保 存 しているレコ
ー ド集合 を対象 と

す る。

@E〔ND〕 な し。 レファレンス情

報 サー ビス検索 シ

ス テムを終了す る。
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(6)オ ン ライン検索例

① コマン ドとオペ ラン ドを別 々に入力 した検索例

10?@RISE-RS⑱

パ ス ワー ドを入力 して下 さい
。

10?× × × × × × × × ⑱

今←今←う←

10?@C(OMMAND〕)⑧

レファレンス情報サ ービス検 索 システ ム 開 始×英×

パス ワー ドの入力

〈 コマン ド〉 検 索=@R〔ETRIEVE〕

論 理積=@A〔ND〕

論 理和=@O〔R〕

10?@R〔ETRIEVE〕 ⑧

コマン ド一覧の出力

表 示=@D〔ISPLAY〕

出 力=@P〔RINT〕

終 了=@E〔ND〕

検索の開始

検 索の条件式を指定 して下 さい。

〈形式1>項 目指示,比 較値1+比 較 値2X比 較 値3・ ・…・〔/保 存 ファイル番号 〕

<形 式2>項 目指示,比 較値1一 比較値2〔/保 存 ファイル番号 〕

〈項 目指示〉 分野 コー ド=F調 査 項 目名=1

地 域 コー ド=K目 的=O

地 域 名=R属 性=・A

統 計調査名=S収 集 期 間=T

10?F.131十132@

十 〇1nnnn件:分 野 コ ー ド=131十132

10?K.02十 〇3十 〇4/01⑪

十 〇2

10?1.$高 圧 ガス$X$液 化 ガス$⑱

。__当 一 示
十〇3nn件:調 査項 目名=$高 圧 ガス$×$液 化 ガス$

10?@A〔ND〕 ⑧

論理積を取 る保存 ファイル番号 を指定 して下 さい。

〔形 式 〕 番号1,番 号2〔,番 号3〕 ……

10?02,03⑱

結果の論理積を指定

十 〇4n件AND

IO?@O〔R〕 ⑪

十 〇2,十 〇3

論理和を取 る保存 ファイル番号 を指定 して下 さい。

〔形 式 〕 番号1,番 号2〔,番 号3〕 ……

10?02,03⑱

nn件:OR十 〇2,十 〇3

{一
十 〇5
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10?@D〔ISPLAY〕 ⑪ 検 索結果の表示を行 う。・

表 示す る項 目番号及び保存 ファイル番号 を指定 して下 さい。

〈形 式 〉 項 目番号1〔,項 目番号2〕 …… 〔/保 存 ファイル番号 〕

〈項目番号〉 統計調査名=01

調 査機 関名=02

電 話=03

住 所=04

刊 行 物 名=05

発 行機 関名=06

所 属機 関名=07

10?01,02/05⑱

分 野==08

地 域=09

調 査 方 法=10

集 計 区 分=11

調 査 種 類=12

調 査対象数=13

調 査 周 期=14

調 査 期 間=15

電 算 利 用=16

電 算 以 外=17

調 査の 目的=18

対 象の属性=19

調 査項 目名=20

0000001

〔統計調査名 〕

〔調査機関名 〕

0000002

〔統計調査名 〕

表示項 目を指定

×X× × × × × × ×X× × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

～

10?@P〔RINT〕 ⑪ 印刷出力

出力モー ド及び出力対 象とす る保存 ファイル番号を指定 して下 さい。

〈形 式〉 出力モー ド〔/保 存 ファイル番号 〕

〈出力 モー ド>1=全 項 目

2==01～09の 項 目

3=01～17の 項 目

10?1/04⑱ 印刷内容指示

番号 〕

〔統計調査名 〕

10?@E〔ND〕 ⑱

レファレンス情報 サー ビス検索 システ ム 終了

検索の終了

う←× 美 今←十 うぐ
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② コマン ドとオペ ラン ドを同時に入力 した検 索例

Io?@RI・SE-RS△ × × × × × × × ×⑪ 検 索.の開始及びパス7三 ドの入力

ヲ← 苦 × レ フ ァ レ ン ス 情 報 サ ー ビス 検 索 シ ス テ ム 開 始X-X× ・

10?@R△F・131+132⑪

十 〇1

10?@R△K.02十 〇3十 〇4/01⑱

nniin件:分 野 コ ー'ド=13・1十132

十 〇2

10?@R△L$高 圧 ガス$×$液 化ガス$⑪

nn件:地 域 コ ー ド=02十 〇3十 〇4/十 〇1

.検索条件の指示

十.03

10?@A△02,03⑱ ・

n'n件:調 差 項 目名=$高 圧 ガス$+$液 化 ガス$

十 〇4n件

10?@O△02,03⑱

AND十 〇'2',十 〇3「'

結果の論理積を指定

llO5 .nn件:OR

IO?@D△01,02/05⑱

十 〇2,十 〇3

結果の論理和を指定

検索結果の表示

0000001

〔統言十調査名 〕

〔調査機関名 〕

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

× × × × × × × × × ×'× × ・× ××× × × × × × × ×!〈_× × × × × ×

～

10?@P△1/04⑱ 検索結果の印刷

〔登 録 番 号 〕 × × × × × × ×

〔統 計 調 査 名 〕 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

10?@E⑪

苦 × 苦

検索の終了

レ フ ァ レ ン ス 情 報 サ ー ビス 検 索 シ ス テ ム 終 了 × × 英

11・8'



【登録番号】

【統計調査名】

【口蓋機関】

【電 話】

:住 所】

【刊行物名】

【発行機関名】

【所属機関名】

【調査分野】

検 索 紬 果 リ ス ト

0000109

労働動態調査

041420401鎌 倉柿 民部労政2肇

0487-47--1771

神奈川興銀倉市小袋谷2-14-14勤 労福祉会館内

鎌倉市の労働事情

鎌倉柿 民部労政課

鎌倉市市民部労政課

132:労 働基準・労働条件・

昭和59年01月20日

【対象地境】 14:神 奈川 神奈川県鎌倉市 ω

ご

Φ

【調査方法】 サンプル田査

【頂査対象敷】1659事 菊 弄

【電解1用 による】 処理の有無 無

提供の可否

提供条件

提供媒体

【頂査の目的】

【対象の頂性】

【口査項目名】

【集計区分】 鎌倉市内

【M査周期】1年

【調査種類】 市独臼の通信による

【口査期間】 周年

【電算利用以外による】

提供の可否 全可

提供条件,個 別協壌

・一 提供媒体':印 刷物

収集期間 昭和 年 月～昭和 年 月

轡 縣嬬 灘 嶽 劉 禦 馨罐 腰 にい労働 欄 鮒のための蝋 するとと

綴 腰 髄巖縛L畷 あ踊縫 熟金融保険菓不

離 年数
舅騰間
パ ー ト

総総
獺 躍朋梱 ・
賃金規定
定年制

収集期間 昭和50年07月 ～昭和 年 月

こ
メ

7
室



4.バ ッ チ 処 理 検 索

(1)パ ッチ処理検索 システムの概要

セ ーフ

ファイル

検索指示票

漢字パンチ

検索結果 リスト

検 索指示デ ータを入 力 し,各 種

検索指示のチ ェックを行い,正 しい

もの について,レ ファレンス情報 フ

ァイルの検 索を行 う。

検 索結果 は検索結果 リス トに出力

する。

(2)バ ッチ処理検索の検索指示

① 検 索指示票

検索 指 示 票(表3)は,レ フ ァ レン ス情 報ファイルのパ ッチ処理 による検索に使用し,

検 索の ための コマン ド,オ ペ ラン ド及 び結果保存 ファイル番号 を記入す る。

コマン ド欄に指定で きるコマン ドは,次 のとお りである。

・Q〔 .UERY〕 … …検索区分 指示

・R〔ETR〕 ・… ・一 検索指示

・A〔ND〕 論 理積 指示

・O〔R〕 論理和指示

・P〔RINT〕 … …出力指示

〔 〕は省略可

オペ ラン ド欄には,指 定 した コマン ドに対する各種条件等を指定 し,検 索及び論理演算の結
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表3検 索指示票(バ ッチ処理検索)

コマ ン ド

16

オ ペ ラ ン ド 指 示

710152025303538

結 果
保 存
ファイル

番 号

3940

一 ・一 「-

レ フ ァ レ ン ス 情 報 サ ー ビス シ ス テ ム

〔 コ マ ン ド一 覧 〕

・Q〔UERY〕 ・

・R〔ETR〕 ・…

・A〔ND〕

・0〔R〕

・P〔RINT〕 ・

〔 〕は 省 略 可

・・…検索区分指示

…・・検索指示

論理積指示

論理和指示

…・・出力指示

'



果 を保存 したい場 合は,結 果保存 ファイル番号欄にその番号(01～30)を 指定 する。

また,オ ペ ラン ドは1行 で完結す る必要があ り

マ ン ドと同様であると見なされ る。

検 索指示票の記入例は次の とおりであ る。

コマン ドの指定 を省略した場合 は前行の コ

検索指示票の記入例

コマン ド

匹6

オ ペ ラ ン ド 指 示

710,15勿 お3035甜

結 果
保 存
ファ!μ

祈 り

3940

Q u E R 物 価 の 検索

R E T R F ・ 1 4 7 0 1

K . 0 4 0 2

A N D 0 1
■
0 2 0 3

R E T R s . 価 格 $ 十 $ 価 格 $
.

0 4

S ・ 物 価 $ 十 $ 物 価 $ 0 5

O R O 4 9 0 5 0 6

P R 1 N T 1 / 0 6

＼ ! 、一 一

、＼ ＼
＼ /

'
、

＼

＼、

ぱ /
/
〆

、 、 ' /
ン 《
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(3)パ ッチ処理検 索

検索指示票例(表3)を も とに検索指示データの作成を し,バ ッチ処理検索を実行 すると・検

索結果 リス トとして,検 索指示 リス ト(表4)及 び 検索結果 リス ト(表5)が 出 力される。

表4検 索指示 リス ト

コマンド

QUERY

RETR

AND

RETR

OR

PRINT

榔R指 示 リスト

オペランド

物価の検索

分野コー ド=147

地域 コーy=04

01.02

・統計田貴名=価 格$+$価 格$

統計加養名=物 価$+$物 価$

04.05

/06

{パ プチ処珂1倹素) 昭和59年01月20日

結果保存
ファイル 績窟タ手駁

#01

#02

#03

#04

☆05

#06

0029

0111

0008

0004

0002

0006
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【登録番号】

【鋤 鯛査名】

【潟査健闘】

【電 卸

【住 所】

【刊行物名】

【発行機関名】

【所属機関名】

【損査分野】

検 索 結 果 リ ス ト

0000646

仙台市消費者物価指数

030400001宮 城蠕亀企画i部統』十課

0222(63)2111-429

仙台市本町3-8-1

仙 台市消費者祝価指数(月 報・年報)

宮M県 企画駆統計課

宮城県企画部統計燥

147:物 価

昭和59年01月20日

【対象地域】 04:宮 城某

【調査方法】 サンプル調査

【調査対象数】 店頷世帯計960

【電算利用による】 処理の有無 有

提供の可否 不可

提供条件

提供媒体

【調査の目的】

【対象の泌性】

【襲査項目名】

【集計区分】 仙台市分のみ

【調査周期】 月

収即Ol閲 昭和 年 月～昭和 年 月

仙台市

【調査毯鮒

【調査期間】

【電算利用以外による】

提供の可否

提供条件

提供媒体

届出統計

暦年

条件付可

個別協ほ

印刷物

収集期間 昭和22年 月～昭和 年 月

仙台市消費者物価水準の動きを迅速には鑑し、消費者行政及び経済諸施策の基礎資料とするもの。

鵠 裏内における約580XM・380蹄 の商品晒 及びサーピ

翼灘翼翼襲爵
上昇率及び対別集同月比上昇率

or

こ
X

7
(

一
存

ゆ

)
命
己



な お,パ ッチ処理検索で使用 できるコマン ド,オ ペ ラン ドの形式,結 果保存 ファイル番号指定

の 可否及び機能 の一覧は,表6に 示す とおりである。

表6パ ッチ処理検 索の コマン ド一覧表

コ マ ン ド オ ペ ラ ン ド

番号
指示
の
可否

機 能

Q〔UERY〕 検索区分名(任 意の文字列)を 指定する。 否 以下に指定された番

号表示群の区分をする。

R〔ETR〕 検 索の条件式 を指定する。

〈 形式1>項 目指示.比 較1直1〔{婁}比 較値2〕
…… 〔/保 存 ファイル番号 〕

<形 式2>項 目指示.〔 比較値1〕 一

〔比較値2〕 〔/保 存 ファイル番号 〕

〈項 目指示及び比較値〉

可 与 え られ た条件式 に

該 当す るレコー ドの集

合 を検 索す る。

保存 ファイル番号の

指定(オ ペラン ド欄)

が あればその ファイル

を検索対象とする。

結果保存ファイル番号 の

指定があれば,結 果 を

その ファイルに保存 す

る。

項 目指示 比 較 値

分野 コー ド=F 分 野 コー ド3桁

地 域 コー ド=K 県 コ ー ド2桁

地 域 名=R 文字列(漢 字)

旙二黙1㌶
統計調査名=S

調査項目名=1

目 的=O

属 性=A

収 集 期 間=T 元号区分及び年号の5桁

〈保存 ファイル番号〉

検 索対象 とす るSAVEフ ァ イル番号=01～30

A〔ND〕 論 理積を取 る保存 ファイル番号を指定する。

〈形式〉 番号1,番 号2〔,番 号3〕 ……

可 指定 された保存 ファ

イル間の論理 積を取る。

結果保存 ファイル番

号の指定 があれば,結

果 をその ファイルに保

存 する。

0〔R〕 論理和 を取 る保存 ファイル番号を指定す る。

〈形式〉 番号1,番 号2〔,番 号3〕 ……

可 指定 された保存 ファ

イル間の論理和を取 る。

結 果保存 ファイル番

号の指定があれば,結

果をその ファイルに保

存する。

P〔RINT〕 出力モード及び出力対象とする保存 ファイル番号を指定 する。

〈形式〉 出力モ ー ド/保 存 ファイル番号

く出力モ ー ド>1=全 項 目出力

2=対 象地域 までの項 目

3=電 算 利用以外によるまでの項 目

否 指定 された保存 ファ

イルの レコー ド集合の

内容 を出力モ ー ドに従

って リス ト出力する。
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県

県

県

県

県

県

県

県

県

県

県

川

媛

知

岡

賀

崎

本

分

崎

鵬

縄

香

愛

高

福

佐

長

熊

大

宮

鹿

沖

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

3

3

3

4

4

4

4

4

4

4

4

5.コ ー ド一 覧

当 システムで使用する各種コー ドの内容 は,以 下の とお りで ある。

① 調査機関 コー ド(9桁)

× ××××××××
　 　 　 　

4蕊 村。..

∠遮
④ 業種 コー ド(2桁)

コ ー ド 内 容

01 国

02

、

国の出先機関

03 都道府県

04 市町村

05 商工会議所連合会 ・商工会議所

06 商工会 ・商工会連合会

07 中小企業団体中央会 ・事業協同組合

08 その他経済団体 ・経済社会研究所等

09 金融機関

10 電力会社

県

府

府

県

県

県

県

県

県

県

県

県

山

取

根

山

島

口

島

賀

都

阪

庫

良

歌

滋

京

大

兵

奈

和

鳥

島

岡

広

山

徳

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

都

県

県

県

県

県

県

県

県

県

県

県

京

剤

潟

山

川

井

梨

野

阜

岡

知

重

東

神

新

富

石

福

山

長

岐

静

愛

三

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

)

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

桁　(

道

県

県

県

県

県

県

県

県

県

県

県

ド一

海

森

手

城

田

形

島

城

木

馬

玉

葉

コ県

北

青

岩

宮

秋

山

福

茨

栃

群

椅

子

S1

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

J

O

O

O

O

O

O

O

O

O

1

1

1

@
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◎JIS市 町村 コー ド(3桁)

こ こでは省略する。

② 分 野 コー ド(3桁)

110土 地 ・ 気 象147物 価

111土 地 面積.地 形148企 業 ・事 業 所

ll2気 象 ・ 天 文149家 計 ・貯 蓄

113地 質150産 業

114水 流 里151農 林 水産業一般

120人 口152鉱 工 業

121静 態153建 成 業

122動'態154電 気 ・ガス ・水道 ・エネルギー産業

130労 働155商 業

131雇 用 ・失業 ・労働力 ・職業紹介156貿 易

132労 働 基準 ・労働条件157運 輸

133労 働 生 産 性158通 信

138そ の 他159サ ー ビ ス 業

140経 済160社 会 ・ 住 宅

141国 民 経 済 計 算161福 祉 ・厚 生

142財 政162住 宅

143金 融163生 活 調 査

144国 際 収 支

145.7.気

146物 資 需 給

③ 地域 コー ド(2桁)

地 域 コー ドは,① の◎ のJIS県 コー ドを使用する。
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④ 調査 方法 コー ド(1桁)

コ ー ド 内 容

1 応皆(全 数)調 査

2 サ ンプル調査

3 その他

⑤ 集計区分 コー ド(1桁)

コ ー ド 内 容

1 全 国

2 県 別

3 市町村別

4 その他

⑥ 調査種類 コー ド(1桁)

コ ー ド 内 容

1 承認統計

2 届出統計

3 指定統計

4 その他
.

⑦ 調査 周期 コー ド(1桁)

コ ー ド 内 容

1 5年

2 3年

3 2年

4 1年

5 半 期

6 四半期

7 月

8 不定期

9 その他

]28

⑧ 調査期間 コー ド(1桁)

コ ー ド 内 容

1 暦 年

2 年 度

3 その他

⑨ 電算処理の有無コー ド(1桁)

コ ー ド 内 容

1 有

2 無

⑩ 提供の可否 コー ド(1桁)

コ ー ド 内 容

1 全 可

2 不 可

3 条件付可

⑪ 提供条件 コー ド(1桁)

コ ー ド 内 容

1 覚 書

2 行管承認

3 申請書

4 個別協議

5 その他

⑫ 提供媒体コード(1桁)

④ 電算利用

コ ー ド 内 容

1 MT

2 フ ロ ッ ピ ー

3 カ セ ッ トテ ー プ

4 磁 気デ ィスク

5 その他



◎ 電算以外

コ ー ド 内 容

1 印刷物

2 その他

⑬ 元号区分(1桁)

コ ー ド 内 容

1 明 治

2 大 正

3 ・昭 和

4 次 代

9 期限なし

た だし,検 索時の オペ ラン ドとして

使用 する場合は,M(明 治),T(大

正),S(昭 和)と する。

⑭ 処理区分(1桁)

コ ー ド 内 容

1 追 加

2 修 正

3 削 除

⇔ デ ータ区分(2桁)

コ ー ド 内 容

00 作成年月日及び更新年月日(最 終)

01 統計調査名

02 調査機関

03 電 話

04 住 所

05 刊行物名

06 発行機関名

07 所属機関名

08 分 野

09 地 域

10 調査方法

11 集計区分

12 調査種類

13 調査対象数

14 調査周期

15 調査期間

16 電算機利用による

17 電算利用以外

18 調査の目的

19 対象の属性

20 調査項目名

21 収集期間

22 目 的(キ ー ワ ー ド)

23 属 性(キ ー ワ ー ド)

⑯ コマン ド区分(1桁)

コ ー ド 内 容

1 QUERY

2 RETR

3 AND

4 OR

5 PRINT
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